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プロローグ







　夜の帳とばりがレンテンシアの街を包みこむ。

　時刻は二十二時を幾いく分ぶん過ぎた頃ころ合あいだろうか。

　宵よいの口くちというには幾分遅おそめの時間帯だが、日本で考えれば夜はまだまだといったところ。

　だが、電気という文明の光を持たない大地世界アースでは大分事情が変わって来る。

　何せ、蝋ろう燭そくやランプに使う油代は大地世界の大多数の人間にとってかなり大きな負担だ。

　いや、特権階級である貴族や王族であっても、それらの浪ろう費ひは決して馬ば鹿かにならない負担を彼かれ等らに強しいる。

　勿もち論ろん、見み栄えを張る事も彼等の仕事の一部である以上、決して周囲に悟さとらせる様な無様な姿は見せないだろうが、それでも懐ふところ具ぐ合あいが苦しいという事実は変わらない。

　だが、そんな大地世界において、例外ともいえる存在がある。

　俗ぞくに言うところの歓かん楽らく街がい。

　不夜城とも揶や揄ゆされるように、ここだけは昼夜を問わず灯あかりが消える事は無い。

　もっとも、光が届くのはあくまで大通りや店の入り口付近に限っての事。

　一ひと度たび路地裏に入れば、そこは闇やみ夜よの支配下。

　灯りといえば、満天に煌きらめく星の瞬きくらいだろう。

　そんな路地裏へ、酔客の喚かん声せいに紛まぎれて人ひと影かげが次々と姿を消していく。

　彼等は皆、様々な色の肌はだをしていた。

　北ほく欧おうに暮らす白人特有の透すき通とおる様な白い肌と金きん髪ぱつを持った青年。

　アラブ系の浅黒い肌をした顎あご髭ひげを生やした中年。

　やや吊つり上あがった目をしたアジア系の黄色い肌をした老人。

　まさに多種多様な人種と年ねん齢れいと言えるだろう。

　その服装はいたって普ふ通つうだ。

　鎧よろいを着て武装している訳でもなければ、よくある忍にん者じやが着る様な黒い忍しのび装束を着込んでいる訳でもない。

　綿や麻あさを使った、この大地世界では至し極ごく一いつ般ぱん的てきな材質と言える服装で身を包つつんだ男達たちだ。

　そんな彼かれらに視線を向ける者はいない。

　彼らは闇やみに支配された路地を進んでいく。

　そして、一様にしてとある一軒けんの家の前で足を止める。

　彼等が向ける視線の先にあるのは、平たい石を幾いくつか積み上げて創つくり出だされたオブジェの様な物だ。

　いや、オブジェというよりはただ子供達が戯たわむれに積み上げた結果と言った方が正しいかもしれない。

　実際、誰だれかがほんの少しでも悪戯いたずら心を起こしてつま先で小こ突づいただけでも、簡単に崩くずれてしまう程度の儚はかない存在でしかないだろう。

　しかし、ある特定の人間にとってそれは、ただの子供の遊びではなかった。

　彼等は懐ふところからギルドの登録カードを取り出す。

　そして、その家の扉とびらに刻まれた龍りゆうの彫ほり物ものへ翳かざした。

　それは簡単に言えば、セキュリティの厳しい会社によくある、身分証と扉の鍵かぎが一体化した物に近いだろうか。

　きっとこれは、そういった会社に勤めた経験のある組織の人間が、付ふ与よ法術などを使って再現しようとした結果だろう。

　一いつ瞬しゆん、龍の目が赤く光り、次の瞬しゆん間かん小さな開かい錠じよう音と共に扉が音もなく外側へと開いた。




　男が耳元へ囁ささやくように告げる。

「全員集まりました」

　その言葉に鄭てい孟もう徳とくは小さく頷うなずいた。

　そして、ゆっくりと後ろを振ふり返かえる。

　黒くろ髪かみをオールバックにまとめ燕えん尾び服ふくで身を固めた中年の男。

　その上、皺しわひとつない燕尾服を着込んでいるのだ。それも、蝶ちようネクタイ付きの物を。

　背筋を伸のばして立つ姿は、如何いかにも規律厳守のお堅かたい性格を表している。

　どこかの貴族か有力商人に仕える執しつ事じといった風ふ情ぜいの佇たたずまい。

　彼がどんな有力者に仕えているかはさておき、どこからどう見てもこんな歓楽街の裏路地に居る様な装いではない事だけは確かだろう。

　それはまるで、家の近所にあるコンビニまでちょっと買い物に出かけるのに、タキシードを着こんで向かう様な物か。

　無論、出かけて悪い訳ではない。

　だが、物事には常識という物が存在する。

　立場や状じよう況きように相応ふさわしい装いや態度という物は自おのずと存在する。

　俗に言うところのＴＰＯを弁わきまえると言う奴やつだ。

　無論、それは法律ではないので罰ばつ則そくはない。

　守るか守らないかはその人間の考え方一つだ。

　だが、法ではないからといって強制力がないかというとそうでもない。

　周囲の目という不確かでいながらも、それでいてハッキリと存在する何かが行動を縛しばるのだ。

　そういう意味合いから言えば、今の男の恰かつ好こうは正に場ば違ちがいというより他に言い様はない。

　しかし、そんな鄭孟徳の姿を見て笑う人間はここには居なかった。

　鄭の恐おそろしさを知らない人間など、この場には一人として存在しないのだから。

「皆さん急な呼び出しで申し訳ない。劉大人より火急の命令が下りましたのでね」

　その言葉に鄭の前に立ち並ぶ十人の人影が一いつ斉せいに頷く。

　彼等の硬かたい表情から察するに、ある程度は事前に話を聞いているらしい。

（まぁ、劉大人からの招集ともなれば然う然うある事ではないからな）

　そんな思いが鄭の脳のう裏りを過る。

　実際、五年近く劉に仕えている鄭自身も、こんな命令を受けたのは片手で数えられる程度でしかなかった。

　ただし、問題はそういった数少ない例外が起きた場合は、いずれも組織にとって見過ごせない何かが起きようとしていたという点だろう。

　招集された面子の表情が硬いのも当然と言える。

　だが、今回に関してはどうだろうか。

（極きわめて異例の事だ……）

　劉大人の仕事はあくまでも西方大陸南西部一帯の管理運営であると同時に、宿敵とも言える光神教団に対しての諜ちよう報ほう活動一いつ切さいを任された責任者である。

　そんな劉大人は確かにレンテンシアの街に拠きよ点てんを置いてはいるが、街の管理に口を出した事は過去一度としてない。

　本来であれば、この程度の事はレンテンシアの街の管理を任されているルカイヤ・ラドワーンが担になうべき事の筈はずだ。

　それに、ルカイヤは謎なぞの男が行っていた行動が組織の符ふ牒ちようなのか判断を求めて劉大人に尋たずねはしたが、その男に対しての具体的な対応まで依い頼らいした訳ではない。

　鄭が知る普ふ段だんの劉大人であれば、ルカイヤの立場を考こう慮りよして、決して自分で動こうとはしなかっただろう。

　彼かの女じよは位階こそ劉大人や鄭よりも低いが、それでも組織のれっきとした幹部の一人なのだ。どう贔屓ひいき目めに見ても横紙破りなのは明らかだろう。

　にもかかわらず、側近であり、護衛と執事を兼かね備そなえる鄭に今回の襲しゆう撃げきの指揮を命じた。

　そこには、何か確固たる意志と目的が存在している筈だ。

（少なくとも、私が知る限りにおいて何か問題になる様な情報はなかった筈だ）

　その想おもいが鄭の鋼の様な心に微かすかなさざ波を起こす。

　自じ慢まんではないが、劉大人の耳に入る情報は、全すべてその側近である鄭によってフィルタリングされている。

　何せ、西方大陸全土に根を張る組織に日々齎もたらされる情報は莫ばく大だいな量だ。

　その全てを完全に網もう羅らするのは人間の限界を超こえてしまっている。

　だから、情報は各部署や役割によるフィルタリングが重要になる訳だ。

　会社に例えれば、一営業がとって来た小口の契けい約やくを、社長が契約から納品日、交こう渉しよう相手の名前まで完全に把は握あくしている事などないのと同じ事だろう。

　つまり、鄭の持つ謎の男に対する判断材料は、劉大人と同じかそれ以上だという事になる。

　そして、鄭の知る限りここ最近で組織の動向を左右するような大きな問題は起こっていない筈だった。

（強いて挙げるとするならば、数すうヶか月げつ前に殺されたミーシャ・フォンティーヌとその夫の一件くらいのものか？　だが……）

　確かに、南部諸王国の一角を占しめるベルゼビア王国の次席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しと、その夫である近衛騎き士し団だん長ちようが何者かに殺されたという知らせは鄭の耳にも入ってきていた。

　勿論、国家の最高戦力とも言える次席宮廷法術師や騎士団長が殺されたというのは大地世界の常識から言えば大事件ではあるだろう。

　実際、ベルゼビア王国は彼等の死によってもたらされる混乱を嫌きらい、情報の封ふう鎖さに全力を挙げている。

　周辺諸国の諜報活動も激化し、西方大陸南部全体がきな臭くささを漂ただよわせているのも事実だろう。

　だが、それも所しよ詮せんは南部に群生する小国での話。

　西方大陸全体を将しよう棋ぎの盤ばんに例えるのならば、ベルゼビア王国で起こった一件は精々が歩を一つ失った程度の事に過ぎない。

　持もち駒ごまの一つが減ったという事実は否いなめないが、この世の全てが組織の都合の良い様に動く訳もないのだ。

　プロの将棋指しが一々駒こまを取られる度に心を乱さないのと同じで、彼等の死もベルゼビア王国の存亡も組織に何の痛つう痒ようも感じさせはしない。

（少なくとも、ベルゼビア王国の一件と今回の件が関係あるとは思えない……だが、そうなるとあの方はいったい何を……）

　鄭は今まで劉大人の側近として、彼の意向を忠実に実行してきた。

　それはつまり、劉大人の心の内がある程度想像出来たという事に他ほかならないだろう。

　だが、今回だけは鄭にも劉大人の思おも惑わくが読めなかった。

（何か予感されているという事なのだろうか？　それとも、私が劉大人にお仕えする前に何かあったのだろうか？）

　長年、主の傍に仕えてきた鄭にとって、主の言葉にされない心の内を事前に察するのは重要な仕事の一つだ。

　命じられなければ動けない様では、鄭が執事として劉大人の傍に付き従う価値はない。

　それこそ主の心の内を事前に察し、事前に準備が出来るくらいでなければ話にならないのだ。

　だが、命令を受けてからこの場所に来るまでの道すがら、あれこれと想像をしてみたのだが、残念な事に今回だけは主の心の内がまるで見えない。

　本当であれば、すぐさま主の下に帰ってその真意を確かめたいところだ。

　とはいえ、鄭としては命じられればそれを遂すい行こうするより他に道がないのも事実。

（私に襲撃の指揮を任せるという事は万が一を懸け念ねんされての事なのだろうが……）

　鄭は今でこそ劉大人に仕える執事だが、その前は組織の最高戦力である【猟りよう犬けん】の部隊長を務めて来たほどの男だ。

　その武力と戦術眼は、西方大陸の三大国家である、オルトメア帝てい国こく、キルタンティア皇国、エルネスグーラ王国の誇ほこる将軍達にも比ひ肩けんする。

　伊達だてや酔すい狂きようでこの大地世界の地じ獄ごくの様な戦場を生き抜ぬいてきた訳ではないのだ。

　正直に言って劉大人を除けば、今このレンテンシアの街に存在する組織の構成員の中でも最強と言えるだろう。

　だからこそ鄭は、組織の十二人存在する龍首と呼ばれる支配者の一人である劉大人の護衛兼けん執しつ事じとして仕える事になったのだから。

　そして、それほどの人材に今回の指揮を任せるという事は、つまり劉大人が謎の男の力量をかなり高く見積もっているという事になる。

（未いまだにあの方の思惑が分からない。だが……私は私の役目を果たすだけの事だ……）

　体中の全ての空気を出す様な気持ちで大きく息を吐はき出し、肺いっぱいに新しん鮮せんな空気を取り込む。

　その瞬間、スイッチを切きり替かえたかの様に、鄭の心の中から迷いも疑問もかき消えた。

　それは、人民解放軍の特とく殊しゆ部隊に所属していた時に徹てつ底ていして刷り込まれた自己の精神操作法。

　今の鄭はたった一つの事を達成する為ためにだけ存在する精密機械だった。

「標的は一名。実力に関しては今のところ不明。何処どこかの国か教団の放った密みつ偵ていという可能性があります。劉大人からは早さつ急きゆうに標的の力量を確かく認にんし背後関係を探さぐる様にとの事です」

　その言葉に、人影の一人が右手を上げた。

「何か疑問でも？」

「目標が手て練だれだった場合は、捕ほ獲かくを優先しますか？　それとも……」

　人影の問いに鄭は満足げに頷いた。

　何でもそうだが、どれほど準備を念入りにしていても絶対に成功するという確証はありえない。

　特に、今回の様な相手の情報が殆ほとんど無い状況では、この想定外の事態というのが起こりやすい物なのだ。

　問題なのはその想定外の事態に対してどう対応をするかという点。

　そういう意味からすると、今回の様な質問が出るという事は、この場に集められた人間が、今回の仕事を甘あまく見みていないという証しよう拠こに他ならない。

「手に余るようであれば、最悪の場合は処理を優先してかまわないというお言葉を劉大人より頂いています。とはいえ、どれほど手練れだったとしても相手は所詮一人です。ここに居る皆さんの力量を考えれば、捕獲に失敗する可能性は低いでしょう」

　そこで鄭は人の悪そうな笑えみを浮うかべて立ち並ぶ部下へ視線を向けた。

「まぁ、皆さんが日々のお仕事でお疲つかれでなければ……ですがね」

　人ひと影かげ達たちは互たがいに肩かたを竦すくめ苦笑いを浮かべる。

　それは、自分達の技量に対しての挑ちよう戦せん的てきな言葉としての苦笑いか、それとも普段は厳格な上司が唐とう突とつに口にした冗じよう談だんに対しての冷めた反応か。

　どちらにせよ、鄭の思いがけない軽口に張はり詰つめていた空気が微かに緩ゆるんだのだけは確かだ。

　この場に集められたのは、レンテンシアの街に暮らす組織の人員の中でも特に荒あら事ごとに特化した面子だ。

　だが、それは彼等が冒ぼう険けん者しやや傭よう兵へいなどの職業についているという事を指してはいない。

　この場に集められた十人の面子の中で、冒険者や傭兵業といった荒事を生業なりわいとしているのはわずかに三人だけ。

　残りの七人は表向き荒事とは無む縁えんな仕事に就ついている。

　肉屋の店主や、パン屋の職人に始まり、荷物運びの労働者や酒場の酌しやく婦ふなども居る。

　変わったところでは物もの乞ごいの元もと締じめというのまで居た。

　どちらにせよ、表向きは荒事とは無縁の一いつ般ぱん人じんだ。

　ただし、ギルドの定めるレベルで言うところの四以上の強さを全員がその身に秘ひめている。

　それは、戦士として一流以上といわれる水準。

　恐らく西方大陸に存在する何処どこの国家に仕えても、すぐさま中ちゆう堅けん以上の役職に就ける。

　それだけの戦力を鄭は招集したのだ。

　仮に鄭の言葉通り彼等に多少の疲れがあったにせよ、今回の任務が失敗に終わる可能性は万に一つもないだろう。

「鄭さん、私どもの事はお気になさらずに。劉大人のご命令とあれば否も応もありませんや。まぁ、明日の仕込みがありますので早めに済ませたいのは正直な所ですがね」

　人影の一人がそんな軽口を返して見せると、周囲から苦笑が零こぼれた。

「ふむ、それに関しては私から劉大人へお伝えしておきます。皆さんの報ほう酬しゆうに多少の色を付けてくださる事でしょう」

「へへっ、そいつはありがてぇ。最近は家業のパン屋も経営が苦しいんでね」

　そう言うと人影は悪びれもせず笑って見せる。

　そんな周囲の姿に鄭は軽く頷いた。

（結構結構……緊きん張ちようの中にも余よ裕ゆうがある。実に素す晴ばらしい）

　これから一仕事をしようという前に、心理的重圧プレツシヤーで体がガチガチになっていてはまともに動ける筈もない。

　緊張の糸というのは緩みまくっているのは論外だが、張り詰めていればよいという物でもない。

　限界まで張り詰められた糸は何いずれプツンと切れてしまう物なのだから。




　どれほどの時間が過ぎただろう。

　やがて、大通りから一人の男がこの家の門を叩たたいた。

　髪かみ型がたや服装から察するに、どうやら歓楽街に店を構える何処かの店の従業員なのだろう。

　水商売をする人間特有の、こざっぱりとした恰好をしている。

「鄭さん。例の客が動きました。今店の者が後を付けています」

　どうやら組織の仲間メンバーのようだ。

　男の言葉に鄭はゆっくりと口を開いた。

「そうですか……それでは始めるとしましょうか。手て筈はずは分かっていますね？」

　その言葉に人影達は小さく頷くと、一人また一人と夜の闇の中へと姿を消した。







第一章　古き友との邂かい逅こう







　異い臭しゆうのする薄うす暗ぐらい路地を御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうはフードを目ま深ぶかに被り、ただ一人ゆっくりと進む。

　昼間から今まで酒場で酒を呑のんでいたとは思えない程ほどしっかりとした足取り。

　勿論、それは全て計算されての事。

　浩一郎は体質的にかなり酒が強い方だったし、これから一仕事する事を考えてペースはかなり落としている。

　空にした酒さか瓶びんの数こそかなりのものだが、一いつ緒しよに食事をとっている事も有り意識は極めて鮮せん明めいだ。

　四し肢しには力が漲みなぎり臨戦態勢は整っていた。

　まぁ、それも当然の事。

　何せここは大地世界アース。

　それこそ悪質な店で意識がない程まで酔よいつぶれれば、冗じよう談だん抜ぬきで身み包ぐるみを剥はがされかねない。

　いや、場合によっては奴ど隷れい商人に売られる可能性も有るだろう。

　幸いな事に遭そう遇ぐうした事は無いが、それこそ中国四大奇書の一つに数えられる水すい滸こ伝でんに出てくるような、旅人に毒酒を呑ませて身包みを剥がし、その殺した人肉を他の客に売るという悪夢の様な酒場がこの大地世界に存在したとしても、浩一郎は少しも驚おどろきはしない。

　どんな非常識も、この狂くるった大地世界では起こり得るのだから。

（喰くいついてきたか……）

　山やま彦びこ亭ていを出てからずっと自分へと向けられる視線。

　それも、物好きな誰かが向ける興味本位の視線ではなく、もっと粘ねん着ちやく質しつで陰いんに籠こもった気配だ。

　浩一郎には明確な目的が存在している。

　とはいえ、その目的を果たす為の手段は、数十年も前の埃ほこりを被った知識だけだ。

（さてさて……お目当てだと良いのだが、果たして……）

　何せ、相手は西方大陸全土に根を張った巨きよ大だいな組織。

　それも、世間からはその存在を秘ひ匿とくされた秘密の存在だ。

　街の食堂の様に看板を出しているようなものではないのだ。

　無論、浩一郎は組織の存在を知っているし、コンタクトの取り方も心得ている。

　何せ、地球に帰き還かんするまでの間、浩一郎は幹部の一人だったのだから。

　とはいえ、それはあくまでも過去の話でしかない。

　浩一郎がレンテンシアの酒場に昼間から陣じん取どって出し続けていた合図が、今も組織で使われている保証など何処にもないのだ。

　それこそ、酔っ払ぱらいの悪戯いたずら程度にしか見られていなかった可能性も十二分にある。

　いや組織の特性上、こういった符牒を何十年も使い続けるなどまず有り得ない。

　普通に考えれば、とっくの昔に廃すたれてしまっているだろう。

　確かに酒場を出てからずっと監かん視しし尾び行こうしている人間がいるが、その狙ねらいまでは不明だ。

　何せここは煌びやかな大通りから横道に入った暗い路地裏。

　華はなやかな歓楽街を表とすれば、ここは何処までも淀よどんだヘドロの溜たまり場ば。

　端たん的てきに言えば貧民街スラムの様な物だ。

　ここに暮らす人間達に明日への希望などない。

　ここで生活費を稼かせぐ手段といえば男は肉体労働だし、女はその体を売るくらいなもの。

　それだって、かなり低い賃金で働かされている。

　下手をすれば、衣食住の保障がある奴隷の方がまだ待たい遇ぐう的にはマシな場合も有り得るのだ。

　真っ当な手段では、この深い深い闇の底から逃のがれる事は不可能だろう。

　だからこそ、多少でも腕うでに覚えのある人間は犯罪という手段を選びがちになる。

　まぁ、その辺の思考は大地世界アースも裏大地世界リアースの人間も大差はない。

　それこそ、浩一郎の事を金回りの良い酔客と勘かん違ちがいして、集団で強ごう盗とうでも企くわだてている可能性だって有り得るのだ。

（まぁ、連中の技量から考えるに行きずりという可能性は低いだろうがな。問題は彼奴らにつながるかどうか……）

　山彦亭を出てからずっと追つい跡せきされている事は分かっていたが、気配の消し方から考えて、追跡者達の力量は浩一郎には及およばないものの中々の手並みといえる。

　音もなく、気配も最小限。

　何よりも、獲え物ものの追い込み方が絶ぜつ妙みようなのだ。

　それこそ、普通の人間ならば後ろから首筋を掻かき切られるまで、彼等の存在に気付く事は出来ないだろう。

　いや、掻き切られた後でも気付けるかどうか怪あやしい物。

　まさに人を狩かる狩人かりゆうどといったところか。

（いや、仮にこれほどの使い手が国や組織に属していないとなればそれはそれで……）

　一いつ瞬しゆん脳のう裏りに過った嫌な予感を振りほどくように、浩一郎は頭を軽く振った。

　勿論、勝てない相手ではなかった。

　いや、そもそも浩一郎の実力は際きわ立だっている。

　彼と同等の実力者など、この西方大陸全体を見ても指折り数えて何人の名が挙がるだろうか。

　愛刀の一本を飛鳥あすかに託たくしてはいるものの、それで浩一郎の実力に曇くもりが生じるという訳ではないのだから。

　だが、後を尾行してくる者達は、そんな浩一郎の目から見ても好んで戦いたいと思わない程度には手練れだ。

　もしそれ程の腕うで前まえを持った人間が、こんな歓楽街の裏路地で強盗を生業としているとすれば、それはどんな世界だろう。

　地球の一いつ般ぱん社会でたとえるなら、評価も評判もある一流の料理人シエフがファストフードの店でアルバイトをしているようなものだ。

　勿論、人生に絶対はない。

　だから、一人ならばそんな数すう奇きな運命を持った料理人も地球のどこかに居るかもしれないが、それが何人も同じ店に集まる事など有り得るだろうか。

　偶ぐう然ぜん集まったと考えるよりも、店側がそういうコンセプトで料理人を集めたのだと見る方が正しいだろう。

　それと同じ事。

　十中八九、彼らがただの強盗であるという可能性はない。

　ただし問題は、その店が浩一郎のお目当てかどうかという点だ。

　突とつ然ぜん、後方から石いし畳だたみを歩く靴くつ音おとが響ひびき渡わたる。

（消していた気配を強めた？　二人……三人……いや、尾行は五人か……となると……）

　自分を囲む気配がその存在感を強めて徐じよ々じよにその包囲を狭せばめていく。

　恐らく、追つい跡せき者しや達たちは浩一郎を何処かへ追い込みたいのだ。

（良いだろう……鬼おにが出るか蛇じやが出るか……連中の出方を見させてもらうとしようか）

　浩一郎の身を案じているのか、腰こしに差した愛刀が微かに震ふるえる。

（大だい丈じよう夫ぶだ……最悪お前さんの力を借りればいい）

　そんな愛刀を宥なだめる様に二度ほど鞘さやを軽く叩いてやると、浩一郎は静かにその時が来るのを待った。

「おう、そこのフード」

　突然、背後から浩一郎へ声が掛かかる。

　丁度袋ふくろ小路こうじに突つき当あたってしまい引き返そうとしたところだ。

　相手も襲撃の好機と見たのだろう。

　その声に、浩一郎はゆっくりと後ろを振り返った。

（ふむ……退路を断って来たか……逃にがさないつもりだな）

　道いっぱいに広がる様に立ち並ぶ男達。

　浩一郎を逃さない為の布ふ陣じんだろうか。

　三方は背の高い石造りの壁かべ。

　唯ゆい一いつの逃げ道みちを塞ふさいでしまえば、文字通り浩一郎は袋ふくろの鼠ねずみだ。

　シチュエーションとしては実に使い古された場面と言えるが、それだけ襲しゆう撃げき者しや側から見れば手て堅がたい状況ともいえるだろう。

「何か用かな？」

　目の前でニヤケ面を浮かべる男達を見ながら、浩一郎は落おち着つき払はらって尋ねた。

「なぁに、大通りの酒場で少しばかり飲み過ぎちまってな。出来ればアンタに少しばかり恵めぐんでもらいてぇのさ。何せ俺おれらは定職もねぇ哀あわれな身の上なんでな」

　もっとも、言葉では恵んでくれと言っているが、その言葉の本質は言うまでもない。

　アラブ系の彫りの深い顔立ちをした男の言葉に、周りの仲間が笑い声を上げた。

「アンタの事は知ってるぜ。なんでも真っ昼間から山彦亭に居い座すわって飲みまくっていたと言う話じゃねぇか」

「羨うらやましいねぇ。少しばかり俺おれ達たちにも分け前をくれよ」

　そう言うと男達はもう一度声こわ高だかに笑う。

　そして、浩一郎へ向かっていやらしい笑みを浮かべた。

　その目に映るのは濁にごった欲望の光だ。

（成なる程な……こう来たか。周囲の目を気にして芝しば居いをするつもりらしいが大した役者だ）

　一見したところ遊ぶ金欲ほしさの強盗の様に見える。

　だが、そんな演技に騙だまされるほど浩一郎も初心うぶな人間ではない。

　自慢ではないが、人の口から出る虚きよ実じつにどっぷりとつかりながら生きて来たのだ。

　目の配り方や間合いの取り方などを勘案すれば、彼らが行きずりの強盗ではない事など一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　それにもかかわらずこんな絡からみ方をする理由は何か。

　恐らく浩一郎がどれほどの実力を持つか見み極きわめるつもりなのだろう。

　まぁ、それも組織にしてみれば当然の事だ。

　組織はあくまでも秘密結社。

　彼等はその特性上、他人に自分達の存在を知られる事を極きよく端たんに嫌う。
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　構成員全員が表向きの仕事を持っているのはその為だし、構成員同士が顔や名前を知らないのも同じ理由だ。

　だからこそ、今回浩一郎が酒場で行った符牒を組織の人間が見れば、その符牒が使われて居る居ないに関かかわらず、必ず人を派は遣けんしてくる。

　ただ、問題なのはその目的だ。

（殺しに来たのか、調査に来たのか……だな）

　山彦亭で行った符牒が今も組織で使われているのであれば、彼等は浩一郎を仲間の一人として見てくれる。

　組織は大陸全土に根を張る巨大な秘密結社だ。

　当然だが、その構成員たちの顔と名前を覚えるなど不可能。

　だからこそ、符牒を知るか知らないかが組織の仲間かどうかを判別する基準なのだ。

　だが、もし浩一郎の知る符牒が今も組織で使われているとすれば、山彦亭に居座っていた段階で何らかの接せつ触しよくをして来た筈だ。

　少なくとも、こんな芝居をしてくる意味はない。

（やはり符牒が変わっていたか……まぁ、致いたし方かたないな。だが……）

　符牒は基本的に、皿の置き方やコップに注いだ水の量等が一つでも間ま違ちがっていれば偽にせ者ものと判断される。

　では、偽者と思われる人間に対して組織はどんな行動をとるだろう。

　基本的には放置だ。

　万に一つの偶然もないだろうが、それでも無関係な一般人が偶たま々たま茶ちや碗わん陣じんに似た事をしているだけという可能性はゼロではないだろう。

　その可能性が排はい除じよできない以上、組織は基本的に手を出さないのだ。

　組織は確かに秘密結社であり、大地世界の一般社会から姿を隠かくしてはいる。

　だが、マフィアの様な単なる犯罪者の集団ではないのだ。

　しかし、今回の場合は違ちがった。

　恐らく茶碗陣の符牒は使われなくなったのだ。

　だからこそ、浩一郎の完かん璧ぺきな符牒を見た組織の人間は、浩一郎を敵対組織の回し者と判断したのではないだろうか。

　問題は、組織が浩一郎を排除しようとしているのか、身み柄がらを攫さらって情報を聞き出そうとしているのかによって、選ぶべき方向性は変わって来るだろう。

「何を黙だまってんだテメェ。ビビッて口もきけねぇか？」

　そう言うと、男達は懐から先せん端たんが少し膨ふくらんだ円えん筒とう形けいの革で造られた袋を取り出す。

　特に、彼らが手に持っている武器はこの大地世界ではあまり必要のないブラックジャックと呼ばれる打だ撃げき用の武具。

　それを見た瞬間、浩一郎は組織の狙いを察した。

（成る程な……調査が目的か）

　ブラックジャックという武器の利点は幾つかある。

　まずは革や布で出来た袋ふくろ状じようの物と、重りとなる砂や石、あるいはコインという物があればそれだけで武器となり得る利便性。

　耐たい久きゆう性せいを無視するのであれば、極端な話、スーパーで貰もらったビニール袋に詰めて振り回まわしたって十二分にその効果を発揮するだろう。勿論、一いち撃げきか二撃程度で簡単に引きちぎれてしまうようなものではあるだろうが、それでもその利便性は侮あなどれない。

　また、重さがありながらも適度に柔やわらかいという特性上、これで殴なぐられると衝しよう撃げきが内部に浸しん透とうし外傷が残りにくい上に、対象の意識を奪うばいやすい。

　それはつまり、裁判などに持ち込まれた際に有利だという事。

　相手を殺す事よりも、痛めつける事に主眼を置いた武器と言えるだろう。

　その昔、米国アメリカの警察官が警棒の代わりとして使っていたのもそれが理由だ。

　しかし、それらの利点はあくまでも人権や法律の整備がある程度形になっている国での話。

　武器の携けい帯たいが禁じられていない大地世界において、態わざ々わざブラックジャックの様な特殊な武器を使う必要など何処にもない。

　殺傷力と言う意味から言えば、刀とう剣けんと言った刃は物ものの類たぐいや、鉄で造られた棍などの鈍どん器きに比べれば一歩引けを取ってしまうのは否めない事実だ。

　となると、彼等の狙いも見えてくる。

　殺しに来たのであれば、この世界では剣けんでも槍やりでも好きに使う事が出来るのだから。

「何を黙りこんでいるんだ？　ビビったのか？　アァン」

　まるで漫まん画がか映画に出てくるようなチンピラか、不良学生じみたセリフを恥はずかしげもなく口にする。

　そんな彼等に浩一郎は苦笑いを浮かべた。

　言うなれば仕し掛かけのバレた手品マジツクを見せられているような気分だろうか。

　とは言え浩一郎としても、もう少し相手の出方が見たいところではある。

（少し揺ゆさぶってみるか……）

　部下の質を見れば上司の力量が分かるという物。

　少し考え込んだそぶりを見せると、懐へ手を入れる。

　その手の中にあるのは一枚の金貨。

　脅きよう迫はくに屈くつして差し出すというには余りにも落ち着き払った浩一郎の態度に、男達もどう反応してよいのかわからず顔を見合わせた。

「成る程……定職がないのでは日々の生活も厳しいだろう。好きな酒もろくに飲めないとなれば気の毒な事だな……」

　そう言うと、浩一郎は取り出した金貨を親指に乗せて弾いた。

「良いだろう。とっておきなさい」

　金貨がコロコロと地面の上を転がっていく。

　そして、ニヤケ面を浮かべて浩一郎に絡んでいたアラブ系の男のつま先に当たって止まった。

「拾わないのかね？」

　浩一郎の低い声が路地に響いた。

　まさか、これほどあからさまに挑ちよう発はつをされ返すとは考えていなかったのか、男達は戸と惑まどいの色を隠せない。

（さて連中はどう出るか……）

　金貨は確かに大金だが、それに目の色を変える様な人間はこの場に一人としていないだろう。

　今は、あまりに予想外な浩一郎の行動に頭と体が付いてこないのだろうが、それもあとほんの数秒の間の事。

　普通ならば芝居である事を忘れて激げき昂こうし、本能のままに浩一郎へ殴り掛かって来るだろう。

　そこには連れん携けいも作戦もない。ただの荒あれ狂う暴力だ。

　しかし、男達もまた強者。

　そんな浩一郎の見え透いた挑発に引っかかるほど愚おろかではなかった。

　前衛の二人が互いに顔を見合わせ小さく頷く。

　そして、手にしたブラックジャックを振り上げながら無言のまま突っ込んでくる。

　腰と肩、そして腕の筋肉を上手うまく連動させた一撃。

　武法術によって強化された体を完璧なまでに操あやつっている。

　それは、心技体の三つが調和し連携されている証。

　浩一郎の見たところ、彼等のレベルは四と言ったところだろうが、この熟練度の高さのおかげでレベル五に匹ひつ敵てきする力を持っていた。

（成る程……左右から一人ずつ襲おそい掛かり、残りはバックアップに回るか）

　浩一郎の挑発に乗っていれば、五人全員が一斉に襲い掛かって来ただろう。

　あるいは、不要な罵ののしりでも口にしたかもしれない。

　しかし、彼らは路地の狭せまさを計算に入れ、三人を前衛の援えん護ごとして温存した上で、演技を止め襲撃に切り替えた。

　唸うなりを上げて振り下おろされるブラックジャックを紙かみ一ひと重えで躱しながら、浩一郎は冷静に状況を分ぶん析せきする。

　続いて左側の男が浩一郎の側頭部を狙ってブラックジャックを横に振りぬく。

　十二分に遠心力の乗った重い一撃。

　まともに喰らえば行動不能は確実だ。

　場合によっては頭ず蓋がい骨こつが粉々に砕くだけるだろう。

（大した連携だ）

　身を屈かがめて躱すと、浩一郎は軽く後方へと下がり間合いを取る。

「お！　おい！」

　最初に浩一郎へ襲い掛かった東南アジア系の男が突とつ然ぜん膝ひざから崩れ地面に倒たおれ伏した。

「てめぇ！　何をしやがった！」

　怒ど声せいと共に、バックアップとして後ろに控ひかえていた男の一人が驚いて駆かけ寄よると、もう一人の控えが倒れた男の穴を埋うめる為にすぐに前へと進み出る。

　彼かれ等らが手練れである事は分かっていたが、チームとしての連携も悪くない。

「なぁに。すれ違いざまに顎あごをな」

　敵意の漲った視線を向けられながらも、浩一郎は平然と笑みを浮かべながら自分の顎を平手で二度ほど叩いて見せる。

　それだけで何をしたのか察したのだろう。

　男達たちの放つ殺気が凄すごみを増した。

　拳こぶしではなく掌底で打ち抜いたので顎の骨は砕けていない。

　だが、脳の方はその衝撃で深刻なダメージを負っている。

　十分や二十分程度でそのダメージが抜ける事は無いだろう。

（とは言え、少し見積もりが甘かったか……手て強ごわいのは分かっていたが、こいつら修しゆ羅ら場ばをかなり潜っている）

　傷は負っていないものの、今の攻こう撃げきは正直に言ってかなり不味まずかった。

　特に二撃目の側頭部への攻撃を無傷で避けられたのは幸運と言えるだろう。

　彼等は、個人一人一人でも十分に手練れだが、その集団戦の技量はさらに並外れているようだ。

　無論、殺してしまって良いのであれば話は簡単だった。

　素す手でで頚けい椎ついを砕くのも、心臓や腎じん臓ぞうを一瞬で破は壊かいする事も、浩一郎にとってはさほどの難なん儀ぎではない。

　投げるのも、関節を極めるのも朝飯前だ。

　それに最悪の場合は、腰の愛刀を抜くだけでケリはつく。

（とは言え、組織の構成員を殺すのは不味い……再起不能になる様な怪我けがを負わすのも問題になるだろうな）

　それはそうだろう。

　今では組織と浩一郎との間には何の接点もないのだ。

　浩一郎が組織の一員であったとしても、それはあくまで過去の話。

（あいつ等と会う事さえ出来れば……）

　無論、浩一郎を知る人間は組織に何十人といる。

　絶え間ない戦乱の大陸での事なので、その全員が生きているとは思えないが、逆に全員が死亡しているという可能性もまずありえない。

　浩一郎の友人は、一人一人が一いつ騎き当とう千せんどころか、万ばん夫ぷ不当の戦士だ。

　それに、浩一郎が組織に属していた当時ですらかなりの高位に属している。

　そういう意味から言えば、組織という器が跡あと形かたもなく消え去ってでも居ない限りは、誰だれかが生き残っている筈だった。

　かつての戦友達に一目会えば。彼等は必ずや浩一郎に力を貸してくれる筈だ。

　仮に自分が社長になっていたとして、幼い頃ころに親しかった友人が力を貸してくれと頼たのみに来て話も聞かずに追い出だす様な人間はまずいない。

　もし仮にそんな人間が居たとしたら、それは両者の関係が友人ではなかったというだけの事。

　無論、友人だからと言ってどんな無理でも聞いてくれる訳ではない。

　そこには程度と対価が必ず存在するのだ。

　だが、それも浩一郎が組織の人間を殺さなければという条件が付く。

　頼み事ごとをする前に、相手の部下を殺してしまえば、交渉の余地などなくなってしまう。

　幾いくら昔友人であったとしても、現在の部下を傷つけられて黙っているような人間は限られてくるのだから。

（少し方法を変えるか……あまりやりたくはないがな）

　正直に言えばこれからするのはかなり分の悪い博打ばくちだ。

　だが、今のままでは襲しゆう撃げき者しや達たちを殺してしまいかねない。

　浩一郎は静かに構えを解いた。

　先ほどまで浩一郎の体から放たれていた、肌はだを突き刺さす様な鋭するどさを持った闘気は既すでに跡形もなく消え去っている。

「テメェ、いったいどういうつもりだ？」

　アラブ系の男の口から疑問が漏もれる。

　すれ違いざまに顎を一撃するというのは、言葉にするほど簡単ではない。

　脳を揺らされ戦せん闘とう不能になった男の腕は自分と互ご角かくなのだ。

　それをいとも容易たやすくやってのけ、次の攻撃をあっさりとかわして見せたところを見れば、目の前のフードを被った男の技量は想像が付く。

　だが、流石さすがに突とつ然ぜん構えを解いた理由までは想像が付かなかった。

　確かに、虚きよを突く為の擬ぎ態たいという可能性も有り得るが、これほどの強者であればそんな小細工をするまでもなく包囲を突とつ破ぱしてのけるだろう。

「止やめだ」

　突然、浩一郎の唇くちびるから洩もれた言葉に誰もが戸惑いを感じた。

（こいつ……一体？）

　虚を突くつもりなのかと注意深く観察するも、そういう気配は微み塵じんも無い。

「つまらない腹の探り合あいは止めだと言ったのだ」

　そう言うと、浩一郎はマントのフードを脱ぬいだ。

　その目に映るのは爛らん々らんと輝かがやく赤い鬼おに火び。

　強きよう烈れつなまでの意志の刃に男は思わずのどまで出かかった罵ば声せいを飲み込む。

「儂わしの名は御子柴浩一郎という。貴様の名は？」

　反論を許さぬ口調。

　日本で暮らしていた時の飄ひよう々ひようとした態度など欠片かけらもない。

　それは、人に命令する事を当然とし、それを当然として来た者だけが持つ傲ごう慢まんなまでの圧力。

　その問とい掛けに、男は戸惑いながらも答える。

「カリム……だ」

　標的に脅おどされて名前を名乗るなど、カリムにとっては耐たえがたい屈くつ辱じよく。

　とはいえ、今この場で再び襲い掛かるという選せん択たくは選びようもない。

「そうか……では、カリム。お前に一つ頼みたい事が有る」

　そう言うと、浩一郎は腰に差していた愛刀を鞘ごと抜くと、カリムへむかって差し出した。




（フム。大分本場の味に近づいてきたな）

　白磁の小さな茶ちや碗わん。

　一口で飲める程度の量だ。

　微かすかに金きん木もく犀せいに似た甘い香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　中国で言うところの黄金桂と呼ばれる種類の茶に似せた品だ。

　勿もち論ろん、本物とは色々と違いもある。

　あくまでも似たものでしかない。

　劉大人が幼い頃、本場中国は福建省泉州市安あん渓けいで父親と飲んだものと比べれば、月と鼈すつぽんと言える出来なのは確かだろう。

（とは言え、こんな物でも我々には必要だ）

　それは単に劉大人個人の楽しみとしてほしいという意味に止まらない。

　お茶には色々な種類がある。

　お茶は使った品種はもとより、産地や製法によって、同じお茶の葉を加工した飲み物であっても味や香りを大きく変えるのだ。

　紅茶は摘つみ取とった葉を完全に発酵こうさせ乾かん燥そうさせた物。

　緑茶は逆に、摘み取ってから加熱処理を加えて発酵を抑おさえた物。

　そして、中国では、前出した二つの方法に加えて発酵段階によって分けられた四つの製法を加え六大茶類などと呼んだりもする。

　それは多種多様な味と香りを楽しめるという事であり、様々なニーズに応こたえて商品として売り出せるという事でもある。

　初めは、望郷の念を誤ご魔ま化かす為に作られた嗜し好こう品ひんでしかなかった。

　だが、組織が拡大していき、西方大陸の裏社会のみならず、表社会にも進出しようという段階で、大きな役割を担になったのがこれらの品々だった。

　元々、大地世界と裏大地世界では文化的素養がまるで違う。

　進んだ文化は得てして人を麻ま薬やくの様に惑まどわすものだ。

　当初は貴族階級に的を絞しぼった販はん売ばいをしていたのだが、次し第だいに西方大陸の一般家庭でも流通するようになり、今では組織にとっても大きな収入源の一つと数えられるまでに成長している。

　劉大人が担当しているのは茶葉などだが、それ以外にも組織は料理や工芸品等の再現に成功してきた。

　勿論、それらは本物ではない。

　今風で言えばパクリ商法の様な物。

　品質も現代の地球で暮らす人間にしてみれば、最高級という物でもない。

（とは言え、全ては模倣から始まるとも言うしな）

　 中国武術を習い始めて最初に行うのは、先人達が考案した套路という身体運用法を学ぶこと。

　 だが、それだって考えようによっては先人達の知恵をパクっていると言えなくもないだろう。

　 また、料理人だって見習いが最初に行うのはシェフの味を模倣する事だ。

 　そうやって味を盗みつつ基礎を養い、やがては自分のオリジナル料理を作る訳だ。

 　模倣が悪と言われるのは、あくまでオリジナルの存在を無視した場合のみと言えるだろう。

（まぁ、大地世界では意味がない配慮だが……ね）

 　流石に異世界にまで著作権が保護される筈もない。

　そんな思いが心を過った頃、部屋の扉とびらを二度叩たたく音がした。

「失礼いたします。至急ご報告させていただきたい事が……」

　信しん頼らいする側近にして身の回りの世話を一手に引き受ける鄭の声に、組織の長老の一人である劉大人こと、劉仲健は口元に持って行った茶碗を止めた。

「お入り。開いているよ」

　そう言うと、劉大人は止めていた茶碗を再び口元へと近づける。

「失礼いたします」

　そう言うと、鄭はその場で深々と頭を下げた。

　普ふ段だんであれば、サッサと入り報告をするのが鄭という男なのに、どういう訳か入り口で立たち尽つくしたまま頭を下げ続けている。

　そして、気になるのが鄭の右手に握にぎられた一ひと振ふりの刀の存在だ。

「おや？　どうしたね」

　普段とは違う鄭の雰ふん囲い気きに劉大人は首を傾かしげる。

　白の手て袋ぶくろで包まれた両手が微かに震えている事を見て取ったのだ。

　そんな鄭の態度を見て一番初めに劉大人の脳のう裏りを過ったのは、失敗の二文字だった。

（まさか、この男が……）

　今回の襲しゆう撃げきに際して、十人の構成員が鄭の下に集められている。

　当初、鄭の口から聞いた作戦では、襲撃役とバックアップ役に分けるという物だった筈はずだ。

　劉大人の目から見ても、襲撃場所である路地裏の狭さなどを勘かん案あんすれば、十人全員で襲撃を仕掛けるよりも堅けん実じつな策と思われた。

　逆に、少しばかり慎しん重ちようすぎる様な気がしたくらいだ。

　しかし、結果はそんな予想に反してあまり良くないらしい。

　とは言え、それらは全すべて憶おく測そくでしかない。

　劉大人は普段と変わらぬ柔らかな笑みを浮かべて鄭を誘さそう。

「鄭よ。そんなに離はなれていては話も出来ぬ。こちらにおいで」

　そう言うと、劉大人は鄭の為ために茶を注いだ。

　成功したにせよ失敗したにせよ、まずは結果を知らなければ対策も取りようがない。その為にも、不必要な圧力を掛けて報告の内容を歪ゆがめる訳にはいかなかった。

「飲みなさい」

　丁度、数時間前にレンテンシアの街を差配するルカイヤ・ラドワーンに対してしたのと同じ行動。

　まぁ、安直ではあるが緊張を解きほぐすには最適な対応と言えるだろう。

「恐おそれ入いります……大人」

　とは言え、そんな劉大人のささやかな心こころ遣づかいも今の鄭にとっては針の筵むしろ。

　いや、気き遣づかわれれば気遣われるほどに、心がささくれてくる。

「それで？　どうしたね」

　劉大人は、そんな鄭の心を労るかの様に優やさしく声を掛ける。

　しかし、余よ程ほどに言い難い事なのか、鄭は中々口を開こうとはしなかった。

「いえ……それが……」

　正直に言えば、襲撃が失敗したと報告する方が何倍もマシだ。

　何せ、これから鄭が口にしようとしている報告は、今までの大地世界の常識から考えて決して有り得ない事なのだから。

　とは言え、何時いつまでも黙っていたところで事態は進展しない。

　鄭は、大きく息を吸い込みゆっくりと吐はき出す。

　そして意を決し、テーブルの上に手にしていた刀を静かに置いた。

「ほぅ……この拵こしらえから察するに日本刀……に似ているね？」

　劉大人は目を細めて、テーブルの上に置かれた刀へと視線を向ける。

　黒漆うるしの鞘に、絹の柄糸。

　その刀は劉大人のよく知る日本刀と呼ばれる刀の特とく徴ちようを備えていた。

（ふむ……東方大陸から持ち込まれた物か？　確かに珍めずらしくはあるが、これがいったいどうしたというのか）

　中央大陸では新月刀シヤムシールの様な物を使うし、南方大陸ではエチオピアで使われていたショーテルのような形状の刀も存在した。また、東方大陸では柳りゆう葉よう刀とうや日本刀に似た武器を使ってもいる。

　だが、基本的に西方大陸で刀の類を見る機会はまずない。

　基本的に剣と刀では手入れの方法が違ってくる。

　刀の類、特に日本刀を例にすると、あの剃刀かみそりの様な切れ味を保つ為には様々な砥石を使い分ける必要が有ったりするのだが、問題はそういった手入れの出来る職人が西方大陸にはほとんどいないという点だ。

　それは、鍔つばでも鞘でも同じ事が言えるだろう。

　折れず曲がらずと呼ばれた日本刀でも、適切な手入れを定期的に行えなければその真価は発揮し様もないのだ。

　そういう意味から言えば、武器として使用した後の手入れに難のある刀の類を西方大陸で見かけないのは当然だろう。

　しかし、武器としての利便性が低いからと言って、絶対に見かけないのかと問われれば、そういう訳でもない。

　西方大陸には多くの貿易都市が存在している。

　勿論、その大多数は西方大陸内の商しよう圏けんで取引をしているが、中には他大陸にまで船を出している商人がいる。

　そんな彼かれらが持ち込む異国情じよう緒ちよあふれる品は、貴族達の間で珍ちん重ちようされ高値が付くのだ。

　壺つぼなどの工芸品に始まり、宝ほう飾しよく品ひんや絵画などと一緒に、武器の類も少数ではあるが持ち込まれるからだ。

　そんな中の一本であろうと思いながら、劉大人は鞘から刀身を少し引き出す。

　青白くも透すき通とおる様な刀身。

　まるで、その刃に触ふれただけでスパッと行きそうな鋭さを見る者に感じさせる。

　紛まぎれもなき名刀の類。

　それも、強力な術式が刻まれた法剣と呼ばれる物だ。

　しかし、その刀身に刻まれた刃は紋もんを見た瞬しゆん間かん、劉大人の背に電流が走った。

（見み間ま違ちがい？　いや……この刃の鋭さと真まっ直すぐに走る刃紋は見間違えようがない。間違いなくこれはあの男の……）

　劉大人は別段刀の目め利ききではない。
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　彼にとって刀剣の類は文字通りの武器でしかないのだ。

　しかし、目の前にある刀だけは違った。

　仮に一万本の刀の中に埋もれていたとしても、絶対に見分けがつくと断言出来るだけの自信が劉大人にはある。

　何せ、幾いく度どとなくこの菊花と桜花という日本の刀によって命を拾ってきたのだから。

　そう、かつての盟友であった御子柴浩一郎の愛刀である菊花を見間違える筈もないのだ。

　しかし、それは本来決して有り得ない事。

　劉大人は、急いで目め釘くぎを抜ぬくと茎なかごに刻まれた銘めいを確かめる。

（馬ば鹿かな……菊花はあの時、浩一郎と共に……）

　それは、組織の全能力と資産を費やして行われた、一大プロジェクト。

　しかし、その壮そう大だいな計画は最悪の結果を迎むかえその幕を閉じた。

　今から五十年程前、召喚された地球人が再び元の世界に帰る事を目的として行われた逆召喚の術式で起きた暴走。

　その際に、御子柴浩一郎という男は二本の愛刀と共にこの大地世界から姿を消した筈だった。

「鄭よ……何故なぜお前が菊花を持っている？　例の男の捕ほ縛ばくはどうなったのだ」

　劉大人の顔には普段見せない厳しい表情が浮うかんでいる。

「はい……本人もその日本刀をそう呼んでいました」

「本人？　例の男がこれを持っていたと？　では……」

　その問いに、手の中に握られた菊花が微かに震えた。

　まるで、劉大人の問いに応えているかのように。

　そして、鄭の口から決定的な言葉が放たれる。

「はい……我々が襲撃を仕掛けようとしていた謎なぞの男の名は、御子柴浩一郎様……数十年前に消えた私達組織の長の一人です……」

「馬鹿な……あの男が生きていると？」

　思いもかけない鄭の言葉に、劉大人の表情が歪んだ。

　沈ちん着ちやく冷静にして冷れい徹てつな腹心の部下が、これほどまでに報告を躊躇ためらった理由を察して。




　御子柴浩一郎はレンテンシアの街の商業地区の一角に建つとある商館の来らい賓ひん室で、ソファーにゆったりと腰を沈しずめていた。

「まもなく劉大人がお見えになります」

　鄭は、そう言いながら浩一郎の前に置かれた茶碗にお茶を注ぐ。

「そうか……」

　落ち着きに満ちた声。

　先ほどまで浩一郎の体から放たれていた危険な香りは既に欠片も残ってはいない。

（先ほどまで戦っていた以上、ここは彼にとって敵地にも等しい。にもかかわらずこの落ち着き様はどうだ……あの伝説の男だけはある……）

　鄭は御子柴浩一郎と言う男に直接会った事は無い。

　鄭がこの大地世界にやって来たのは今から十数年前の事だが、その時には既に御子柴浩一郎という男は組織から姿を消していた。

　いや正確に言えば、死んだと聞かされていたのだ。

（やはり本物か……）

　御子柴浩一郎という男の名と鬼神とも武神とも謳うたわれる伝説を、鄭は今まで幾度となく聞かされてきた。

　御子柴浩一郎という男は、組織の黎れい明めい期きにあって最強の矛ほことして存在した武人だ。

　エルネスグーラ王国西部で起きたデルグスタイン城攻こう略りやく戦を皮切りに、ミスト王国南部の街で起きたトルエスタ包囲戦。

　そして、歴史の闇やみの部分として記される事のない光神教団との数々の死し闘とう。

　主だった大戦だけでも優に十を超こえる。

　小こ競ぜり合いや小規模の戦場まで含ふくめれば、その数は百を超えるだろう。

　彼が打ち立てた戦功は文字通り数えきれない。

　事実、御子柴浩一郎という男が居なければ、今の組織の繁はん栄えいはなかったと言える。

　その所為か、未いまだに組織では御子柴浩一郎の名は英えい雄ゆうとして伝わっていた。

　中には一個騎き士し団だんを一人で壊かい滅めつさせたという眉まゆ唾つば物ものの様な話もあったが、鄭は劉大人からその話が真実だと聞かされ、良い歳としをした男が少年の様に胸を熱くしたのを覚えている。

　そんな英雄を前に、鄭は鉄面皮の様な表情を崩くずさない訳にはいかなかった。

　彼もまた、一人の武人なのだから。

「是ぜ非ひお試ためしください」

　そう言うと、鄭は浩一郎へ茶を勧すすめる。

　勿論、毒殺などを企たくらんでいる訳ではない。

　とは言え、先ほどまで一いつ触しよく即そく発はつだったことを考えれば、此処は未だに敵地の様な物。

　戦場での殺し合いを知らない平和ボケした人間ならばともかく、一流以上の武人がこの状態で出された飲み物や食べ物に手を付けるのはかなり勇気の要いる行こう為いだ。

　やんわりと断るか、さもなければ劉大人と顔を合わせてから口を付けるのが普ふ通つうと言える。

　しかし、浩一郎は違った。

「そうだな。戴いただくとしよう」

　彼は鄭の言葉に軽く頷うなずくと、茶碗を唇へ近づけ静かに茶をすする。

　口いっぱいに広がるお茶特有の味と、さっぱりとした風味。

　やや薄うす味あじの様にも感じられるが、その淡あわい味の中に独特の高貴さを感じさせる逸いつ品ぴんに思わず浩一郎の顔も綻ほころぶ。

「良い味だ。蒸むらしの時間といい、水の質と言い申し分ないな」

　その言葉に、鄭はいかめしい表情を崩した。

「お分かりになりますか？　これは滅めつ多たに入手する事の出来ない本物の君山銀針ですよ」

　言い方は悪いが、今浩一郎に出した茶は劉大人ほどの男でもそう簡単に手に入れる事の出来ない最高級品。

　というよりも、場合によっては値段など付かない程ほどの価値がある。

　何せ、本場中国は湖南省君山島で作られた黄茶。

　年間千キロ程度しか生産されない上に、大半は中国の富ふ豪ごうや大手のお茶メーカーに買かい占しめられ、一般ではまず手に入れにくい。

　その上、百グラムで日本円にして数千円はするという品。

　コンビニで五百グラム入りのそこそこ良いお茶が千円程度で購こう入にゆう出来る事を考えれば、まさに高級品という名にふさわしいと言える。

　何せ、古くは中国の歴代王朝の皇こう帝てい達たちが愛したという、本当の意味での皇室御ご用よう達たしなのだから。

　では、なぜそんな高級品が此処ここにあるのかと問われれば、理由は馬ば鹿か馬ば鹿かしい程に簡単。

　この大地世界で裏大地世界の品や人が存在する理由はただ二つ。

　召喚の儀式によって呼ばれたか、さもなくば神かみ隠かくしの様な超ちよう自し然ぜん現象的な何かによって、偶然迷い込んでしまった際に、たまたま身に着けていたり、傍にあったりして巻き込まれるというケースのどちらかだ。

　ちなみに、今回この銘めい茶ちやが手に入った経けい緯いだが、先日この大地世界へと召喚された不幸な若者が、中国茶の生産を生業とする若き職人だったというだけの話。

　彼は今時の若者らしく、スマートフォンを片時も手放さない様な人間ではあったが、同時に意外なまでに自分の仕事に対して情熱を持っており、暇ひまを見つけては数ある中国茶の産地を巡めぐり研究を重ねるというちょっと変わった男だった。

　今回の君山銀針はそんな彼が産地巡りをした際に、研究の為と土下座までして頼み込んだ末に、名人と呼ばれる男からやっと一袋だけ譲ゆずり受うけた本物。

　それがこの大地世界に持ち込まれたのは、ある国が彼を召喚した時に偶然身近に在ったというだけの事。

　突然の事態に慌てて目についた物を咄嗟に掴んだ結果だ。

　その後、様々な艱かん難なん辛しん苦くの末、最終的には組織の運営するお茶の生産工場に雇やとわれる事となるのだが、彼が組織に入った際に君山銀針の存在を知った劉大人がかなりの金額を支し払はらった結果譲り受けたという訳だ。

　つまり、浩一郎の口に入ったお茶は、幾つもの偶ぐう然ぜんが重なった上での奇き跡せきと言っても過言ではないだろう。

　まぁ、銘めい柄がらの指定をしなければ年間数百人は召喚されるので、お茶の入手自体は可能ではある。

　しかし、それが紅茶か緑茶か。

　はたまた茶葉なのかペットボトルなのかは神のみぞ知ると言ったところか。

　正味な話、味の分からない人間に出すには余りにも惜おしい品だ。

　実際、劉大人から命じられなければ、鄭もこのお茶を提供しようとは思わなかっただろう。

　だが、だからこそ浩一郎の素す直なおな感想を聞き鄭は好感を持った。

「失礼するよ」

　来賓室の扉が軽くノックされる。

　それを合図に鄭は素す早ばやく扉の前まで移動すると、この屋や敷しきの主を招き入れる。

　だが、扉を開けたのに、当の劉大人は部屋へ足を踏ふみ入れる事なく、その場で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　彼の視線の先にあるのは、ソファーから腰こしを上げた一人の男の顔。

　両者は互たがいを見つめ合う。

「本当に、浩一郎か……」

　絞り出す様な声。

　とは言え、今の言葉は問い掛かけというよりも、自らの確信が言葉として零こぼれただけの事。

　目の前に立つ男の顔には、劉大人の脳に刻まれた若かりし頃の面おも影かげが残っているのだから。

「あぁ、久しぶりだな。劉仲健……いや、この場合は劉大人とお呼びするべきかな」

　そう言うと、浩一郎は意味深な笑えみを浮かべた。

（あぁ、変わっていない……そうだ、こいつはこういう男だった）

　今から半世紀も昔の事。

　劉仲健と御子柴浩一郎は共に組織の掲かかげる理想の為に戦場を駆ける仲間だった。
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　劉大人の両手が小刻みに震ふるえ、視界がぼやける。

「我わが友ともよ。お前の好きに呼べばよい。私も好きに呼ばせてもらう」

「そうか、では昔通り仲健と呼ばせて貰う事にしよう」

　そう言うと、二人は互いに声を上げて笑い合う。

　そして、ひとしきり再会を喜び合った後、二人は来らい賓ひん室しつに設けられた椅い子すに腰を下ろした。

　何よりも、聞かなければならない話が山とあるのだ。

「鄭よ、お前も此処で聞いていなさい。だが、口は挟はさまぬように」

「畏かしこまりました」

　そう言うと、鄭は静かに一礼し部屋の隅すみへと移動する。

　それを横目に見ながら、最初に話を切り出したのは劉大人の方だった。

　彼にしてみれば、死んだと思われていた人間が生きていたとなれば、その経緯を聞きたくて当然と言える。

　ましてや、それが組織の悲願に関連するとなれば猶なお更さらだ。

「しかし、浩一郎よ、まさかお前とこうして再び会えるとは思いもよらなんだ。私達はあの時起こった術式の暴走に巻き込まれた時、皆死んだものとばかり思って居たのだが……」

　そこで一度言葉を切ると、劉大人は鋭い視線を浩一郎へ向ける。

　そこにあるのは、一片の虚きよ偽ぎも許さぬという鋼の意思だ。

　それはそうだろう。

　地球へ帰き還かんする為の手段を見つける事。

　それこそが、彼等が長年追い求め続けた悲願であり、組織が存在する理由の一つなのだから。

「それで……お前は裏大地へ……地球へ戻もどれたのか？」

　心の奥おく底そこから零れる慟どう哭こくの様な劉大人の問い掛けに、浩一郎はゆっくりと頷いた。

「そうだ……確かに俺おれは帰った。そして、つい数すうヶか月げつ前まで向こうで暮らしていた」

　その言葉を聞き、劉大人の唇から嗚お咽えつが零れた。そして、身を乗り出す様にして浩一郎を問い詰つめる。

「それで？　まさか、他の連中も無事に帰りつけたのか？」

　組織の反逆者が逆召喚の儀式を強行した際に、八十九人もの人間が次元の狭はざ間まへと吸い込まれた。

　当時、組織の首脳部が彼等全員を死亡と判断したのも致いたし方かたのない事だ。

　だが、浩一郎という奇跡が存在する以上、他の人間もと考えるのは当然の事だろう。

　今では過去の悲劇から逆召喚の術式に対する研究は組織によって厳しく封ふう印いんされているものの、浩一郎の答え如何いかんでは再開も視野に入って来る。

　上手くすれば今後は何時でも地球への帰還が可能になるかもしれないのだから。

　しかし、そんな劉大人の淡い期待を察しながらも、浩一郎は残ざん酷こくな現実を告げた。

「いいや、あの時居た仲間とはあれっきり会ってはいない……恐らくだが……済まん」

　そう言うと、浩一郎は静かに首を横に振ふった。

　淡い希望をかき消され落らく胆たんの色を浮かべる劉大人に浩一郎は謝あやまるしかない。

　とは言え、人の命に関かかわる事。

　中ちゆう途と半はん端ぱな希望など与あたえるべきではない。

「別の場所へ飛ばされ会えなかったという可能性はないか？」

　それでも諦あきらめきれないのか、劉大人は縋すがる様な視線を浩一郎へと向ける。

　確かに、その可能性は有り得るだろう。

　だが、浩一郎とてその可能性を考えなかった訳ではないのだ。

「いや、残念だが、その可能性はほとんどない。儂が術式に巻き込まれた後、出たのは米国のインディアナ州にあった古い廃はい屋おくの一室だったからな」

　その言葉に、劉大人は苦く悶もんの表情を浮かべる。

「それはつまり、アデリーナ・ベレズナヤが仮定していた様に、召喚された人間が存在した場所に出たと言う訳か……」

「あぁ、そういう事になるだろうな」

　共に次元の渦うずへと飲み込まれた古い共通の友人の名前を聞き、浩一郎の目に涙なみだが浮かぶ。

　そもそも逆召喚の儀式とは当時組織に属ぞくしていた一人の天才ロシア人が組み立てたとある理論を元にして作られた術式だ。

　その発想は実に単純。

　誰かが地球から召喚された時であれば、二つの世界に張られている結界が解かれているのではないかという理論だ。

　オートロック式のホテルの部屋を例にして考えてみよう。

　地球をＡの部屋、大地世界側をＢの部屋、廊ろう下かを時空の狭間と仮定した場合、それぞれの部屋にある扉は結界と置おき換かえる事が出来るだろう。

　その場合、召喚の儀式というのは、Ｂの部屋の人間がＡの部屋の人間を呼び出す事と似ている。

　文法術による詠えい唱しようが、いわば内線電話での呼び出しの様な物だろうか。

　呼び出されたＡの部屋の人間は、扉を内側から開けて廊下を通りＢの部屋の前まで行き、中へと入る訳だ。

　では、呼び出されたＡの部屋の人間が自分の部屋に戻るにはどうすればいいか。

　Ｂの部屋の扉自体は内側からであれば簡単に開く。

　しかし、問題なのは呼び出された人間がＡの部屋の鍵かぎを持っていないという点。

　よくあるところの、部屋から閉め出されたと言う奴やつだ。

　こうなると、ホテルならばフロント係へ頼んでＡの部屋の鍵を開けてもらうしかない。

　だが、実はもう一つ手段が無い訳でもないのだ。

　それは、Ａの部屋である地球からＢの部屋である大地世界へ誰かを召喚する事。

　少なくとも、その一いつ瞬しゆんだけは、二つの部屋の扉は確実に開いているのだから、後はタイミングの問題。

　上手くすればセキュリティで言うところの共連れの様に出入りが出来る訳だ。

　とまぁ、言葉にしてしまえば何という事のない理論なのだが、それを実じつ践せんするとなれば、やはり色々な障害が出てくる。

　まず大きく分けて問題点は二つ。

　一つは、前出したタイミングの問題。

　先さき程ほどはホテルの例を出したが、実際は次元の異なる世界の移動。

　結界が外れている時間がどれくらいあるのかは正直に言って不明だ。

　勿論、数日か、数ヶ月という可能性も有るが、ほんの数秒。あるいはコンマ以下の可能性も有り得るのだ。

　そして、ホテルならば部屋から締しめ出されて多少の煩わずらわしさを感じるだけで済むが、世界の移動となると、そういう訳にはいかない。

　研究している人間が居ないので確たる事は言えないが、それでも数少ない事例を見ると、次元の狭間で人間が生きられる可能性はない。

　言うなれば宇宙空間に生身で飛び出し、死亡する前に宇宙船から宇宙船へと乗のり換える様な物だ。

　他に選せん択たく肢しがないとはいえ、リスキーな手段というよりは、文字通り自殺行為と言った方が正しい様な方法と言えるだろう。

　そして、仮にタイミングの問題をクリアしたところでもう一つの問題がある。

　それは、誰かをこの地じ獄ごくの様な大地世界へ召喚しなければならないという事。

　いわば、ババ抜きの様な物。端的に言えば、自らが帰る為に、誰かを犠ぎ牲せいにしなければならないのだ。

　当時、この理論が組織で話し合われた際に最大の問題となったのがこれだった。

　それはそうだろう。

　組織は無理やり召喚され使い捨てにされた地球人の集団だ。

　当然、この大地世界に召喚されてから様々な辛酸を舐めて来た。

　奴隷になり自由と尊厳を踏みにじられた者、愛する人間を目の前で犯された者。

　そんな地獄の様な世界に、誰かが残らなくてはならない。

　無論、彼等とて帰りたくない訳ではない。

　だが、だからこそ誰かを犠牲にするのではない、全員が笑い合える様な手段で故郷へと帰りたいのだ。

　少なくとも、劉仲健や御子柴浩一郎を始めとした、多くの幹部達はそう考えていた。

　しかし、そんな思いは、大地世界の現実に疲れ果て、故郷への帰還を望む人間達にとってはただの理想論でしかなかった。

　自分が帰る為ならば手段を択ばないという人間もまた、組織の内部には同じくらい存在したのだ。

　結果、組織は二つに割れた。

　どんな犠牲を払おうと地球への帰還を望む帰還推進派と、幾ら現状が苛酷であってもそれだけはしたくないという反対派に。

（あの時もっと話し合っていれば……）

　それは、劉大人を始めとした、当時を知る人間達の多くが持つ悔恨の念だ。

　しかし、あの後どれほど時間を掛けようと結果は変わらなかっただろう。当時でも話し合いをしなかった訳ではないのだから。

　だが、それも当然だろう。

　何せ、どんな犠牲を払ってでも帰りたいと望む帰還推進派も、他者に自分と同じ苦しみを味わわせてまで帰還したくないという反対派も、生半可な覚悟で主張している訳ではないのだ。

　両者に共通するのは、並々ならぬ覚悟。

　自分の未来や、人生観、人間性といった全ての要素をもってして出した結論だ。

だから、他人が何を言おうが互いの出した結論が今更覆る筈もない。

　結果として、帰還推進派は組織の命令で逆召喚の術式を研究していたアデリーナ・ベレズナヤを襲撃し、彼女の保管していた研究資料を奪った。

　そして、逆召喚の術式を発動させたのだ。

　その鎮ちん圧あつの為に、浩一郎と劉大人は部下を率いて儀式の行われていたとある屋敷を襲撃した。

　それは、それまで共に苦楽を分かち合ってきた仲間同士での殺し合いだ。

　しかし、それはいったい誰の罪なのか。

　少なくとも、明確な悪人は存在しない。

　逆召喚の術式を研究はしても決して使用しようとしなかった反対派の想おもいも、そんな現状に反発し微かな可能性に望みを託たくそうとした帰還推進派にも正義はあるだろう。

「浩一郎……後こう悔かいしているのか？」

　劉大人の問いに浩一郎は静かに頷く。

「あぁ、未だに割り切れない」

　あの時、どんな手段を用いてでも儀式を止めるべきだと決断したのは自分達だ。

　だが、その結果はどうか。

　強制的に停止させようとした結果、逆召喚の術式は暴走。

　時空間に亀き裂れつが入り、当時の部下八十九人と共に御子柴浩一郎は次元の狭間へと吸い込まれた。

　そして、何の因果か浩一郎だけが地球へと帰りついたのだ。

　自らが地球へと帰還したことを知った時、浩一郎の心に湧わいたのは後悔と罪悪感。

　そしてそれは、半世紀が過ぎた今日でも消える事は無い。

　確かに意図してではなかった。

　だが、結果として浩一郎は多くの犠牲の果てに、己おのれ一人が故郷へと帰って来てしまったのは否定し様のない事実なのだから。

「そうか……私と同じか」

　そう言うと劉大人は深いため息をつく。

　あの後、組織は多くの構成員と御子柴浩一郎を始めとした幹部八人を失い、大きな痛手を負った。

　その傷が完全に癒いえたのは十年近くも過ぎてからの事。

　その間、組織の瓦が解かいを必死で防いできたのは、劉仲健を始めとした今の長老と呼ばれる十二人の頭首達だ。

　偶然の奇跡の果てに地球へと帰還した御子柴浩一郎と同じように、大地世界に残された者達もまた、多くの犠牲を払ったのだ。

「互いに苦労したのだな……浩一郎」

「そのようだな仲健」

　そう言うと二人は無言のまま互いに見つめ合う。

　お互いの過ぎ去った時間に思いをはせるかの様に。







第二章　第一の難関







　それは、オルトメア帝てい国こく第一皇女シャルディナ・アイゼンハイト率いるザルーダ侵しん攻こう軍ぐんが、慌あわただしく撤てつ退たいの準備を始めた日から一ヶか月げつ程ほど前。

　御み子こ柴しば亮りよう真まが、【北の女め狐ぎつね】とも呼ばれるエルネスグーラ王国の女王、グリンディエナ・エルネシャールと初めて会合した翌日の午前だ。

　元はザルーダ王国の北方における重要な防衛拠きよ点てんであり、現在はエルネスグーラ王国の占せん領りよう下におかれている城じよう塞さい都市メンフィス。

　かつてはその行政府が置かれていた町の中央部に聳そびえる建物の一角では、三人の男女が一枚の地図を囲んでいた。

　勿論、彼かれ等らの目的はただ一つ。

　如何いかにしてザルーダ王国を侵しん略りやく中のシャルディナ・アイゼンハイト率いるオルトメア帝国軍を撃げき退たいするのかという事だ。

　しかし、如何に西方大陸で覇はを唱えるエルネスグーラ王国が参戦するとはいえ、東部三ヶか国こくの連合軍が取れる選択肢は限られていた。

　先年行われたノティス平原での戦いでアリオス・ベルハレス将軍を打ち破ってから、シャルディナ皇女率いるオルトメア帝国軍はザルーダ王国領内へと侵しん攻こう。

　橋頭堡としてウシャス盆ぼん地ちの西にノルティア砦とりでを建設し、ザルーダ王国国内にしっかりとした足場を作った上で彼の国の国土を蚕食してきた。

　はっきり言って、ベルハレス将軍の遺児である、ジョシュア・ベルハレスがオルトメア帝国軍の補給路を定期的に襲撃するというゲリラ戦を展開していなければ、とうの昔にザルーダ王国は国土を南北に引ひき裂さかれ、歴史の一ページへと姿を変えていた筈だ。

　未だにザルーダ王国が国家としての命脈を保っているのも、そんなジョシュアの神懸った奮ふん闘とうあったればこそ。

　だが、そんな奇跡が何時までも続くはずもない。

　既すでに、オルトメア帝国はその膨ぼう大だいともいえる国力を背景に、帝国全土から山さん岳がく戦に強い部隊を引き抜いて戦力を整えようとしている。

　ノティス砦には、膨大な量の食料や軍ぐん需じゆ物資が山のように積まれ、ノルティア砦へと少しずつだが、確実に運び込まれているのだ。

　近々、オルトメア帝国が大だい攻こう勢せいに転じるのは目に見えている。

　そんな状じよう況きようで取れる選択肢と言えば、大まかに言って二つ。

　一つは、エルネスグーラ王国軍がウシャス盆地まで向かい、ザルーダ王国を始めとした東部三ヶ国と合流した上で連合軍としてオルトメア帝国と対たい峙じするという案だ。

　そしてもう一つは、エルネスグーラ王国軍がオルトメア帝国北部を急きゆう襲しゆうする事で、オルトメア帝国軍を北部国境線に集結させ、ザルーダ王国への圧力を軽減させる案くらいなものか。

　ただし、どちらの戦略にも問題点は多い。

　前者は根本的な問題として、ウシャス盆地での決戦までに、エルネスグーラ王国が進軍できるのかという点だ。

　また、仮に決戦の火ぶたが切られる前に軍を進ませたとして、連合軍との連れん携けいが上手うまく行くかは未知数でしかない。

　更さらに、ザルーダ王国は山岳地帯特有の複雑な地形を有している。

　勿論、エルネスグーラ王国はそれなりの情じよう報ほう網もうを用いて、隣りん国ごくの地形をある程度は把は握あくしているものの、やはり他国への出兵には大きなリスクが伴ともなうだろう。

　それは、もう一つの案であるオルトメア帝国北部への急襲に関しても同じ事が言えた。

　仮にエルネスグーラ王国軍がオルトメア帝国北部へ侵攻した場合、まず動くのはオルトメア帝国皇太子の率いる北部方面軍だろう。

　オルトメア帝てい国こく皇こう帝ていライオネル・アイゼンハイト直属の、近衛騎士団や親衛騎士団にも匹ひつ敵てきする精兵と呼ばれる北部方面軍。

　それと真正面からぶつかり合えば、そう簡単に決着はつかないし、停戦もない。

　両国は国内に残存する全ての戦力を投入する事になるだろう。

　結果として、シャルディナ皇女率いるザルーダ王国侵攻軍の足は止まるだろうが、大地はオルトメア帝国とエルネスグーラ王国両軍の血と屍しかばねで埋うめ尽くされる事になる。

　終わりなき消しよう耗もう戦せんの幕開けだ。

　そして、そうなった時に漁夫の利を得ようとする輩やからが出てこないとは限らない。

　西のキルタンティア皇国が動き出ださない保証は何処どこにもないのだ。

　そうなれば最悪、ザルーダ王国を援えん助じよする為の軍事行動が、西方大陸の覇は権けんを賭かけた大戦の引き金にもなりかねない。

　如何にザルーダ王国を救う為とはいえ、所しよ詮せんは他国の命運。

　エルネスグーラ王国の女王であるグリンディエナとしてもそんなリスクは冒おかせる訳もなかった。

　だが、今この軍議の場でそんな無む謀ぼうとも言えるオルトメア帝国北部の急襲策を平然と口にした男が居る。

　その男の名は御子柴亮真。

　ローゼリア王国の男だん爵しやく位を持つ男であり、先の内戦では劣れつ勢せいであったローゼリア王国女王ルピス・ローゼリアヌスの下に王おう冠かんをもたらした裏大地の人間だ。

（切れ者という触れ込みでしたが、遂ついに化けの皮が剥はがれましたか……）

　エルネスグーラ王国の将軍の一人であり、東部方面の最高司令官であるアーノルド・グリッソンは、深いため息と共に失望を感じた。

（こうなると、昨日の提案もどこまでこの男の考えた事か疑問ですね）

　昨日行われた最初の会合で、御子柴亮真はグリッソンの敬愛し心しん酔すいする主君、グリンディエナの思おも惑わくを見通し、彼かの女じよの想定を超える提案をして来た。

　その時受けた衝しよう撃げきの大きさは、まさにグリッソンの人生の中でも五指に入るだろう。

　年ねん齢れい的てきには一回り半程差があるが、グリッソンは御子柴亮真という男に対して、恐きよう怖ふと共に崇すう敬けいの念を抱き始めていた。

　とは言え、そんな思いも既に過去の事。

　先ほど御子柴亮真が口にした戦略の持つ危険に気が付けないのであれば無能だし、理解していて提案してきたのならば、それは人を騙だまして喰くらう蛇へびだ。

　どちらにせよ、共に手を携たずさえて戦うには危険すぎる。

「それは……本気で言っておられるのかな？」

「えぇ……これからエルネスグーラ王国軍にはオルトメア帝国北部の国境線を攻せめる準備をしていただきます」

　悠ゆう然ぜんと頷き肯こう定ていする御子柴亮真の態度に、グリッソンは呆あきれたとばかりに大きなため息をつくと、顔を横に振った。

　正直に言って、この場に主君であるグリンディエナが臨席していなければ、グリッソンは亮真の顔面に拳こぶしを叩たたきこんでいたに違ちがいない。

　確かに、昨日の会合でエルネスグーラ王国は東部三ヶ国と連合を組み、その盟主になる事が決まっている。

　盟主が傘さん下かの国の為に多少の損を被こうむるのも間ま違ちがいではない。

　とは言え、破は滅めつしかねない程のリスクを負ってまで助ける義理があるかと言われれば、絶対に無いと断言できる。

　正に、狂きよう気きの沙さ汰たとも言える発言。

　グリッソンが呆れるのも当然だろう。

　しかし、そんなグリッソンの態度とは対照的に、グリンディエナは目を輝かがやかせて対面に腰を下ろす御子柴亮真の顔を見つめていた。

　それは、手品を目にした子供の様な純じゆん粋すいにして無む邪じや気きな目。

「分かってないわね。アーノルド」

　そう言うと、グリンディエナは楽しそうに笑い声を上げる。

　そんな主君の態度に、グリッソンは首を傾かしげた。

「ですが陛下……」

　オルトメア帝国北部国境線の侵攻準備をしろというのは、エルネスグーラ王国とオルトメア帝国の全面戦争を始めろという事に等しい。

　少なくとも、グリッソンには他に解かい釈しやくする事は出来なかった。

　いや、エルネスグーラ王国に仕える他のどの将軍に尋たずねても解釈は同じだろう。

　しかし、グリンディエナにとってはそうではなかったらしい。

「お馬鹿さんね。アーノルドは……御子柴亮真が、オルトメア帝国の全面戦争に発展しかねない策を提案する訳ないでしょうに」

　そう言って笑みを浮かべると、グリンディエナの目が怪あやしく光る。

「当然、狙ねらいはそこじゃないんでしょ……ねぇ？　御子柴」

　それは、妖よう艶えんで淫いん靡びな流し目。

　男ならば、ゾクリと背筋を震わせる様なそんな魅み力りよくに満ちた視線だ。

　だが、そんな妖あやしい目を向けられた当の本人の心には、さざ波一つ起きる事は無かったらしい。

「勿もち論ろんです陛下」

　亮真は悠然と頷くと、机の上に広げられた地図上の一点を指さす。

「ノティス砦……それがどうしたと？」

　首を傾げるグリッソン。

　確かに、亮真の指はオルトメア帝てい国こく領りよう内のノティス平原の一角を指し示している。

　実際、グリッソンには御子柴亮真の狙いも、グリンディエナの言葉の意味も理解出来なかった。

「狙いは此処です」

「何だと!?」

　思いもよらない言葉に、グリッソンは思わず腰かけていたソファーから飛び上がった。




　時はその日の午後。

　アーノルド・グリッソンはソファーに深々とその身を預けながら、天てん井じようを見上げていた。

　既に、御子柴亮真の姿はない。

　居るのはグリッソンとグリンディエナの二人だけだ。

「まさか……あんな事を考えていたとは……」

　アーノルドの唇くちびるからため息が零れる。

　御子柴亮真の口から語られたザルーダ王国救きゆう援えんの道筋。

　それは、歴戦の勇者として数多あまたの戦場を駆かけ抜けて来たグリッソンにとってもあまりに突とつ拍ぴよう子しもないと言える内容だった。

（いったい、誰だれがあんな事を考えつくというのだ……）

　そんな想いがグリッソンの心に湧わき上あがって来る。

　確かに、最後まで策の内容を聞かなかったグリッソンに問題はある。

　エルネスグーラ王国の東部方面最高司令官の役職に就つきながら声を荒あららげた自分の愚おろかしさを、グリッソンは呪のろわずにはいられなかった。

　とは言え、それはあくまでも結果論に過ぎない。

　いったい誰があの時、御子柴亮真の真意を読み切れたというのか。

　少なくとも、王都ドライゼンに居るグリッソンの同どう僚りよう達たちではまず不可能だろう。

　彼等は皆、優ゆう秀しゆうな将軍ではあるが、あくまでも現場での指揮に特化している。

　いうなれば戦術家だ。

　それに対して、今問題になっているのは戦略。

　無論、戦術も戦略もその重要性に優劣はない。

　ただ、物事を見る視点が違うと言うだけの事だ。

　しかし、役割自体に優劣は存在しなくても、国家規模の戦略を考えられる人間は極めて限られているのが事実。

　そして、アーノルド・グリッソンはエルネスグーラ王国における屈指の戦略家と目されてきたし、彼自身もそれを自負してきた。

　だが、そんな評価も今では虚しさしか感じない。

　しかし、この部屋にはもう一人、同じレベルの思考を持つ化け物が居た。

「あら？　そんなに意外かしら？」

　普ふ段だんと変わらぬ落ち着いた笑み。

　グリンディエナは卓たく上じように置かれた飴あめ玉だまを一つ口に含むと、そんな言葉を口にする。

　そんな主君の態度に　グリッソンはもう一度大きなため息をついた。

「少なくとも、私には考えられませんでしたね……まさか、我々エルネスグーラ王国軍を囮おとりにしてオルトメア帝国の北部方面軍を揺ゆさぶり、その隙すきに山岳地帯を突とつ破ぱしてノティス砦を襲おそおうなんて事は……ね」

　そう言うと、グリッソンは体を震わせる。

（化け物め……明らかに役者が違う……）

　実際、グリッソンは言い知れぬ恐怖を御子柴亮真という男から感じている。

　先日の四カ国連合成立の一件以来、グリッソンは御子柴亮真という男を自分の中ではかなり高く評価していた筈はずだった。

　しかし、実際の所その評価はかなり甘あまく付けられていたらしい。

　正直に言って、エルネスグーラ王国の将軍としてはかなり面白おもしろくない状況と言えるだろう。

（今は良い……だが……）

　無論、その中の想いの何割かは主君であるグリンディエナの前で恥はじをかかされた事に起因しているが、それだけではない。

（今のエルネスグーラ王国であの男に対たい抗こう出来る人間が何人いる？）

　先日も感じたが、再びそんな思いがグリッソンの中に湧き上がり、心を沈ませる。

　今は確かに御子柴亮真とエルネスグーラ王国は協力関係を構築している。

　例の通商条約を絡からめた四カ国連合を思えば、今いま更さらこの関係が壊こわれるという可能性はかなり低いだろう。

　だが、将来もこのままの関係でいられる保証はない。

　そうなった場合、エルネスグーラ王国に対抗手段があるだろうか。

　少なくとも、グリッソン自身は既に御子柴亮真と対等に張り合おうなどという、そんな思い上がりはとうの昔に捨てている。

　先ほどの一件は、それほどまでにグリッソンの心を深く打ちのめしていた。

　自分とは見ている世界が違うのだと。

（あの男の戦術眼、戦略眼は格が違う……私とは器量があまりに違い過ぎる）

　あの時、御子柴亮真の口から放たれた言葉がグリッソンの頭にこびりついて離はなれない。

　それほどまでに、亮真の提案した策は画期的だった。

　いや、より正確に言えばノティス砦の攻こう略りやく自体はグリッソンも考えていなかった訳ではない。

　敵の弱点を攻めるのは国家同士がぶつかり合う戦争も、個人同士が火花を散らす街の喧けん嘩かでも同じ事と言えるだろう。

　何せ、ノティス砦に集められた大量の物資は、オルトメア帝国のザルーダ侵攻軍にとっての生命線とも言える物だ。

　人体に例えれば、血液に近いだろう。

　砦の物資を狙うというのは、戦術上もそれほど特筆するべき話ではない。

　砦を占領する事は不可能でも、物資を焼くことが出来ればそれだけで大勢は大きく傾かたむくのだ。

　だが、机き上じようで論じるのと、実際に策として練り上げるのでは意味がまるで違ってくる。

　そもそも論として、ノティス砦はオルトメア帝国領内に存在する訳だが、エルネスグーラ王国軍が彼の砦を攻めるとなれば、方法は二択たく。

　ザルーダ王国側から侵しん入にゆうするか、オルトメア帝国とエルネスグーラ王国の国境線上に存在する峻険な山岳地帯を抜ぬけるしかない。

　とは言え、劣勢に立たされているザルーダ王国内を通とおり抜けるというのは、はっきり言ってかなりリスクが高いのだ。

　守護神と呼ばれたアリオス・ベルハレス将軍は既に亡なく、ウシャス盆地の西にノルティア砦と呼ばれる敵の橋頭堡が作られてしまった現状、ザルーダ国王ユリアヌス一世の求心力は著いちじるしい低下を見せていた。

　無論、少なくない数の貴族が王都ペリフェリアへ自らの軍勢を率いて赴おもむき、ユリアヌス一世と共に苦しい戦を耐たえようとはして居る。

　しかし、その一方で己が家名の安定と栄達を求める輩も多いのも事実。

　彼等は己の領地に籠こもり、表向きはオルトメア帝国軍を迎むかえ撃うつ準備をしながらも、何処どこかで裏切りの機会を待っていると見て良いだろう。

　ザルーダ王国内に割かつ拠きよする貴族達の動向は読めないというのが正直な所だ。

　そんなところにエルネスグーラ王国が兵を向ければどうなるかは火を見るより明らかだ。

　たちまち、オルトメア帝国側に通報され、策がとん挫ざするのは目に見えている。

　しかし、だからと言って両国の国境線上に横たわる山岳地帯を抜けるという策はもっと馬ば鹿かげていた。

　軍が行軍出来そうな山間の道には、オルトメア帝国、エルネスグーラ王国共に厳重な警けい戒かい網もうが敷しかれている。

　エルネスグーラ王国が南下の気配を見せれば、たちまちオルトメア帝国北部方面軍が防衛に向かい、主要な街かい道どうの封ふう鎖さを行うだろう。

　ノティス砦を攻めるどころか、その遥はるか手前で防がれる事は目に見えていた。

（だが、だからと言って街道を避さけて通るという選択肢は常識的に考えてありえない）

　大地世界アースにおいて、結界柱で守られた道や街の外は怪かい物ぶつ達たちの支配する領域。

　無理に押おし通ろうとすれば手痛いしっぺ返しを食くらう羽目になるのは目に見えていた。

　仮に腕うで利ききの道案内でも付けて軍を派は遣けんするとしても今度はその数が問題になる。

　万の数はまず不可能。食料物資の運うん搬ぱんなどを視野に入れると、最大限に無理をして一個騎士団二千五百が精々だろう。

　だが、二千五百名全員が無事にノティス平原までたどり着けるとは到底思えない。

　確かに、山岳地帯に潜む怪物達は、質も量も魔ま境きようと呼ばれるウォルテニア半島程ではないし、冒険者や傭兵の中には、様々な事情から意図的に街道を避けて国境を越える強者がいるというのも事実だ。

　だが、それでも怪物達の犇ひしめく山岳地帯を越えるのだ。

　これ以上ないという程の幸運に恵まれたとしても、全体の七割か八割程度が抜けられれば御の字。

　運命の女め神がみの気分次し第だいでは全ぜん滅めつも有り得る。

　その上、もし仮に二千五百の兵が運よくノティス砦までたどり着いたと仮定したとしても、今度は兵の絶対数が足りなすぎた。

　ノティス砦の最大収容兵数はその規模から考えて凡そ一万程。

　確かに、ジョシュア・ベルハレスの度たび重かさなる輸送部隊への襲しゆう撃げきに備えて、砦が保有する兵数を隊の多くを警護に割いている上、シャルディナ皇女が命じた侵攻軍の再編成の影えい響きようもあってかなりの数が砦から移動してはいる。

　その為、最大兵数を収容しているという事はまず無いだろう。

　良いところ、五割から六割くらいだろうか。

　しかし、それでもノティス砦の中には未だに五千から六千名の兵が駐留している計算になる。

　仮に二千名が山岳地帯を越えたと仮定しても、堅固な砦に籠る三倍近いの敵を攻めるというのは、常識的に考えてあまりにも無謀だ。

　その上、ノティス砦の兵士だけを相手にしていればいいという物でもない。

　砦の攻略に時間が掛かれば掛かる程、ノティス砦の後方に存在する他の都市から増援が送られてくるのは目に見えている。

　つまり、限られた時間でノティス砦を落とせなければ、前後をオルトメア帝国軍に挟まれることになるだろう。

　そういった事を勘案すれば、軍事の常識から考えてもノティス砦の攻こう撃げきは不可能と判断するより他にない。

　しかし、周囲から知将と目されているグリッソンでさえ不可能と断じたノティス砦攻略を、亮真は実現可能な戦略として練り上げて見せた。

（そう、まるで軍神に愛されているかのようだ）

　そんな化け物に唯ゆい一いつ対たい抗こう出来る可能性が有るとすれば、女王であるグリンディエナだけだろう。

「そんなに不安？」

　そんなグリッソンの顔を見つめながら、グリンディエナは再び飴玉を口に運んだ。

「陛下はあの男に不安を感じられないと？」

「そうねぇ……彼には不安をあまり感じないわね」

　そう言うと、グリンディエナは卓上のティーカップを口元へと運び、温くなった紅茶に形の良い眉まゆを顰めて見せる。

　実際、グリンディエナは御子柴亮真という男に何の不安も感じていなかった。

　懸け念ねんがあるとすれば、御子柴亮真以外の人間だろう。

（あの男は足るを知る男だわ……少なくとも変な野心に取とり憑つかれて無謀な戦に突とつ入にゆうするような事はしないでしょうね）

　人にはいろんなタイプが存在する。

　安定を求めるタイプも居れば、野望に燃え上を目指す上じよう昇しよう志向タイプも居る。

　グリンディエナは長年西方大陸の三強の一角であるエルネスグーラ王国の国王という重責を担ってきた結果、人の本質を見る目は神懸っていると言って良い。そんな彼女が見た御子柴亮真という男のタイプはちょうど安定と上昇志向の中間くらいだろうか。

　時と場合によって、どちらにでも姿を変える性質。

　とは言え、グリンディエナの見立てでは、基本的に御子柴亮真は安定を求める気持ちの方が強い。

（彼は基本的に他者に干渉しない。その代わりに、他者から干渉される事を嫌う感じね……だから、上位者がよほどの愚ぐ物ぶつか、彼を追い詰める様な真似でもしない限り、自分から牙きばを剥むき出す事は無いでしょうね）

　それくらいには常識的だし、信義を重んじる性格なのは確かだ。

　また、必要以上に権力や財貨を貪むさぼる様な感じも受けない。

　もし、御子柴亮真が自己の栄達や保身の為にどんな事でもやる様な人間ならば、先日の四カ国連合の交渉の際に、グリンディエナへウォルテニア半島を売うり渡わたし、エルネスグーラ王国の貴族へ取り立ててくれと頼たのむ事も出来ただろうし、そこまで露ろ骨こつではないにせよ、何らかの配はい慮りよを裏取引として求めてきただろう。

　無論、それはザルーダ王国やローゼリア王国に対して明確な裏切りではある。

　しかし、この戦乱の世において、主君を裏切り己の繁はん栄えいのみを追い求める貴族など山ほど存在しているのだ。

　いや、そういった人間が大半という方が正しい。

　それを持ちかけなかったというだけでも、グリンディエナはエルネスグーラ王国に属する多くの貴族達よりも、御子柴亮真に信用を置くだろう。

（それよりも、私が不安に思うのは貴方あなたよ……アーノルド）

　ソファーに座すわり天井を見上げ続ける忠臣。

　彼の横顔を見るグリンディエナの瞳ひとみに不安の色が浮うかぶ。

　無論、グリッソンの感じている恐怖を否定するつもりも、責めるつもりもない。

　御子柴亮真と言う男が、【北の女狐】と呼ばれる自分に比ひ肩けんするだけの戦術眼と戦略眼を持ち合わせているのは否定し様のない事実。

　その事を考えれば、国防を担うエルネスグーラ王国の将軍として、恐怖を感じるなと命じる方が無む茶ちやと言える。

　だが、人を恐おそれ忌き避ひするという事は、相手からも忌避されるという事でもある。

　言葉にはしなくとも、視線や態度にそういった感情は出やすい。

　ましてや、相手はあの御子柴亮真だ。

　グリンディエナが調べた情報通りならば、グリッソンが幾ら押し隠かくそうとしても隠しきれるものではないだろう。

（今はまだ、アーノルドの心に芽生えた恐怖は小さいかもしれないけれど）

　だが、いずれその小さな芽は葉を生おい茂しげらせ、大木へと成長するかもしれないのだ。疑心という大木に。

　そして、やがてそれはアーノルド・グリッソンという男の心の殻からを破り、周囲へ疫えき病びようの様に広がりかねない。

　そうなった時、御子柴亮真がどう動くかは自明の理。

（当然、脅威を排除しようと動くでしょうね）

　とは言え、それを正直にグリッソンへ告げれば、彼の心はますます御子柴亮真という男を恐れ忌避するだろう。

　今出来る対処法と言えば、グリンディエナが定期的に双方へフォローを入れる程度しか思いつかない。

（まぁ、全部私の取り越し苦ぐ労ろうの可能性も有るけれどね……）

　そんな思いを胸に抱きながら、グリンディエナは温くなったお茶を入いれ替かえさせる為に卓上に置かれた呼よび鈴りんを鳴らす。

　いずれ訪おとずれるかもしれない冬の時代が、自分の取り越し苦労である事を祈いのりながら。




　一夜が明けた。

　城塞都市メンフィスの街にあるとある宿屋の一室では、重苦しい空気が流れていた。

「御子柴殿どの。本気でやるつもりか？」

　そう言うと、ザルーダ王国親衛騎き士し団だん長ちようであるオーサン・グリードは目の前のソファーに悠然と腰こし掛かける男へ探さぐる様な視線を向ける。

「えぇ、その為の御お膳ぜん立だては既に出来ていますから」

　そう言うと、亮真は葡ぶ萄どう酒しゆの入った酒さか瓶びんに口を付けた。

　体の奥底から燃え上がる様な感じが亮真の心を高ぶらせていた。

「俺の策が信用出来ませんか？」

　その言葉に、グリードは静かに首を横に振った。

「いや、それは今更言うまい。あの策略は確かに分の悪い博打ばくちだ。だが、勝算が無い訳ではない事は私も理解しているし、他に道がない事も分かっている」

　そう言うと、グリードは窓の外に聳える行政府の建物へと視線を向けた。

「北の女狐と呼ばれる女が反対しなかったのだ……陛下からも全すべては御子柴殿にお任せするようにと指示を頂いている以上、私が今更とやかく言うべきではないだろう」

　そう言うと、グリードは深いため息をついた。

　そんなグリードの様子に、亮真は小さく頷うなずく。

（まぁ、不安にはなるよな……）

　何せ、一国の存亡が懸かった戦だ。

　もし仮に失敗すれば、ザルーダ王国は文字通り西方大陸の地図から消える事になるだろう。

　それは、ザルーダ王家に長年忠義を尽つくしてきた親衛騎士団長として、看過出来る筈もない最悪の未来だ。

　ましてや、グリードにはこの後王都ペリフェリアまで戻もどり、ユリアヌス一世へ四カ国連合の成立を報告するという役目が残っている。

　その後には、今回の作戦の肝きもである言こと伝づてを、ウシャス砦に籠るグラハルトとジョシュアへ確実に伝えて貰もらわなくてはならないのだ。

　どちらも重要な役割ではある。

　少なくとも信しん頼らいのおける人間にしか頼めない重要な任務である事は間違いない。

　しかし、それらの任務が終われば、グリードはすぐさまユリアヌス一世の身辺警護の任務をグラハルトから引き継つぐ事になっている。

　近衛騎士団長であるグラハルトが戦場に出る以上、親衛騎き士し団だんを率いるグリードまで国王の傍を離れる訳にはいかないからだ。

　致いたし方かたのない事ではある。

　己に与あたえられた役割に不満を感じている訳でもない。

　しかし、自分の目の届かないところで、国の命運が懸けられるとなれば、グリードが不安を感じるのは当然と言えるだろう。

　とは言えそれらは所詮、子供のわがままの様な物でしかないのだ。

　何せ、御子柴亮真はあくまでも援えん軍ぐんの将でしかないにもかかわらず、今回の戦略を提案した関係上、ザルーダ王国の存亡に際して最も重い責任を背せ負おっているのだ。

　ハッキリ言えば、今回の戦で彼ほど貧びん乏ぼうくじを引いた人間は居ないと言って良いだろう。

　しかも、確かな戦術眼を持つリオネと、【狂鬼】のネルシオスと呼ばれた男の娘むすめであるディルフィーナは、ウォルテニア半島から引き連れて来た兵の大半と共にジョシュアの下に預けていてこの場には居ない。

　その上、諜ちよう報ほうの要である伊い賀が崎さき衆の大半は厳翁やボルツと共にウォルテニア半島の防衛に携わっている。

　唯ゆい一いつの例外は咲夜だが、彼女は亮真の密命でノティス砦の内情を探りに厳翁が厳選した手て練だれの半数を率いて既にオルトメア帝国領内へ向かっていた。

　グリードがユリアヌス一世の下へ状況報告に戻る以上、今回亮真が率いるのはグリンディエナから預けられた一個騎士団二千五百名と、ローラやサーラと言った最側近に、御子柴男だん爵しやく家の家臣としてケビン達十名と、咲夜が山岳地帯の道案内係兼けん護衛として置いていった伊賀崎衆の残り十五名。これに、亮真自身を含ふくめた総勢二千五百二十八名が今ある全戦力だ。

　まぁ、兵数だけで見れば通常編成の騎士団と同じ数ではある。

　しかし、その戦力のほとんどはグリンディエナから預かった騎き士しによって構成されている。

　つまり、苦楽を共にして来た信頼のおける家臣の大半は手元にはなく、信頼関係の構築できていない兵をもって、ノティス砦とりで攻こう略りやくに向かうのだ。

　将しよう棋ぎで例えれば、飛車や角といった駒こま無しで、鉄てつ壁ぺきの陣じん形けいを誇ほこる敵てき陣じんに突っ込む様な物か。

（グリードの言う通り、分の悪い博打……だな）

　そんな思いが亮真の胸中に過る。

　とは言え、ザルーダ王国の置かれている状況を考えれば、今更真っ当な手段で助けられる筈もないのは自明の理。

　リスクが高かろうと、この作戦に賭けるより他にザルーダ王国を救う道はないと言えるだろう。

　事実、亮真としても今回の策略は博打に近いリスキーなものだ。

　まずはオルトメア帝国の警戒網を避けつつ、怪物達の犇ひしめく山岳地帯を突破するところから全ては始まる。

　その上で、ノティス砦に籠る兵数を上手く外におびき出すと同時に、砦の内部へ潜せん入にゆう。

　最後に砦の守備隊長を討うち取りつつ、倉庫に保管されている筈の食料物資の焼やき討ちを行うのだ。

　その全ての行程が亮真の思い通りに進む確率はいったい如何いか程ほどだろう。

　とは言え、勝利の確率が低ければ低い程、勝利を得た時の配当は大きくなる。

　そして、そのか細い勝利を実現する為に、亮真は全知全能を尽くして準備に勤いそしんだのだ。

　だが、後悔や疑念と言った無数の想いが亮真の脳のう裏りに浮かんでは泡あわの様に消えていく。

　もっと他に手段があるのではないか、何か見落としては居ないか。それは答えのない思考の迷めい宮きゆうだった。

　そんな亮真の肩かたに左右から小さな手が添そえられる。

　温かくて、柔やわらかな手だ。

　その意味は今更言うまでもないだろう。

（そうだな……やるべき事はやりつくしたんだ。後は信じて前へ進むしかない）

　亮真は静かに腰こしかけていたソファーから立ち上がる。

「さて、それでは始めるとしようか。例の連中を呼んでくれ、それと……」
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　その含みのある言葉にローラとサーラは無言のまま頷いた。




　城塞都市メンフィス。

　ザルーダ王国とエルネスグーラ王国の国境にほど近い街であると同時に、鬱うつ蒼そうと樹木の生い茂る大森林地帯と国境線上に横たわる峻しゆん険けんな山岳地帯の探たん索さくを生業とする冒ぼう険けん者しや達たちが多く暮らす街。

　確かに、結界柱の外は人ならぬ怪かい物ぶつ達の世界。

　だが、危険の中にこそ利益がある。

　皮は鎧よろいや洋服の材料などに使われる。

　牙や爪つめは武器の材料だ。

　体液や内臓に至っては薬として珍ちん重ちようされる物が多く、かなり良い値段で取引されている。

　怪物という存在は確かに人間にとって脅きよう威いではある。

　だがその一方で、怪物達の体は正に生きた金山の様な物とも言えるのだ。

　そんな海千山千の冒険者が暮らす城塞都市メンフィスには、【北風に舞まう花】と呼ばれる女冒険者の一団が居る。

　彼かの女じよ達たちはオリビア、アビー、テアという女の三人組で構成された一団で、十代後半から二十になったかならないかといった年とし頃ごろだろうか。

　とは言え、既に五年近くギルドに属ぞくしている事も有り、既に彼女達もギルドのランクはＣ。世間的には既に中ちゆう堅けんと目されている腕利きと言って良いだろう。

　そんな彼女達【北風に舞う花】は今、とある集団の先導役として、メンフィスから南に横たわる山岳地帯の尾お根ねを上っているところだった。

　それは、メンフィスのうらびれた酒場で受けたギルドを通さない仕事。

（参ったわね……ただの道案内という話だったのに）

【北風に舞う花】のリーダーであるオリビアは、弾はずむ息をゆっくりと整えながら、眼下に続く列を軽く睨にらむ。

　この一団の案内役として先頭を歩き始めてから既に十日が経たつ。

　彼女の少し後ろには、依い頼らい人にんでありこの一団の長でもある御子柴亮真と、彼の腹心であるローラとサーラが何時いつもの黒を基調とした鎧を身に着けて黙もく々もくと歩いていた。

（まともな仕事ではないとは分かっていたけれども……まさかこんな仕事だったなんて……）

　返す返すも、旨うまい話にうかうかと乗ってしまった自分の愚かさが恨うらめしい。

　とは言え、他に選せん択たくの余地がなかった事もまた事実なのだ。

　普段のオリビアであれば決して引き受けなかっただろう仕事を受けた理由。

　それは、今回の仕事が第一に昔世話になった恩人の紹しよう介かいであった事。

　第二に提示された報ほう酬しゆうがかなり高額であった事。

　第三に先日ギルドの仕事を失敗してしまった関係で違い約やく金きんの支し払はらいが発生しており、万が一期日までに支払えなければ【北風に舞う花】の仲間達と共に奴ど隷れい落ちにもなりかねない、かなりひっ迫ぱくした状況だった事の三つだ。

　その中でも、特に一番目と三番目の理由が大きいだろう。

　幸いな事に手付金として今回支払われた金もかなりの額であり、オリビア達が奴隷落ちとなる危機は既に回かい避ひしている。

　そういう意味から言えば、ゴランから紹介された今回の仕事が渡りに船だったのは確かだろう。

　とは言え、手放しに喜べないというのもまた、彼女達の本心だ。

（確かに報酬は破格だったし、他に選せん択たく肢しはなかったけど……）

　仕事の内容はメンフィスから山岳地帯を抜けてオルトメア帝国領へととある一団を案内する事。

　ゴランから紹介された依頼人の代理という若い金きん髪ぱつの女が、オリビア達へ告げた仕事の内容だ。

　当初は禁制品の密輸でもするのかと疑っていたのだが、事態はもっと悪かった。

　まさか、先導するという一団がエルネスグーラ王国の軍隊だとは思いもしなかったのだ。

　脳裏に【北風の旅団】を率いる髭ひげ面づらの大男の顔が浮かび、オリビアは思わず下した唇くちびるを噛かみ締しめる。

　確かに、ゴランはオリビア達【北風に舞う花】にとって恩人ではあった。

　それも、一言では言い表せない程、並々ならぬ恩だ。

　元々、共に同じローゼリア王国南部にあった片かた田舎いなかの出身であるゴランとオリビア達【北風に舞う花】は歳としが一回り以上離れては居たものの、小さな村にありがちな家族同然の付き合いをした仲。

　それこそ、村長の息子むすこだったゴランは赤子だったオリビア達のオムツを替えてやり、農作業に明け暮れる親の代わりに彼女達の面めん倒どうを見てくれたものだ。

　その後、ゴランは逞たくましい青年へと成長し、傭よう兵へいとしての道を歩み始める様になる訳だが、オリビア達には過か酷こくな運命が待ち構えていた。

　今から六年ほど前の事だ。

　ゴラン達の暮らす村があったローゼリア王国の南部地方は当時、南部諸王国の一つであるブリタニア王国との間で国境線を巡めぐって争いを繰くり返かえす激戦区の一つだった。

　当然、南部に領地を持つ貴族達にも出兵が義務付けられた結果、彼等の財政は火の車となったらしい。

　そんな状態では、領内の治安維い持じまで手が回る筈もない。

　案の定、ゴラン達が暮らしていた村は野盗の一団に襲われて壊かい滅めつ。

　村人の多くは殺されるか、奴隷として売られることになった。

　そんな中、オリビア達三人は奇き跡せき的てきに野盗の手から逃のがれはしたものの、路頭に放り出された三人の行く末は野垂れ死にか、奴隷になるかの二択。

　そんな時、当時【北風の旅団】を率いる若き傭兵として頭角を現し始めていたゴランが村へと戻った。

　そして、行き場もなく燃えかけたあばら家に身を寄せ合っていたオリビア達を引き取り、彼女達に武器の扱あつかい方と、生きる為の知識を与えたのだ。

　確かに、ここ二年程の間は、オリビア達が活動拠点をメンフィスへと移した関係で多少ゴランとは疎そ遠えんにはなってはいた。

　だが、それでもゴラン達がザルーダ王国の北方で仕事を請うけ負おった際には、オリビア達の近きん況きようを確かめにメンフィスを訪れる程度には親交がある。

　それ程の関係だったからこそ、ギルドという保険を通さずとも、仕事の依い頼らいを受けたのだ。

　とは言え、もし詳しよう細さいを事前に聞いていれば、オリビアは今回の仕事を引き受けなかったかもしれない。

　少なくとも、冒険者として暮らしていこうという【北風に舞う花】にとって、国家間の戦争に巻き込まれるのは好ましい事ではないのだ。

　まぁ、冒険者と傭兵は共に戦せん闘とうを暮らしの一部としているのは確かだ。

　もし両者に差があるとすれば、冒険者は怪物をメインに相手とするし、傭兵は人間を相手にする事くらいだろうか。

　とは言え、その差は極きわめて微び々びたるものでしかない。

　盗とう賊ぞくの討とう伐ばつなどは、どうしても追つい跡せきの技術などが必要であり、人間相手であるものの冒険者の方に比重が置かれやすいのだ。

　逆に傭兵も地方の領主から領内の警備の仕事などを請け負えば、怪物達の駆く除じよを命じられる場合もあるだろう。

　非常にあいまいな線引き。

　だからこそ、ギルドと呼ばれる組織は、傭兵と冒険者の両方を管理し仕事の仲ちゆう介かいをしているのだ。

　オリビアも冒険者とは言いつつも、盗賊退治に駆り出された経験もある。

　だが、だからこそオリビア達は進んで人同士が殺し合う戦場に出たいとは思ってはいない。

　自らの境きよう遇ぐうから盗賊に対して深い恨みを感じているのは事実だが、それでも未だに人を殺すという行こう為いに嫌けん悪おと罪の意識を感じてしまうからだ。

（甘い考えかもしれないけれども……それでも）

　オリビアはゴランから冒険者になる際に貰った愛用の剣けんを握にぎりしめる。

　自らの剣は野盗に殺された親兄弟の様な弱者の為の剣として生きる事。

　それがオリビア達の持つ信念だ。

　勿論、この西方大陸で生き抜く以上、そんな思いはただのきれいごとに過ぎない事は彼女自身も理解はしていた。

　それでも、たとえ道案内が仕事だとしても戦争にだけは加担したくなかったのだ。

「オリビア、大だい丈じよう夫ぶ？　あまり元気がなさそうだけど」

　いつの間にか、仲間のテアがオリビアの横に立っていた。

　その顔に浮かぶのは不安の色。

　テアもまた、今回の仕事に対して、乗り気ではないのだろう。

　とは言え、既すでに手付金は前回請け負った仕事の違約金としてギルドに支払われているので返しようもないし、仮に何処からか金を工面したとしても、返金して済むような話ではない。

　ましてや、恩人であるゴランから直々に宜よろしく頼むと念を押された仕事だ。

（駄だ目め駄だ目め、私がしっかりしなきゃ……私達はただ道案内をすればいいんだから……）

　今ここでリーダーであるオリビアが周囲に不満を漏もらせば、テアやアビーにもその想おもいは伝でん染せんしてしまうだろう。

　そうなればもう、道案内どころではない。

　押さえつけられていた思いが激流の様に溢あふれ出し、きっとこの仕事を投げ出してしまう。

　そうなれば、オリビアの後に続く一団が、この山さん岳がく地帯を突破する事は不可能となるだろう。

　勿論、ギルド経由の仕事ではないので依頼が未達成でも違い約やく金きんは発生しない。

　とは言え、金だけが問題ではないのだ。

　もし仮にここまで来て依頼を破は棄きするとなれば、信用という金銭よりもはるかに重要な物に傷が付く。

　それは、オリビア達だけではなく、彼女達を依頼人へと紹介したゴランの信用も同じ事になるだろう。

（ゴラン兄さんに迷めい惑わくを掛ける訳には……）

　そんな想いがオリビアの心を締め付つける。

「大丈夫よ、テア。もう少しで山頂の筈だから、そこで少し休きゆう憩けいするとしましょう」

　そう言うと、オリビアは重苦しい空気を吹ふき飛とばそうとするかのように山頂を指さした。

　その時、オリビアは太陽の中に何か黒い点の様な物がある事に気が付く。

（何……？）

　太陽の光がまぶしくて、ハッキリと視し認にんする事は難しい。

　オリビアは掌てのひらで太陽の光を遮さえぎりながら、必死で黒い点の正体を見み極きわめようとする。

（どんどん大きくなる……）

　初めは米こめ粒つぶの様な大きさだった点が、既にこぶし大の大きさにまでなっている。

「不味まずい！　その場で全員伏ふせて！」

　黒い点の正体を察し、オリビアの口から悲鳴が上がる。

　正直に言えば気休めでしかないが、それでも棒立ちよりは遥かにマシだ。

　それは、このメンフィスの南に横たわる山岳地帯では最強の一角と目される王者。

　オリビア達は慎しん重ちように縄なわ張ばりを避けてここまでやって来た筈なのだが、どういう訳か遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

（鷲王イーグルロード……最悪だわ）

　西方大陸には地球で言うところの怪かい獣じゆうに近い生物が多く存在している。

　海に存在するタコやイカに似た化け物を筆頭に、陸にも、空にも巨きよ大だい生物は存在している。

　そんな中、全長が数十メートルにも及およぶ龍りゆう種などはその最たるものと言えるだろう。

　頭上から降り注ぐ龍の吐と息いきは鉄で作られた鎧を一いつ瞬しゆんで飴あめ細工の様に溶とかしてしまい、彼かれ等らの体を守る鱗うろこは、並の武器では傷一つつかない固く強きよう靭じんな物。

　例えるならば、戦車の防ぼう御ぎよ力りよくと戦せん闘とう機きの攻こう撃げき力りよくを併あわせ持もったようなものだろうか。

　ゲームなどでラスボスに採用されているのも納なつ得とくの性能と言える。

　だが、それほど強靭な龍種も、この大地世界では最強とは言い難がたい。

　無論、龍と呼ばれる生物が生命体として上位種である事に間ま違ちがいはないが、天敵が存在しないかと言われればそんな事は無いのだ。

　特に、鷲王イーグルロードと呼ばれる種は、千夜一夜物語アラビアンナイトに書かれたシンドバッドの冒ぼう険けんに出てくる怪かい鳥ちようロックの様な存在で、その大きさと飛行速度から龍種に匹ひつ敵てきする生物と目されている。

　当然、その羽ばたきは人間を簡単に吹き飛ばしてしまう。

　取り敢あえず、その場で隊列に伏せる事を命じはしたが、そんな巨大生物を前にして人間がとり得うる手段は少ない。

「あれが鷲王か……遠目だからハッキリとは分からないが、噂うわさ通り確かにデカいな」

　兵士達が盾たてを構えながら円えん陣じんを組む中、オリビアの横から声が掛かる。

　自然災害とも目される巨きよ獣じゆう種。

　その中でも最上位に近いクラスの怪物。

　もし討伐をギルドに依頼すると仮定した場合、最低でもＡクラス以上の傭兵や冒険者が複数人必要となる筈だ。
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「それで、どうしたらいい？」

　そう言うと、亮真はオリビアと同じ様に手で太陽の光を遮りながら、目を細めて上空を旋せん回かいする鷲王を見つめる。

　少なくとも、今この場では案内人の意見を聞くのがベストと判断したのだろう。

　とは言え、尋たずねられたオリビアも、こういった状じよう況きよう下で的確な判断など下せはしなかった。

　何せ、鷲王は未だに天高く旋回を繰り返している。

　亮真達を餌えさと認にん識しきし襲い掛かって来るのか、はたまた単に別の獲え物ものを狙っているのかは、上空に舞う鷲王本人にしか分かり得ないのだ。

　とは言え、何時襲撃されるか分からない状況下で、このまま何の対策も取らずに呆ほうけていることも出来なかった。

（逃にげる？　でも、ここは狭せまい尾根の上。私達三人ならともかくこの人数が走るのは無理。隠れるにしても……）

　石だらけの地面だ。

　その上、道みち幅はばは精々二人か三人が横並びに歩けるかどうかといった幅しかない。

　普段のオリビアならば一も二もなくこの場から逃げる事を選ぶだろうが、こんな尾根の上で二千五百人もの人間が一いつ斉せいに走り出せば事故が起こるのは目に見えている。

　場合によっては、鷲王に襲われる以上の被ひ害がいが出かねないのだ。

　しかし、だからといって物もの陰かげに隠れてやり過ごすという案にも無理がある。

　尾根には樹木はおろか岩すらほとんどないし、仮にあったとしても、この場に居る全員を隠しきれる筈がない。

（そうなると残るのは……）

　オリビアとしては非常に不本意ではあるが、迎え撃つという選択肢しか残らない。

　とは言え、迎え撃つとは言ってもこの狭い地形では集団戦は不可能だ。

「襲って来るにせよ来ないにせよ、このまま放置は出来ません……ただ、そうなると……」

　オリビアはそう言って言葉を濁にごした。

　黙だまって喰くわれるというのは馬鹿げているが、だからと言って無む暗やみに武器を振ふり回まわせば良いという物でもない。

　現実的なのは少数の部隊で鷲王の意識を引き付けておきながら、全体は早さつ急きゆうにこの場から撤てつ退たいするという案くらいな物だ。

　しかし、それが最も効率よく合理的である事を理解していながらも、オリビアが口にしなかったのにはちゃんとした理由がある。

（まぁ、彼かの女じよからは言い難いか）

　亮真はオリビアの葛かつ藤とうを正確に見み抜ぬいていた。

　鷲王の意識を引き付けると言えば聞こえはいい。

　だが、その本質はつまり見殺しにするという事に他ほかならない。

　囮役を引き受ければ待っているのは確実な死。

　オリビアが言葉を濁したのも、ならばお前が囮役をしろと命じられるのを恐れたからだろう。

　グリンディエナから預かった騎き士し達たちは、あくまでも一時的に主の命令で亮真の指揮に従っているに過ぎない。

　指揮権を与えられてから直すぐメンフィスを発たっている為、亮真と騎士団との間には未だに何の信頼関係も構築されてはいないのだ。

　その状態で決死の任務を命じれば、この場で反乱が起きかねなかった。

　だからと言って、オリビア達に命じるのも正直に言って難しいだろう。

　立場の強弱だけを考えれば、最も弱い彼女達を犠ぎ牲せいにするのが一番良いのだが、生あい憎にくの所彼女達が居なければこの山岳地帯を突とつ破ぱ出来る可能性は極きよく端たんに低くなってしまう。

　水場の知識や、間道の知識は地図だけではどうしても補いきれない上に、怪物との遭遇率もかなり低い。危険な怪物達の生息地や縄張りを理解していて、意図的に避けているのだ。

　元々鷲王は繁はん殖しよく力りよくが低く、生息数は限られている。

　実際、この広い山岳地帯で鷲王と偶ぐう然ぜん出会う確率など一パーセントもない筈だ。

（今回、確かに鷲王と遭遇してしまったが、それはあくまでも不運が重なった結果に過ぎないだろうからな）

　となると、有能な案内役をここで切り捨てるというのは、逆に大きなリスクを背負う事になる。

　そうなると、残りは護衛としてついてきた伊賀崎衆かケビン達しか残らない。

　無論、彼等の忠誠心を考えれば、亮真が囮おとりを命じれば、喜んで囮役を務めるだろう。

　しかし、それを命じた場合に彼等の未来にあるのは確実な死だけ。

　他に選択肢がないのであれば亮真は彼等に死ねと命じるだろうが、少なくとも今はその時ではないだろう。

（仕方ないか……）

　正直に言えばあまり気乗りのしない選択だ。

　とは言え、囮役も含めて最も生せい還かんの確率の高い手段なのは事実だ。

　ましてや、こんなことぐらいで今更作戦を中止する訳にはいかない。

　既に、ジョシュアやグラハルトの下には、グリードから言伝が伝えられている筈はずなのだから。

　亮真は腰に差した鬼き哭こくの感かん触しよくを確かめる。

（予定よりも少し早いが、お前さんに働いてもらうとしよう……良いな？）

　そんな亮真の問いに鬼哭は刀身を震わせて応える。

　まるで、速く生贄の血を啜らせろと催促でもするかのように。

　しかし、そんな亮真を制止した者が居た。

「亮真様……ここは私達が」

　ローラが静かに口を開いた。

　隣となりに立つサーラも無言で頷いている。

　恐らく、亮真が考えている方法に自分達でたどり着いたのだろう。

（止めても無む駄だか……まぁ、弓で注意を引くよりはそっちの方が確実か……）

　正直に言って亮真はローラとサーラを危険な目に遭わせたくはなかった。

　人の上に立つ人間としては卑ひ怯きような言い方だが、この大地世界に召しよう喚かんされてからずっと共に過ごしてきた二人に対しては肉親以上の情を感じている。

　本来なら、真っ先に指名してもおかしくない実力者を意図的に除外していたのもその為だろう。

　しかし、そんな亮真の想いと同じくらい、ローラとサーラは御子柴亮真と言う男に尽くしたかった。

　それが男女の愛情なのか、それとも奴隷という身分から救い出だしてくれた恩人への忠誠心なのかはさておき、そんな二人が亮真だけを危険にさらして平気な筈もないのだ。

　それに、文法術がそれほど得意ではない亮真よりも、ローラ達が遠えん距きよ離りから攻こう撃げきして注意を引いてくれる方が戦いやすいのは確かだ。

　少なくとも、空を飛ぶ鷲王を倒たおすのであれば、文法術による遠距離攻撃の方が遥かに効率的と言えるだろう。

（とは言え、二人にだけ任すというのもな……）

　何せ相手は龍にも匹敵するという怪物。

　二人ならば問題ないと確信してはいるものの、保険は掛けておく方が良いに決まっている。

「分かった。合図をしたら派手にぶちかましてやれ」

　そう言うと亮真は、状況がつかみきれないオリビアへと向き直る。

「そういう訳だ。俺おれ達たちが囮になってあれを引き付ける。オリビア達はこのまま来た道を戻って迂う回かいしてくれ。今夜の野営予定地で合流しよう」

　その言葉にオリビアは絶句した。

（この人達は……正気なの？）

　その想いが心の中を駆かけ巡る。

　いったいどこの指揮官が、自ら進んで死地へと赴おもむこうと望むだろう。

「本気……ですか？」

　オリビアの問いに、亮真は朗ほがらかな笑えみを浮かべて頷いた。

　そして、静かに体内のチャクラを回し始める。

「行け！」

　どちらにせよ、やると決めたからにはグズグズしている時間はない。

　その声を合図に、三人は隊列から離はなれ一気に尾根を駆け上あがっていく。

　武法術によって強化された体が人を超こえた速度を発揮する。

　風が唸うなり声ごえを上げ、景色が飛ぶように後方へと流れていく。

　そんな亮真達の行動を目め障ざわりに感じたのか、頭上を旋回していた鷲王がその動きを止める。

　一気に高度を下げ始めた鷲王。

　それに際して、亮真は周囲の地形に素す早ばやく目を配ると、多少地面の開けた場所で腰の鬼哭を抜ぬき放った。

「二人共、今だ！」

　その声に従って、ローラとサーラの唇くちびるから詠えい唱しようが零こぼれた。

「「風よ、風よ、全てを薙なぎ払はらいし大いなる神の息い吹ぶきよ。今汝なんじが子の願いを聞き、万ばん象しよう一いつ切さいを神の御許もとへ帰さん！」」

　謳うたうような詠唱。

　しかし、それは聞く者に死を告げる歌声だ。

　五つのチャクラが回転を始め、マルフィスト姉妹の体に生気プラーナが満ちてゆく。

　そして、最後の詠唱と共に二人の両手が天へと掲かかげられた。

「「天覇螺旋風カタストロフイトルネード」」

　それはマルフィスト姉妹が会え得とくしている文法術の中でも最高位の術。

　その瞬しゆん間かん、天空に暗雲が経ちこみ始めた。

　そして、徐じよ々じよに大気が唸りを上げ始める。

　やがて二つの渦うずが雷らい鳴めいと共に姿を現した。

「「くらぇぇぇぇ！」」

　それは、万ばん物ぶつの一いつ切さいを切きり裂さき穿うがつ神の槍やりだ。

　天に掲げられていた四本の手が一斉に鷲王へと向けられる。

　その瞬間、天と地を繋つなぐ二本の竜たつ巻まきが鷲王の巨きよ体たいを巻き込んだ。

　大地に鷲王の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡る。

　それはそうだろう。

　例えるならば、回転している二つのミキサーの中に手を突っ込む様な物なのだ。

　肉と骨の区別もなく、粉こな微み塵じんに砕くだかれていく鷲王。

　やがて、その断だん末まつ魔まの悲鳴が空へと泡の様に消えていく。

「亮真様！　止とどめを！」

　ローラの叫さけぶ声と共に竜巻が姿を消し、鷲王の体が大地へと打ち付けられた。







第三章　第二の難関







　眼下に広がる大平原を前に、亮りよう真まは深いため息をついた。

　ここはノティス平原とその北に広がる森林地帯との境界線にほど近い高台だ。

　もう少し南に足を進めれば、目標であるノティス砦とりでが見えてくるだろう。

「何とか山岳地帯は越えられたか……」

　このノティス平原へとたどり着くまでにかけた日数は実に三週間余りにもなる。

　何せ、メンフィスの南から山岳地帯に入ると、そのままオルトメア帝てい国こくの警けい戒かいに引っかからないように注意しながら、山やま裾すそを移動してきたのだ。

　その間、グリンディエナより預かったエルネスグーラの騎士達は数百人余りも命を落とした。

　勿もち論ろん、それはこの策略を選択した時から分かり切っていた犠牲ではある。

　何せ、亮真が今回の作戦の手本としたハンニバル・バルカのアルプス越ごえでは、何万という兵士が犠牲になっているのだ。

　無論、ハンニバルの方は雪深い冬のアルプス越えであり、こちらは怪かい物ぶつ達たちの犇く秘境の踏とう破はという違ちがいはある。

　だが、人じん跡せき未み踏とうとも言える道なき道を切り開いて敵領内へ切り込もうというのは同じ事と言えるだろう。
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（やはり、オリビア達を切り捨てないで正解だったな）

　つい先ほど残りの報酬を支払って別れた冒険者達の顔が脳裏に浮かぶ。

　鷲王の襲しゆう来らいの後、彼の化け物を撃げき退たいした亮真達三人は、当初の予定通りに野営地でオリビア達と合流を果たした。

　その時のオリビア達の顔ときたら、まるで幽ゆう霊れいにでも出会ったかのような顔をしていた。

　まぁ、鷲王との遭遇は普ふ通つうに考えて全ぜん滅めつの危機だ。

　何せ、その巨体だけでも脅威なのに、鷲王は空を飛ぶ。

　それこそ、強力な弓矢を用いるか、腕うで利ききの文ぶん法ほう術じゆつ師しでも居なければ、傷一つ付ける事は出来ないのだ。

　だが、そんな強敵に対して亮真自身が囮役を買って出たのは大いに意味のある事だったと言えるだろう。

　何せ、まがりなりにもこの一団の指揮官が囮となった上に、鷲王を討ち取とったとなれば、多少の不満などは跡あと形かたもなく吹き飛んでしまう。

　実際、今回の作戦に懐かい疑ぎ的てきであったエルネスグーラ王国の騎士達の態度も、かなり改善されてきている。

　そして、それはオリビア達にも同じ事が言えた。

　まぁ、彼女達にしてみても鷲王を僅わずか三人で討ち取るという偉い業ぎようを成なし遂とげた人間の怒いかりを買うような愚ぐ行こうは避さけたい所だろう。

（俺おれはほとんど何もしてないけどな……）

　実際、鷲王はマルフィスト姉妹の放った法術によって既に虫の息だった。

　亮真のした事と言えば、か細い呼吸音を繰り返す鷲王の心臓を伊賀崎衆から預けられた鬼哭で貫つらぬいた事くらいだろう。

　それでもまぁ、亮真達三人で倒したという話は嘘うそではない。

　言うなれば真実の脚きやく色しよくとでも言うべきだろうか。

　とは言え、最大の殊しゆ勲くん者しやであるマルフィスト姉妹が率そつ先せんして亮真の手て柄がらを周囲に吹ふい聴ちようしている以上、今いま更さら真実を語ったところで無駄だろう。

（まぁ、棚たなぼたとでも思っておきますか）

　実際、勘かん違ちがいしてくれている方が亮真にとって都合がいいのは確かなのだから。

　そんなことを考えていると、後方からサーラが耳打ちをした。

「亮真様……咲夜さんが天幕でお待ちです」

　その報告を聞いた瞬間、亮真の目が鋭するどさを増した。

　実際、咲夜から齎もたらされる情報次し第だいでは、計画に大おお幅はばな修正が必要になるかもしれないのだ。

「分かった。直ぐに行くと伝えてくれ」

　その言葉にサーラは軽く一礼すると、踵を返し足早に立ち去る。

　その後を追うようにして、亮真は数歩進むとそこで足を止めた。

「さてさて……どうなりますかねぇ」

　そして、そう小さく呟つぶやくと、肩かた越ごしにもう一度前方に広がる平原を見み据すえる。

　未だ見ぬ敵の姿を睨み付けるかの様に。

「それで？　どうだった」

　天幕に入るや否いなや、亮真は目の前で片かた膝ひざを突いて待っていた咲夜へと声を掛ける。

　あまり、礼れい儀ぎを重んじるとは言えない態度だ。

　実際、エルネスグーラ王国の騎士達もそんな飾かざらない亮真の態度に目を白黒させている。

　とは言え、今更そんな亮真の態度をどうこう言うような人間はこの場には居ない。

　まぁ、三週間近くも共に苦楽を過ごしたのだ。

　言うなれば慣れてしまったと言えるだろう。

「はい、事前に調べた通り、ノティス砦の防衛には付け入る隙すきはありません」

「成る程……やはりこの数で力攻ぜめは無む謀ぼうか？」

「はい。少なくとも三重の城じよう壁へきに水掘では……数万の軍勢が必要かと」

　既に分かっていた事だが、どうやらノティス砦の防衛は鉄壁らしい。

（まぁ、分かっていた事だがな……）

　何せ、ノティス砦はザルーダ王国へ侵しん攻こうしたオルトメア帝国軍の生命線だ。

　彼の砦を物資の集積所にしているのも、その難なん攻こう不ふ落らくさ故。

　とは言え、エレナ達が籠こもるウシャス砦の防衛が何時まで持ち堪こたえられるかは不明だ。

　勿論、【ローゼリアの白き軍神】と呼ばれたエレナ・シュタイナーを始め、【暴風】の異名をとるミストの将軍、エクレシア・マリネールや、ジョシュア・ベルハレスと言った将軍クラスが詰つめているのだ。

　如何いかに、オルトメアの皇女、シャルディナ・アイゼンハイトが大軍で襲おそい掛かかろうとも、そう簡単には敗れはしないだろう。

　とはいえ、戦は水物。

　ちょっとした油断が、戦せん況きようを大きく揺ゆるがしかねないのもまた事実だ。

　短期間で決着をつけたいと考えるのも当然だった。

（とは言え、無理な物は無理だしな……当初の予定通りに進めるとしますか）

　多少でも付け入る隙があればという淡あわい期待からの問いだったが、隙が無いのであれば致し方ない。

　亮真自身あまり気乗りする戦法ではないのは確かだが、この際個人的な好き嫌いを考こう慮りよするべきではないだろう。

「砦の守備隊長に変へん更こうは？」

「いいえ、グレッグ・ムーアのままです」

　亮真の問いに、咲夜は首を横に振る。

　その答えに、亮真は内心ほくそ笑んだ。

（水神剣のムーアか……シャルディナが軍団の再編成を行ったと聞いて心配していたが、予定通りだな）

　事前に調べ上げていた通りの人事。

　少なくとも、ここで砦の守備隊長が替わってしまっていると亮真にとって大きな問題なのだが、幸いな事に変更はないらしい。

「良いだろう……それでは当初の予定通り動く事にする。全員手順は分かっているな？」

　その言葉に、天幕の空気が張はり詰めた物へと変わった。

「勿論です。エルネスグーラ王国の騎士の力を御み子こ柴しば殿どのへとくとお見せいたしましょう」

　一人の騎士がそんな言葉を口にすると、周囲も次々と気勢を上げる。

　そんな周囲の言葉に囲まれながら、亮真は静かに頷うなずいた。




　未だに煙けむりの立ち込める村を目の前にしながら、サーラの唇から言葉が零れた。

「これで三つ目ですね……」

　その顔には暗い影かげがこびりついている。

　そんなサーラの言葉に亮真は思わず顔をそむける。

（仕方ないか……）

　事前に分かっていた事ではあるし、覚かく悟ごをしていた事ではあるが、正直に言って実に気が重い作業ではある。

　何せ、ノティス砦の周辺に点在する村々を無差別に焼き討ちしているのだ。

　敵国の村や町を襲って物資を略りやく奪だつするのは、戦場における常じよう套とう手しゆ段だんではあるが、行わずに済むなら行わない方が良いのは事実だろう。

（とは言え、ノティス砦とりで攻こう略りやくには必要な事だしな）

　言い訳をするつもりはないが、亮真とて何もオルトメア帝国に住む民たみを苦しめたくてこんな事をしている訳ではない。

　だが、他に手がないというのであれば話は別だ。

　そういう意味からいけば、今行っている焼き討ちも、戦術の一部でしかないのだ。

　その事は、サーラも十分に理解しているのだろう。

　顔色こそあまり良くはないが、仕事自体はきちんと行っている。

（まぁ、他の村に比べれば、ここは遥はるかにマシだろうしな）

　次々と広場に集められる村人達。

　彼等は少なくとも無謀な反抗さえしなければ殺される事は無い。

　食料や金銭に関しても自由に持って行って良いと告げている。

　まぁ、この大地世界アースで家を焼かれる羽目になった村人達にとってどれだけ救いになるかは分からないが、少なくとも不要な殺しや略奪は一切なしだ。

　彼等には、どうしても生きていてもらわなければならない理由があるのだから。

　とは言え、ここ以外の村を襲しゆう撃げきしている別動隊が何所どこまで亮真の命令に従うかは正直に言って不明でもあるのだ。

　何せ、エルネスグーラ王国やザルーダ王国は、オルトメア帝国と長年敵同士の間あいだ柄がら。

　それこそ、両国に暮らす民の心には、相手国に対しての憎にくしみが満ち満ちている事だろう。

　そんなところに今回の機会だ。

　亮真がその場に居ない以上、積年の恨みとばかりに暴走する人間が出ないとは限らなかった。

　いや、というよりは出て当然と言える。

　盗賊の仕し業わざに見せかける様に命じている事も有って、彼等は容よう赦しやなく、奪うばい、燃やし、犯おかしつくすだろう。

　それは戦争とは言え実に惨むごい光景と言える。

　だが、それが戦争という道を選んだ国に属する民の結果なのだ。

「御お屋や形かた様！　後方に敵てき影えい！」

　周辺を警戒していた伊い賀が崎ざき衆の一人が、勢い込んで駆け寄よって来る。

　その報告に亮真は静かに頷いた。

（グレッグ・ムーア……こちらの予想通りに動いたか）

　ノティス砦の重要性を考えれば、如何に自国の民が襲撃されていようと、軽々しく兵を出すべきではないだろう。

　如何に堅けん固ごな要よう塞さいとは言え、そこに籠る兵士がいてこそ初めて意味を持つ物なのだから。

　しかし、そんな自明の理も別の角度から見れば全く別の結論を導きだすだろう。

（この分なら、他の村にも兵を差し向けているだろうな……）

　幸いな事にグレッグ・ムーアという男は実に優ゆう秀しゆうらしい。

　一いつ介かいの守備隊長でありながら、オルトメア帝てい国こく領りよう内の不安な空気を理解しているのだ。

　まず傑けつ物ぶつと言って良いだろう。

　だが、それこそが亮真にとっては狙ねらい目めだった。

「さて、長居は無用だ。サッサと引くぞ！」

　亮真は唇を釣つり上げて笑った。

　獲物が自分の思い通りに罠わなに掛かろうとしている事を察して。




　それから数日後。遂ついに時は満ちた。

　亮真の眼の前には煌こう々こうと明かりを灯ともした巨大な砦が、何処どこまでも続く平へい坦たんな大地の上にそびえ立っている。

　石造りの堅けん牢ろうな要塞は生半可な攻こう撃げきではびくともしないだろう。

　中には数千に及ぶ守備兵が駐ちゆう留りゆうし、油断なく近づく人間を威い嚇かくする。

　砦の中に設置された倉庫の中には、ザルーダ王国侵攻の為ためにオルトメア帝国の各地から集められた食料と武具が山となって収められている筈だ。

　そして、後方に点在する都市部との連れん携けい。

　もし真正面からの力攻めを選ぶのであれば、数万の兵を集め、多数の攻こう城じよう兵器を揃そろえた上で多くの犠牲を覚悟しなければならない。

　しかし、だからと言って籠ろう城じよう戦に持ち込めば、数すうヶか月げつ以上の月日を費やす事になる。

　だが、それはあくまでも他からの増ぞう援えんを無視した場合での話。

　まさに、難攻不落の要塞というにふさわしい砦だろう。

「あれがノティス砦か……なるほど、事前に聞いた通り確かに大した砦だな」

　馬の背にゆられながら亮真は兜かぶとの面当てを上に持ち上げると、徐々にその姿を大きくしていく砦を見つめる。

　実際、ノティス平原の中央に造られたこの砦は、建造されてから数十年の間、ザルーダ王国に対しての防衛拠きよ点てんとして存在し続けている。

　ザルーダ王国にとってウシャス砦がオルトメアの侵しん略りやくを阻はばむ最後の防ぼう波は堤ていであるのと同じ様に、オルトメア帝国にとってはこのノティス砦こそが東部方面防衛の要だった。

「はい、ですが今ならば……」

　亮真の呟きに傍かたわらにつき従う従者が鈴すずを転がす様な美声で答えた。

　豊かな曲線を描えがく胸。

　面当てを下ろしているので顔は分からないが、兜の隙すき間まからこぼれるのは絹の様な光こう沢たくを放つ銀の髪かみだ。

　ローラの言葉に亮真は肩かたをすくめて頷いた。

「まぁな……その為にあれこれとお膳ぜん立だてをしたんだ。ここで失敗すればエレナさんに合わせる顔がない」

　確かに、正せい攻こう法ほうではノティス砦を落とす事は難しいと言えるだろう。

　だが、手段さえ選ばないのであれば絶対に不可能という訳でもない。

　その為に多くの犠牲と時間を掛けて準備して来た。

　そして、遂に訪おとずれたのだ。

　その千せん載ざい一いち遇ぐうともいえる好機が……

「お待たせいたしました。多少説明に手間取りましたが、我々の入城を許可するそうです」

　砦から馬を走らせて来た騎き士しが、亮真の前で息も絶え絶えに声を張り上げた。

　その姿に軽く右手をあげて労ねぎらうと、亮真は自分の背後に続く長い隊列を振り返る。

（全すべての準備は終わった……連中は俺の予想通りの動きをしている……だが……）

　表面上は平静を装よそおってはいても、亮真の心は不安と焦しよう燥そうで荒あれ狂くるっていた。

　一国の存亡がその分厚い肩の上にずっしりとのしかかっているのだ。

　まともな人間ならば尻しりごみして動けなくなるのが関の山だろう。

　だが、そんな不安定な自分の心の中に、戦うと言う事に対しての飢うえた渇かつ望ぼうが混じっている事を亮真は知らない。

　矛む盾じゆんした思い。

　だが、恐おそれや不安を感じない人間というのは、ブレーキが壊こわれた車の様な物。

　大切なのは、恐れや不安を感じつつも、それをねじ伏せ利用する強さを持つ事。

　勿論、それは矛盾した心の動きだ。

　恐れや不安を感じながらも、それに支配されるなと言っているのだから。

　だがその矛盾こそが、ある意味英えい雄ゆうの資格とでもいうのだろう。

（大だい丈じよう夫ぶだ……きっと上手うまく行く……あの時と本質は何も変わらない）

　唇が緊きん張ちようと興奮でからからに乾かわく。

　何年も前に過ぎ去った筈の子供の頃ころの情景が脳のう裏りに浮うかんだ。

　自分の居場所と誇ほこりを守る為に必死だったあの頃の光景が。

「行くぞ！」

　亮真の言葉に周囲は無言のまま頷く。

　アルーォの町からノティス砦へと続く街かい道どうを、その一団はゆっくりと進んでいった。

　無数の馬と馬車の車輪の音が街道を支配する。

　闇やみ夜よの中で松明たいまつの明かりに照らされ、銀色の鎧よろいが煌めく。

　それは冥府からの死を告げに訪れた使者の群れ……

　オルトメア帝国とザルーダ王国の国境線に程ほど近ちかいノティス平原。

　オルトメア帝国のザルーダ王国侵しん攻こう戦は最後の局面を迎むかえようとしている。

　その舞ぶ台たいはザルーダ王国の守護神と呼ばれたアリオス・ベルハレス将軍が、オルトメア帝国第一皇女シャルディナ・アイゼンハイトの策によって玉ぎよく砕さいを選んだ始まりの土地へと戻もどって来た。




　堅牢なノティス砦の一角に設けられた無骨な執しつ務む室しつ。

　深いため息と共に、ノティス砦の守備隊長であり後方支し援えんの責任者であるグレッグ・ムーアは口から紫し煙えんをゆっくりと立ち上らせた。

「ようやく次の輸送部隊が着いたか……護衛部隊は二千……うむ、何はともあれこれで一息つけそうだな……」

　中央大陸産の最高級品である葉巻の味が、苛いら立だつ心を落ち着かせていく。

「はい、帝てい都とに集められた武具や食料を運んで来たとの事です」

　ムーアは手にしていた葉巻を灰皿の上に置くと、副官から差し出された書類を受け取った。

　確かに、オルトメア帝国の印が押おされた正式なものだ。

「なるほど……しかし、予定されていた護衛よりも大分数が多いようだな？」

「はい……恐らく襲撃を受ける事を前提にしているのではないかと……」

　その言葉を聞き、ムーアのこめかみがピクリと動いた。

「ジョシュア・ベルハレスか……」

　金きん髪ぱつを短く刈かり込んだいかめしい顔だ。

　がっしりとした体格。

　そして、体から発せられる長い間戦場を生き抜いてきた人間の放つ特有の匂におい。

　左の頬ほおに走る裂れつ傷しようの痕あとが他人へ重苦しい威い圧あつ感を感じさせる。

　年ねん齢れいによるものか多少腹が出て来てはいるが、戦士としての力量は疑うべくもない。

　そんな戦士として一流以上の力量を持ちながら、彼がこのノティス砦の守備隊長と後方支援の責任者に任じられているのには当然理由がある。

　ムーアの大きな手が無意識に右足の太ふと腿ももをさすった。

　ノティス平原の戦いにおいて、ザルーダ王国の騎士達と戦い受けた傷だ。

　馬の蹄てい鉄てつに踏ふみつぶされた結果切断を余よ儀ぎなくされ、本来なら既すでに失った筈の足。

　高価な秘薬を湯水の様に使い、高位の文法術師による手厚い治ち療りようの結果ようやく再生した足だが、やはり以前とは違うのだ。

　シミの様にこびりつき、何時いつまでも消えない違い和わ感かん。

　無論、日常生活には何ら支障はない。

　だが、鎧を身に着け愛用の大剣を振るうと、どうしても足の踏ん張ばりが利きかない様な気がして仕方がないのだ。

　武法術の使えない雑ぞう兵ひよう相手ならば何の問題もないだろう。

　法術が使えるかどうかの差はそれほどまでに大きいから。

　法術を会得した直後の若手の騎士が相手でも問題はない。

　自らの力量を見極められない勘違いした戦士など、歴戦の戦士であるムーアの目から見れば雑兵と大差はないのだから。

　だが、武法術を会得し幾いく多たの戦場を生き抜いた歴戦の戦士を相手するには不足だ。

　それはほんの小さな違和感。

　しかし、その小さな違和感が戦場では命取りとなる。

　それが分かっているからこそ、ムーアはノティス砦の守備隊長の任を引き受けたのだから。

（この足さえまともなら……俺自らが前線へ出向いて、シャルディナ殿でん下かと共にザルーダの犬共を叩たたき潰つぶしてやるものを……）

　無論、後方守備という任務を貶けなすつもりもなければ、侮あなどるつもりもない。

　食料物資の補給があってこそ、前線で戦えるのだ。

　だが、長く前線に出て敵を屠ほふって来たムーアにとって歯がゆい事には変わりなかった。

　壁かべに立て掛けられている愛用の大剣へ視線を向ける。

「忌いま々いましい害虫よ……勝敗が既に見えていながら未だに足あ掻がくとはな……親子揃って腹立たしい奴やつらだ。我わがオルトメアの偉業を阻もうとするなど……今からでも我が愛剣の錆さびにしてやりたいところだ」

　長引く戦況。

　最前線がウシャス盆ぼん地ちに釘くぎ付づけとなっている事は伝え聞いている。

　つい先日も、シャルディナからムーアに対して叱しつ責せきの書簡が送られてきたばかりなのだ。

　前線に立てない苛いら立だちからムーアは忌々しげに吐はき捨すてた。

　そんなムーアを副官は必死で宥なだめようとする。

「つい先日ノルティア砦へ向かわせた輸送部隊も、敵の奇き襲しゆう攻こう撃げきによってかなりの被害を出しておりましたから、シャルディナ殿下がお怒りになるのは当然と言えば当然です。ですが、このノティス砦が未だに侵しん攻こう軍ぐんの生命線である事には変わりは有りません」

　何せ、自分の上官は普ふ段だんこそ非常に理性的だが、一度火が付くと止まらない性格をしている。

　それこそ、赤いマントを見た闘とう牛ぎゆうが目の色を変えて闘牛士に襲い掛かる様な物だ。

　まぁ、闘牛は色を識別する器官がないらしく、マントの色が赤いから興奮している訳ではない様だが、この場合の結果は変わらない。

　軍事だけではなく政治や経済についても造ぞう詣けいの深いグレッグ・ムーアと言う男の数少ない欠点と言えるだろう。

「閣下の苛立つお気持ちは私も重々承知しておりますが、下手に動いてジョシュア・ベルハレスの襲撃を受けるような事態だけは避けませぬと」

「一度ウシャス盆地に引いたあの男の軍が再び前へ出ると言うのか？」

　その言葉に副官は深く頷いた。

「あの男は曲くせ者ものです。先日の奇き襲しゆうを最後に、部隊をウシャス砦の周辺へと移動したようですが、隙あらば乾けん坤こん一いつ擲てきの一いち撃げきとばかりに、こちらの急所を狙ってくるかもしれません」

　下手に焚たきつければ、足に違和感がある事など無視して、最前線へと飛んでいきかねない上司を抑おさえようと副官は安全策を提案する。

　勿論、ジョシュアが再び輸送部隊を襲撃する可能性は低い。

　いや、まず皆かい無むと言った方が良い。

　流石さすがにウシャス盆地へ一度兵を引いた以上、再度国境付近へ出てくるのは、ジョシュアの率いる部隊の機動性を考慮してもかなりの負担になるだろう。

　シャルディナの計画する総そう攻こう撃げきの日が近い以上、兵数で劣おとるザルーダ王国側としては一兵でも多く守備に回したいと考えている筈だ。

　しかし、ゼロではないのもまた事実。

　もし仮に、ここで輸送部隊の警けい戒かい度を下げて奇襲を受ければ、戦況は一気に傾かたむいてしまう。

「成る程ほど、確かに一理ある……少なくとも、ウシャス盆地の制圧が終わるまでは警戒を続けるべきだろうな」

「はい、後数日もすれば、シャルディナ殿下がウシャス砦へ総攻撃を開始する筈です。あそこさえ落ちてしまえば後は……」

「ザルーダ王国の南北を両断し、各個撃げき破はか」

　ムーアが唇を吊つり上げ笑う姿を見ながら副官は無言のまま頷く。

　前線からは、シャルディナがついにウシャス砦に対して総攻撃をかける決断をしたと言う情報がもたらされている。

　それを知っているからこそ、国境沿いの山さん岳がく地帯で輸送部隊を襲撃し続けていたジョシュア・ベルハレスが兵をウシャス盆地まで引いたのだ。

「はい……その為にも、後は今回届けられた物資を前線へ運ぶだけです。まぁ、今回来た連中に二千ほど警護の兵をつけてやれば十分でしょう」

　ザルーダの山岳地帯を跳ちよう梁りようしていたジョシュア率いる奇襲部隊は、およそ一万近くと見積もられている。

　とは言え、それはあくまでもジョシュアが率いる全体での話。

　実際に輸送部隊への奇襲をかける際には、数百から数千程度だったと聞いていた。

　狭せまい山間での奇襲だ。

　軽快な機動力を維い持じするという意味でも、それくらいの兵を指揮するのが精いっぱいなのだろう。

　勿論、ジョシュア自身は既にウシャス盆地にいるが、少数の奇襲部隊を山岳地帯の何処どこかに伏ふせていない保証はない。

　とは言え、四千の兵で警護すれば、余よ程ほどの事がない限り問題はないだろう。

「うむ、四千近くの兵力ならば、あの忌々しい若造が兵を伏せていたとしても十分に対処出来る。問題は砦の守備兵の数が一時的とは言えかなり落ち込む事か……」

　副官の言葉を聞きムーアが顎あご鬚ひげに手をあてながら考え込む。

　当初は一万二千を数えたノティス砦の守備兵も、シャルディナの行った軍団の再編成の影えい響きようを受け、今は五千を少し超えるかどうかというところまで低下していた。

　盗とう賊ぞくの襲撃などには十分に対応できるであろうが、幾いくらオルトメア国内とは言え重要拠点を守る数としては非常に心もとない状じよう況きようと言えた。

　その上、最近ではノティス砦周辺の村々が野盗に襲われるという事件が多発している。

　その為、治安回復の為にノティス砦から二千名程が派は遣けんされており、今のノティス砦には三千程の兵しかいない。

　そこから更さらに二千もの兵を輸送部隊の警護につけるとなればノティス砦の守備兵は更に減る事になる。

　幾ら難攻不落の要塞とは言え、かなり危険な状況と言えるだろう。

「周辺の村々へ派遣した部隊の帰き還かんを待つと言うのはどうでしょうか？」

　だが、そんな副官の提案に対して、引出しから取り出した命令書を見ながらムーアは首を横に振ふった。

「いや、前線のひっ迫ぱく具合を考えるとなるべく早く届けた方がいいだろう」

　勿論、ムーアとて今の状況が危険な事は十分に理解している。

　しかし、これからウシャス砦に対して総攻撃を掛けようと言うシャルディナの意志を邪じや魔まする訳にはいかないのだ。

　そのムーアの表情から決意を読み取り、副官は小さく頷いた。

「分かりました。私は準備がございますので、これで失礼します」

　副官が一礼して執務室を後にする。

　その後ろ姿を見ながら、ムーアは小さく呟いた。

「もう少しだ……この戦が終われば全ては元通りになる……」

　オルトメア帝国という国は西方大陸の覇は者しやたらんとする大国ではある。

　しかし、元は大陸中央部に存在した小国でしかない。

　皇こう帝ていライオネル・アイゼンハイトの類まれな手しゆ腕わんと有能な家臣達が近きん隣りん諸国を力で切り取った結果が今の帝国。

　その結果、この国の支配基き盤ばんは他国に比べてかなり脆もろいのだ。

　そして今、オルトメア帝国の支配は大きく揺らいできていると言って良いだろう。

　その最大の理由は、ザルーダ王国侵攻に伴ともない、オルトメア帝国国内における国内警備に空くう洞どう化かが生じた結果だ。

　短期決戦を想定していたシャルディナは国内各地よりかなりの数の兵を引ひき抜いている。

　特に、小さな農村や戦略上あまり重要視されない小都市部などからは、最低限の治安維持部隊のみを残してという場合もかなりの数にのぼる。

　四方を敵国に囲まれたオルトメアにとって国境守備隊から引き抜く事が事実上不可能であった為、致いたし方かたない判断ではあるが、その結果としてオルトメア国内における治安は極きよく端たんに悪化していた。

　特に、主要な街道から少し外れた町や村では盗賊の被ひ害がいがかなり多発している。

　別にムーアは平民を甘あまやかそうと言う訳ではない。

　支配者の義務などという高こう尚しような使命感からでもない。

　この大地世界において大切なのは国家であり個人ではないのだ。

　ましてや、平民の命など塵芥の様に扱あつかわれている。

　しかし、治安の低下は侵略国家であるオルトメア帝国にとって決して放置していて良い問題ではない。

　価値がないと口では言いつつも、平民を完全に無視する様な政策をとる事は難しいのだ。

　治安が悪化するという事は、国の威い信しんに傷がつくという事であり、平民はオルトメア帝国の支配に疑問を持ち始める。

　心の中では平民を家か畜ちくの様に思ってはいても、実際に反乱を起こされればそれはそれで困った事になるだろう。

　勿論、武力での鎮ちん圧あつは可能だ。

　騎士と平民では能力値が違い過ぎるのだから。

　しかし、不満の連れん鎖さが続くとしたらどうか。

　真っ先に税収や交易が直ちよく撃げきを受けるだろう。

　そうなれば、必然的に物資の補給が困難となりかねない。

　ザルーダ王国攻こう略りやくが道半ばな今、国内情勢が悪化すれば結果としてシャルディナ皇女が率いる遠えん征せい軍ぐんは敵地で立たち枯がれしかねなかった。

（今、平民の不満を爆ばく発はつさせては不味まずい。生かさず殺さずが最善……）

　武人でありながらその事を認にん識しきしているムーアは、オルトメア帝国の中でも得難がたい人材と言って良いだろう。

　勿論、広大な国土を誇るオルトメア帝国のこと。

　強いだけの人間ならばムーアに比ひ肩けんする人間は幾らでもいた。

　ムーアよりも学があり智ち謀ぼうに長たけた人間も多い。

　だが、武力と智謀の両方を高い水準で両立出来ている人間は極きわめて少ないのが現状だ。

（もう少し視野の広い人間が補ほ佐さしてくれれば助かるのだがな……）

　そんな思いがムーアの脳裏を過る。

　勿論、先ほどまで居た副官とて無能ではない。

　優すぐれた武人であり、指揮官である戦場では頼たよりになる男だ。

　しかし、今の帝国に必要なのは単なる戦上手ではない。

　つい先日も、アデルフォ近きん郊こうの村々が数百人規模と見られる盗賊団の襲撃を受け、甚じん大だいな被害を出だしている。

　その後始末をする為に、ムーアは帝都オルトメアへ治安維持の為の部隊を派遣するように打だ診しんしていたし、守備隊からかなりの人数を割さいて各地の治安回復に派遣している。

　物資の輸送部隊を安全に行き来させる為にも治安回復は最優先と言って良かったからだ。

　しかし、本来それらの仕事はムーアが担になうべきものではないのだ。

　とは言え、他に出来る人間が居ない以上、致し方ない事でもある。

　また、そういう男だからこそ、シャルディナは足に爆ばく弾だんを抱かかえているムーアにノティス砦の守備隊長を任せたとも言えるのだ。

「シャルディナ殿下……もうしばらくご辛しん抱ぼう下さい……」

　窓の外に広がる満天の星へと目を向けながら、ムーアは遥か彼方かなたで戦うシャルディナへ祈いのるように呟いた。

　それはオルトメア帝国に忠誠をつくす騎士として正しい姿ではあるだろう。

　しかし、だからこそグレッグ・ムーアは気がつかなかった。

　自らの背後に忍しのび寄る死神の姿に……




「ふむ……」

　小さな呟きの筈はずがやけに大きく部屋に響いた。

　ノティス砦の中心にそびえる中央塔とう。

　その最上階の一角に設けられた寝しん室しつのベッドの上に横たわり一人の男が宙を見つめていた。

　幾いく度どこのため息にも似た呟きを漏もらしたのだろう。

「うぅむ……」

　再びムーアが寝ね返がえりを打つ。

　目を閉じ羽う毛もうの枕まくらに顔を埋めるが、また直すぐに仰あお向むけに戻る。

　一体どれくらいの時間こうしていたのだろうか……

　窓の外に広がる闇やみはその濃こさを少しずつ薄うすめようとしている。

　後三十分も経たたずに、地平線から朝日が顔を出す頃だろう。

　ベッドに横になった時間は普段と大して変わらなかった筈だ。

　つまりムーアは何時間も眠ねむれぬままベッドに横たわっていた事になる。

（眠れん……な）

　何かが己おのれの体の中を蠢うごめく様な感覚。

　実にもどかしく、何とも言えない思いがムーアの心を揺さぶっていた。

　戦場において、眠れる時に眠る事と、眠りから目覚めへの切きり替かえは、自分の命を守る上で最も大切な心得である。

　人は必ず眠らなければならない。

　しかしその一方で、いつ何時敵が攻せめてくるか分からない戦場では十分な睡すい眠みんを取れる保証など有る筈もない。

　それ故ゆえに、眠れる時に眠り体を休める事と、敵の来らい襲しゆう時には素す早ばやく意識を鮮せん明めいにする事は戦士として身に付いていて当然の習慣と言ってよいだろう。

　だが、今のムーアはどうしても眠れなかった。

（諦あきらめて起きるとするか……）

　ベッドに起き上がり、枕まくら元もとに置いてある呼よび鈴りんを鳴らした。

「失礼いたします……何かご用でしょうか？」

　次の間に控ひかえていた従者に冷えた水を持ってくる様に命じる。

（ふむ……美味うまい）

　水差しからコップへ水を注ぐと、ムーアは一息に飲み干した。

　程ほど良よく冷えた水が喉のどを滑すべり落おち、体の渇かわきを癒いやしていく。

　思った以上に悶もん々もんとした思いが体を蝕むしばんでいたらしい。

　そうして一息つくと、ムーアは再びベッドの上に横たわった。

　今度は眠る為ではない。

（分からん……一体どうしたというのだ？）

　ムーアの持つ武人としての勘かんがしきりに警けい鐘しようを鳴らしている様な気がする。

　強しいて言えば、戦場で夜や襲しゆうを受ける時に感じる感覚に似ているだろう。

　背筋を虫が這はう様な何とも言えないムズムズとした感かん触しよく。

　しかし、ムーアが居るここはオルトメア帝国の国内だ。

　しかも、強固な石壁と屈くつ強きような兵士に依って守られている鉄てつ壁ぺきの要塞の中。

　確かに、一時期よりは兵数も低下しているが、それでも最前線の野営地ではない。

　仮にノティス平原の中央部に建設されたこの砦が敵てき襲しゆうを受けるとなれば、ザルーダ王国側から襲撃される可能性が一番高いだろう。

　だが、それはつまりザルーダ遠えん征せい中であるシャルディナ率いる遠征軍が敗れた場合にだけ起こり得る可能性だ。

（もし仮に遠征軍が敗れたとなれば、それはオルトメア帝国の存亡に関かかわる大事。いかなる犠ぎ牲せいを払はらおうと絶対に私の下へ報告が届けられる筈だ）

　だが、ムーアの下には未だにシャルディナの敗戦を知らせる報は届いていない。

「やはり気の……いや……」

　そう言い掛けてムーアは小さく首を振るとベッドから降りた。

　そして、壁に立てかけてある愛用の大剣を握にぎる。

（俺が生き残ってきたのは自分の勘を信じてきたからだ）

　独特の複雑な文様が刻まれた鋼の刀身。

　最高級の鍛冶かじが鍛きたえぬいた品に、最上級の術師が付ふ与よ法術の法印を刻み込んだ名めい剣けん。

　数多あまたの戦場をムーアと共に潜くぐり抜ぬけたまさに己の分身と言って良い。

　峻しゆん烈れつな輝かがやきが顔を照らし、手に握った冷たい柄の感触がムーアの心を鎮しずめていった。

　合理的に考えればムーアの胸むな騒さわぎはただの気の迷いに過ぎないだろう。

　だが、勘とは事実の積み重ねと己の経験則から出た答えでもある。

　そして、どちらが正しいのかを事前に判別する手段は存在しないのだ。

　結局は、自分自身が何を信じ、何を信じないかという事に尽つきるだろう。

　そして、その武人の勘は決して間ま違ちがってはいなかったのである。

　今まさに、ムーアの背後から飢えた狼おおかみの群れがその牙きばを剥むき襲いかかろうとして居たのだから……




　砦とりでの中庭に無数の人ひと影かげが蠢いていた。

　彼かれ等らの前には、砦の中庭に停とめられた荷車が長い列を作っている。

　夜も大分遅おそい刻限での入城であった事と、どうせ翌朝直ぐにでもザルーダ王国へ向けて出発するという事で、砦の倉庫へ運び込まれる事なく放置されていた荷物の山。

　勿もち論ろんそれは、夜半頃にノティス砦へ着く様に亮真が調整した結果。

　どうやら人手が足りないらしい。

　まぁ、本来一万を超こえる兵力で守るべき砦を四分の一程度の数で維持しようとしているのだ。

　何処かで手を抜かなければ仕事をこなせるはずもない。

　だがそれこそが亮真にとっては狙い目だ。

（馬ば鹿かが……）

　確かに効率的な選せん択たくだとは思う。

　どうせ翌朝には砦から運び出される事が分かっていて、態々夜よ更ふけに積み荷の出し入れをしたいと思う人間は居ないだろう。

　だが、その一手間を惜おしんだ結果、ノティス砦は大きな代だい償しようを支し払はらう事になるのだ。

　きちんと荷馬車の積み荷を確かく認にんすれば、提出した書類と実際の積み荷に大きな差がある事に気がつく事が出来た筈なのだから。

　目の前の光景に亮真は唇くちびるを吊り上あげて笑う。

「始めろ」

　亮真が手を前方に向かって振る。

　その合図に従い、オルトメア帝てい国こくの鎧を着込んだエルネスグーラの騎き士し達たちが砦の内部へと一いつ斉せいに突とつ入にゆうした。

　彼等が手にしているのは大量の油。

　如何に堅牢な石造りの砦であろうと、一いつ旦たん内部から火が出てしまえば延えん焼しようは免まぬがれない。

　全てを石材のみで作る事は不可能なのだ。

「さぁて、こちらの思おも惑わく通りに踊おどってくれよ……」

　祈る様な小さな呟きが亮真の唇から洩もれる。

　早朝は深夜と並んで、人の警けい戒かい心しんが落ち不意打ちをするのに都合の良い時間帯。

　夜襲を警けい戒かいして徹てつ夜やした警備の兵達たちも疲ひ労ろうから注意力も集中力も落ちる。

　いかにノティス砦が頑がん強きような防ぼう御ぎよ力りよくを誇ろうが、内部から食い破られれば意味はない。

　俗ぞくに負うところの夜よ討うち朝あさ駆がけと言う奴だ。

　やがて、静かに夜明けの時を待っていたノティス砦は混乱の渦うずへと叩きこまれた。

「火だ！　火が出たぞ！」

「消せ！　水だ、水を汲くんでこい！」

　初めは小さなざわめきが、次し第だいに大きくなっていく。

「敵襲だ！　ザルーダ側の敵襲だぞ！」

「違ちがう。落ち着け。部隊毎ごとに集まって命を待て！」

「馬鹿な！　このまま火にまかれて死にたいのか！　早く水を持ってくるんだ」

　燃え盛る火が人の恐きよう怖ふを煽あおり、黒こく煙えんが視界を妨さまたげる。

　火事の恐ろしさ。

　その本質はたとえここが異世界だろうと何も変わりはしない。

　そこかしこから次々に迸ほとばしる怒ど号ごう。

　情報が錯さく綜そうし、誰だれも真実を把は握あくする事が出来ない。

　皆が思い思いの事を口走っていた。

　そして、更にオルトメア兵に扮ふんしたエルネスグーラの騎士達と伊賀崎衆が次々に出で鱈たら目めな流言をまき散らす事で指揮系統の混乱を助長していく。

「頃ころ合あいだな……サーラ、ローラ。それぞれ五百を率いて物資の倉庫を重点的に燃やせ。今なら警備の目も緩ゆるんでいる筈だ」

「「はい」」

　砦内に建てられた兵舎や監かん視し塔とうなどを初めに燃やし、オルトメア側が混乱したところで物資の貯蔵庫へ火を掛ける。

　それが当初からの計画だ。

「良いか、油も火種用の秣まぐさもたっぷりあるんだ。思いっきり派手にやれ！　この砦を丸焼けにしろ」

「「必ずや！」」

　亮真の命令に頷くと、サーラとローラが己の兵を率いて走り出した。

　事前に砦の構造を把握している二人に迷いの色はない。

「さてと、俺おれもそろそろ動きますか……」

　走り去るマルフィスト姉妹の後ろ姿を見つめながら、亮真は腰こしに吊るしていた鬼き哭こくを鞘さやから抜き放った。

「行くぞ。片っぱしから斬きりまくれ！　捕ほ虜りよなど必要ない。皆みな殺ごろしだ！」

「「「うぉぉぉぉぉおおおお！」」」

　その叫さけびに背後に従うエルネスグーラの騎士達から雄お叫たけびが上がる。




　そして亮真達が朝駆けを仕し掛かけた丁度その頃、中央塔でも動きがあった。

「火事だと？」

　地の底から響ひびく様な低い声が部屋に飛び込んできた副官の顔を打つ。

　既に寝ねまき姿から甲かつ冑ちゆうへと着替えて臨戦態勢を整えていたムーアの姿に驚おどろきつつも、副官は報告を続けた。

「はっ！　西さい塔とう東とう塔とうを始め、砦内の各かく棟とうから一斉に火が出ております」

「何だと……一体どういうことなのだ？」

　荒あらい息を整える間もなく叫ぶ側近の報告にムーアは眉まゆを顰める。

「どういう事だ。警備の兵は何をしていた？」

「分かりません。あっという間の出来事で……今、各部隊が懸けん命めいに消火しておりますが……とても手が……今はとにかく消火を最優先と命じています」

　副官の言葉にムーアは黙だまり込んだ。

　確かに、火事の消火は大事だ。

　しかし、この状況下でその命令が果たして正解なのだろうか。

　その疑問がムーアの思考を加速させていく。

　そして、彼かれの脳が事実を積み重ねて行きやがて一つの仮定を導き出した。

　昨晩から感じていた違和感がムーアの中で明確な確信となった瞬しゆん間かんだ。

　落ち着いて考えれば不自然な点は幾らでもあったのだ。

（しまった……連中はやはりザルーダの……ならば、狙いは俺の首か？　いや、不味い。連中の狙いがあれなら、ザルーダ遠征はとん挫ざしてしまう。最悪シャルディナ殿下も……）

　確かに、消火活動は最優先ではある。

　だが、明らかにこの火事は誰かに仕組まれたものだ。

　決して、ありきたりな火の不始末などではない。

　そして真の狙いは……

「馬ば鹿か者ものが！　持ち場を離はなれる奴があるか」

　鋭するどい舌打ちと共に、ムーアは脇わき目めも振ふらずに駆かけ出した。

（まだ何とかなる……今ならまだ……）

　混乱した指揮系統を鎮ちん静せい化かさせ、ムーアが効率良く命令を出せばまだ形勢を覆くつがえす事が可能な筈だ。

　ただし、その為にはムーア自身が陣じん頭とう指揮をとる必要がある。

　己の姿を兵達に見せ鼓こ舞ぶしなければならないのだ。

「し、しかし……これは一体どうなって……」

　慌あわただしく寝室を飛び出したムーアの背中を副官が必死の形相で追い掛ける。

　その後には警護として中央塔に詰つめていた数十人程の兵士が続いた。

　階段を必死の形相で駆け降おりるムーア。

　甲かん高だかい鎧の金属音が砦の中に木霊こだまする。

　だが、中央塔の一階まで駆けおり、扉とびらから中庭へ出ようとしたムーアの前に無数の人影が立ち塞がった。

「何だお前達は！　ムーア隊長の前を遮さえぎるとは一体何を考えている！」

　副官が声を荒らげたのも無理はない。

　身分の隔へだたりが激しい大地世界の事だ。

　上級騎士であり、ノティス砦の守備隊長を任せられているムーアの前に立ちはだかり、行く手を遮る様な人間などこの場には存在しない。

　状況が状況なので副官としても本気で罰ばつするつもりはない。

　だが、秩ちつ序じよの回復を周囲に見せつけるには丁度良い生いけ贄にえと言えた。

「貴様、何処の部隊の者だ。名を名乗れ！」

　行く手を遮っていた人壁が左右に分かれ一人の男が前へと進み出る。

　その堂々とした足取りにかすかな違和感を感じながらも、副官は声を張り上げた。

「兜を取れ！　顔を見せろ！」

　無む警けい戒かいのまま男へ向かって足早に近寄る副官。

　だが、その時ムーアは目の前に立ちふさがる兵士から、何か嫌いやな物を感じた。

「待て！　そいつから離れろ！」

「えっ？」

　ムーアの叫びが砦の中に木霊する。

　そして次の瞬間、思わず後ろを振り向むいた副官の腹に何か冷たいものが刺さし込まれた。

「う……うぅ……ゲボッ」

　それは散々腹の中身をかき回しながら外に向かって出ていく。

　副官の喉の奥おくから鉄の味がするドロリとした何かが込み上げてくるのを感じながら、副官は床ゆかの上へと倒たおれた。

　戦場で幾度となく味わった懐なつかしい味だ。

「何……故だ……」

　男の手に握られた血ち塗ぬられた刀を見つめる副官の目から、次第に力が抜けていく。

　まるで霧きりがかかったような視界。

　瞳ひとみから次第に光が失われていく。

　だが、副官には最後まで己がなぜ殺されたのかその理由は分からなかった。

「やはり、そういう事だったか……貴様、ザルーダの王国の手の者だな」

　その言葉にムーアの背後に控えていた兵士達が一斉に剣を抜いた。

　目の前で繰くり広ひろげられる展開についていけず茫ぼう然ぜんとしていた彼等を、ムーアの言葉が現実へと引き戻したのだ。

「名を聞いておこうか……」

　底冷えのする声。

　限界まで研とぎ澄すまされた殺意がムーアの体から放出される。

「えぇ、良いでしょう」

　そう言うと、男は被っていた兜を外した。

　その後に現れたのは、人の良さそうな男くさい顔だ。

　魅み力りよくがない訳ではないが、好みの分かれるところだろう。

　しかし、見る者を強きよう烈れつに引き付ける何かを持っている男だ。

「お初にお目にかかります。ローゼリア王国ウォルテニア半島領主、御子柴亮真と申します。どうぞお見知りおきください」

　朗ほがらかでまるで太陽の様な屈くつ託たくのない笑えみ。

　そして、敵を目の前にしていながら丁てい寧ねいに頭を下げる。

　だが、その人の良さそうな柔やわらかな笑みが、今のムーアには恐ろしかった。

　まるで人の形をしていながら人ではない、何か得体のしれない物を目にしたような気がして。
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第四章　収しゆう穫かくの時







　中央塔一階に設しつらえられた大広間。

　両者が睨にらみあいを続ける中、鎧のぶつかり合うカチャカチャと言う音が響く。

　周囲から聞こえてくる荒い息いき遣づかいは、自分達を半円状に取り囲む十倍以上の敵兵に対しての恐怖からだろうか。

　いや、目の前で悠ゆう然ぜんと立つ男の放つ何かを感じているのだ。

　しかし、先ほど男が名乗った名前をムーアはどこかで耳にした覚えがあった。

（御み子こ柴しば？　聞き覚えがある様な……）

　その瞬間、シャルディナの副官である斉さい藤とうと帝都で交かわした内容が鮮明に蘇よみがえる。

（そうか……この男がガイエス様を……）

　ムーアは目の前で薄ら笑わらいを浮かべる男の顔を見つめた。

　一見、体格の良い何処どこにでもいそうな青年だ。

　人の良さそうな笑え顔がお。

　だが、その瞳の奥おく底そこに隠かくされた剣けん呑のんな光をムーアは確かに見た。

　それはオルトメア帝国というものに対しての憎ぞう悪お。

（擬ぎ態たいか。なるほど……確かにこいつは我が国くににとって危険だ……）

　御子柴亮りよう真まに対しての噂うわさ話ばなしをムーアは斉藤から今まで幾度となく聞いている。

　一番危険な獣けものとは、自らの牙を意図的に隠す獣。

　その上、この獣には毒がある。

　智謀という名の毒があるのだ。

（こいつの噂は嫌になるほど聞いている。慎しん重ちようで抜け目めない男だ。そんな奴が幾ら有利とはいえ、自ら前線に立つなど……）

　ムーアは傍かたわらに立つ側近へ小さく目配せして、顎あごで階段を上がる様に指示する。

　それは本当に小さなサインだったが、長年の付き合いからその側近は、ムーアの伝えたい事を正確に理解した様だ。

　数人の兵を引き連れ側近の一人が塔の階段を足早に駆け上がって行く。

（これで良い……時間さえ稼かせげれば最悪は防げる筈だ）

　この中央塔の書庫には、決して敵に渡わたす訳にはいかない様々な物が保管されている。

　側近の後ろ姿を横目にムーアは小さく頷うなずくと、視線を目の前で笑みを浮かべたまま動こうとしない亮真へと向けた。

（余よ裕ゆうか……それとも何か狙ねらいがあって動かないのか？　まぁ良い。時間を稼ぎたいのはこちらも同じだ）

　なにしろオルトメア帝国と言えば、西方大陸中央部の覇者として海を隔てた他の大陸にまでその名を轟とどろかせている大国だ。

　そんな巨きよ大だいな帝国から逃にげ切った、ただ一人の男。

　奴ど隷れい以下とすら言える異世界人の分際で、オルトメア帝国を支える柱の一人であった首席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しガイエス・ウォークランドを殺害し、帝国の面子を潰した逃とう亡ぼう者しや。

　表向き、ガイエスの死は事故死という事で処理されている。

　一国の重臣が皇帝の住まう城の中で殺され、犯人が国外逃亡したなど、とても公おおやけに出来る筈もなかったからだ。

　そして、絶対的な権力を持つ皇帝の命令の下、閉へい鎖さ的てきな城の中での出来事だった事も功を奏した結果、オルトメア帝国はなんとか面子を取とり繕つくろう事が出来た。

　だが、真実とは隠そうとすればするほど漏れやすいものだ。

　一いつ般ぱんの国民までには伝わっていなくても、国の仕事に携たずさわる人間ならば一度や二度は噂を耳にしていて当然だった。

　国の面子を重んじ決して声こわ高だかには語られないが、御子柴亮真はオルトメア帝国にとってまさに仇きゆう敵てきとも言える存在だろう。

　しかし、周囲の様子を素早く見まわし、ムーアは鋭い舌打ちをした。

（だが、不味いな……皆この男の雰ふん囲い気きに呑のまれている）

　帝国を窮きゆう地ちへと追いやった男を憎にくんでいない訳ではないのだろう。

　しかしその一方で、ムーアの周りを固める騎士達からは、称しよう賛さんとも恐怖ともつかないざわめきが生まれていた。

　単純に考えればオルトメアの騎士達にとって御子柴亮真は憎んでも憎み切れない敵でしかない。

　ここ最近のオルトメア帝国の苦戦。

　それらは全すべて軍師役であった主席宮廷法術師であったガイエス・ウォークランドの死によって始まっているのだ。

　そして、そうなった全ての元げん凶きようはこの目の前に立っている男にある。

　しかし、武人として、また一人の男として、ムーアの心の中でさえも、何処かで御子柴亮真と言う人間を認めていた。

　何しろ、己の身一つで警備の厳重な帝てい都とオルトメアを脱出し、たび重なるシャルディナの追つい撃げきを振り切り国外へ逃亡してのけたのだ。

　国家と個人。

　彼ひ我がの力の差は比べるまでもないだろう。

　天地以上の隔たりが両者の前に横たわっている。

　それにも関わらず、目の前の男はオルトメア帝国の牙を潜り抜けて見せたのだ。

　その功績と実力は、敵であるオルトメアの騎士達から見ても認めない訳にはいかない。

　人は自分にない物を持つ人間に憧あこがれを抱く。

　たとえ敵味方に分かれていようとも……

（仕方がない、ここは少し時間を稼ぐ事に専念するしかないな……）

　最悪よりはほんの少しだけマシと言うだけの選択。

　だが、今のムーアにはそれ以外に選べる道はない。

　周囲の反応を予想していながらも、ムーアは重苦しい口を開いた。

「なるほど……噂に違わぬ面白おもしろい男だな。前線に我が国の注意を引きつけ、こちらの食しよく糧りよう庫こを焼やき討うちし戦わずして遠征軍を崩ほう壊かいさせるか……」

　なるべく余裕を見せる為ために落ち着いた口ぶりを心がけたが、所しよ詮せん無む駄だな悪わる足あ掻がきだったらしい。その言葉に、周囲の視線が一斉にムーアへと注がれる。

　眉一つ動かさず、相変わらず悠然と笑みを浮うかべているのは目の前に立つ亮真だけだ。

　その態度が、ムーアの予想が正しかった事を示し唆さしている。

（無理もない。俺ですらこの状態になるまで気がつかなかったのだ）

　予想外の言葉に絶句する周囲の視線を感じながら、ムーアは折れそうになる自らの戦意を必死で保とうとする。

　予想はついていた。

　だが、それを言葉にした途と端たん、それは重圧となってムーアの体を締しめ付つける。

　大軍を用い、ザルーダ王国の領土を一方的に侵しん略りやくしていたと思っていたのだ。

　それが一いつ瞬しゆんでひっくり返された。

　兵士達が動どう揺ようするのも当然と言える。

　圧あつ倒とう的てきに有利だと思われていた自分達が、実は薄い氷の上ではしゃいでいる愚おろか者ものに思えた。

（何と言う男だ。全て計算されているのか……まてよ、そうなると、近隣の村や町を襲おそったと言う盗賊団……あれもこの男の差し金か？）

　ムーアの中で少しずつパズルのピースが組み合わさり、一つの形を描えがき出していった。

　そもそも、ノティス砦の周辺に点在する町や村が一斉に襲われ、救きゆう援えん部隊を差し向け兵力の低下したタイミングをつかれるなど、あまりにもムーアにとって不利に傾きすぎている。

　これを偶ぐう然ぜんと思えという方が無理だろう。

（だが、一体どうやって国内に侵しん入にゆうした？　ザルーダやエルネスグーラに接する国境線は特に厳重な監かん視しをしていた筈だ……いや待てよ……まさかこいつ）

　考かんがえ得うる可能性はただ一つ。

　しかし、それは過か酷こくな道だ。

　確かに現実問題として、ザルーダ王国からエルネスグーラ王国までの広大な国境線を完全に監視出来る筈はない。

　衛星からの監視も無線機も大地世界アースにはないのだ。

　街と街を繋つなぐ街かい道どうは西方大陸の縦横に張はり巡めぐらされ、その管理も明確になっている。

　しかし、街道から離れた辺境と呼ばれる深い森や険しい山岳などの無人地帯では、国境線と言っても扱いは非常に曖あい昧まいなものだ。

　地図上では国境線を引いていても、実際に監視者がいる訳ではない。

　あくまでも街道の要所や都市を起点とした監視に過ぎなかった。

　だから、街道を避さけ未開の地である森林地帯や山々を越えれば、理論上は何処の国へも侵入する事が出来る。

　実際、冒ぼう険けん者しやや傭よう兵へいと言った戦いを生業とする人間や、盗賊などの裏社会に属する人間が街道を避けて森越えや山越えを行う事は珍めずらしい事ではないのだ。

　しかし、軍隊規模の人間を動かすとなれば話は全く変わってくる。

　補給の問題に始まり、行軍速度は大きな問題となるだろう。

　何せ、まともな道などないのだ。

　行軍速度から必要な時間を割り出す事など不可能に近い。

　その上、いくら危険を冒おかして道なき道を進もうが、その規模の大きさから考えて完全に動きを消すことは難しいだろう。

　どれほど腕うでが悪い間者であろうと、見み逃のがす事はまず有り得ないし、発見される危険性は、軍の規模が大きくなればなるほど増加していくだろう。

　だが、獰どう猛もうな怪かい物ぶつが蔓延はびこる辺境を安全に通とおり抜けるとなれば兵数を増やしていくしかない。

　その上、地図に関しても決して現代で使われるような精せい巧こうなものではないのだ。

　測量技術そのものが国家の管理となっており、国内の地理は軍の機密情報として扱われる。

　そんな状況で、辺境や敵国の詳しよう細さいな地理が描かれた地図など在る筈もなかった。

　安全をとれば兵数を増やす必要があり、行動を読まれまいとすれば兵数を抑おさえるしかなくなる。相反する二つの条件。

　だからこそ、大地世界では長い歴史の中で幾度か実じつ施しされはしたものの、戦術の一つというよりは博打ばくちや奇き跡せきとして考えられてきた訳だ。

　だが、今ここにその奇跡が再現されたのだ。オルトメア帝国にとって最悪な状況下で……

「全ては貴様の策だな……」

「えぇ、かなり苦労しましたがね」

　ムーアの問いに亮真は肩かたを竦すくめて答えた。

　短い言葉だったが、ムーアは亮真の言いたい事が手に取るように理解出来る。

「盗賊団の襲しゆう撃げきはノティス砦を中心にしてかなり広こう範はん囲いに散らばっていた。細かく分けた少人数の部隊で国境を越えさせ、村や町を襲撃という訳だな」

「えぇ、注意するべきはメンフィスを出発する際にこちらの意図を読まれないようにすることでした。後は、ザルーダ王国の騎き士しとベルハレス将軍が作られた私兵団の中から、辺境の地理に強く腕の立つ人間を厳選して山さん岳がく地帯を抜けさせるだけでしたからね。かなり博打に近かったんですが上手うまくいきましたよ」

　ちなみに、ザルーダの騎士達が使ったルートだが、それは亮真がガイエスを殺害してシャルディナに追われていた際に使用したノティス平原の北に広がる森林地帯を経由して山岳地帯へと至るルートを逆にたどった物。

　亮真としても、まさかこんなところで役立つとは思いもよらない事だった。

「ベルハレスの私兵？　紅月団の事か……」

　今は亡なきベルハレス将軍が作った私略部隊。

　元盗とう賊ぞくを集めただけあり、彼等は凶きよう悪あくで情け容よう赦しやがない。

　その名はオルトメア帝国の東部に住む住民達に蛇だ蝎かつの如く嫌けん悪おされ憎まれていた。

「どうやら最初から彼等にはオルトメア領内の地形を把握するように命令が出ていた様ですね。今回はそれを有効活用させてもらいました」

「勝つ事が全てだと……そう言うつもりか？」

「えぇ、たとえ犯罪者でも利用価値があれば使いますよ。勝つ為に……ね」

　そう言って亮真は穏おだやかな笑みを浮かべる。

　実際、帝都よりの脱だつ出しゆつ行の途と中ちゆうで彼等と刃を交えている亮真自身も、紅月団の面々が非常に凶悪な犯罪者である事を理解していた。

　ローラやサーラなどは亮真が助けなければ、その純潔を無残に奪うばわれていただろう。

　亮真の持つ正義感とは正反対の人間達。

　好きか嫌きらいかだけで言えば、亮真は彼等が嫌いだった。それこそ皆殺しにしたい程ほどに……

　しかし亮真には、それにこだわり勝機を逃のがすつもりはなかった。

（何と言う男だ……こいつは、一体なんなのだ？）

　別に連中の行いを全て水に流し許す必要はない。

　ただ、連中の力が必要な間だけ我が慢まんするだけだ。

　そんな思いを亮真の目から察し、ムーアは思わず息を呑んだ。

　それは戦士や騎士の考えではない。正にそれは老練な政治家や外交官の考え方。

　その鋼の様な意志を前にムーアは恐怖を感じた。

（こいつを生かしておくことは出来ん……この男は我わが国にとってあまりに危険だ）

　この不利な状じよう況きよう下であっても、ムーア一人ならば切り抜けられる可能性は残されていた。

　勿論、ムーアの実力と手に握りしめた法剣の力を最大限に発揮し、周りを守る部下達の命を犠牲とすれば……だ。

　だが、ムーアは逃げる事よりも戦う事を選ぶ。

（時間は十分に稼いだ……後はケリをつけるのみ）

「俺と一いつ騎き打うちをしろ！　御子柴！」

　唐とう突とつな言葉。

　この場の誰もが驚きの視線をムーアへ向けた。

　確かに、勝敗はこの場に居る誰の目にも明らかだ。

　そういう意味から言えば、この劣勢をひっくり返す手段は将同士の一騎打ちしかないだろう。

　しかし、それはあくまでもムーアの都合でしかない。

　常識的に考えて、亮真がムーアの挑戦を受ける必要などないのだ。

　しかし、亮真が絶対に断らないと言う確証がムーアにはあった。

　この申し出を拒こばむくらいならば、最初からこの場に姿を現す筈がないのだ。

（だが、何を企たくらんでいようが関係ない）

　戦意がムーアの体を駆けめぐり、闘とう志しが折れかけた心を奮い立たせる。

　全身の筋肉が膨ふくらみ、血が沸わき立つ。

　会陰のチャクラ、ムーラダーラが高速で回転を始める。

　それは荒あれ狂くるう生気プラーナの流れ。

　ムーアは静かに息を整え、生気の流れをコントロールしていく。

　そしてムーアの意志に従って、第二、第三のチャクラであるスワーディシュターナとマニプーラの二つがゆっくりと動き始める。

（準備は出来た……たとえ刺し違えようとも……貴様はここで殺す！）

　手に握る愛剣がムーアの意志に従い、刀身に刻み込まれた文様が青白き光を放ち始めた。




　黒煙をまき散らしながら盛大に燃え上がる食しよく糧りよう庫。その中に納められた兵ひよう糧ろうの燃える焦こげた臭いが辺りに充じゆう満まんしている。

　周囲から響く剣けん戟げきの打ち合う音と怒号。

　そして、無数の悲鳴と苦痛。

　それは、おびただしい死者を生み出す殺さつ戮りく劇だ。

　そんな戦場の中で身じろぎ一つせずに立ち尽くすローラの視線は、ただジッと火の明かりで赤に染められた中央塔へと注がれていた。

「お姉様。こちらは？」

　無数の鎧よろいが打ち合うガチャガチャと言う音と共に、背後から鈴すずを転がす様な声が掛けられた。

　戦場には似つかわしくない美声だ。

　その言葉に、ローラは後ろを振ふり返かえる事なく答える。

「えぇ、問題ないわ。亮真様がムーアを足止めしてくださっている御お蔭かげで倉庫の方は順調に燃えている。今いま更さら消火活動を始めてもこの火の勢いを止める事は不可能でしょう……たとえムーアの持つ水を操あやつるという法剣の力を使ったとしてもね……」

　目の前に立ち並ぶ倉庫からは盛大な火の粉が飛び散っている。

　今回持ち込んだ輸送物資の中の大量の油を惜しみなく使った結果だ。

　初期の段階ならばいざ知らず、ここまで燃え広がれば最も早はや人の手で止める事など出来ないだろう。

　勿論、砦の守備隊長であるムーアが自ら陣頭指揮を執とればほんの僅わずかに可能性があるが、亮真に足止めされている現状では望むべくもない仮定でしかない。

「そっちの首しゆ尾びは？」

「こちらも特に問題はありません。連中は私達を味方だと信じ込んでいましたから……突とつ然ぜんの火事で指揮系統も混乱していますし、オルトメア兵を始末するのは簡単でしたよ」

「そぅ、どうやら怪我けがもない様ね……貴女あなたが無事で良かった」

　血に濡ぬれた鉄の剣を握りしめながら答えるサーラに視線を向ける事なく、ローラは小さく頷いた。

　確かに声の感じから状況を把握する事は出来る。

　だが、本当に心配ならばもっと違った態度を表しても良い筈だ。

　しかし、そんな姉の態度に怒いかりを露あらわにする事もなくサーラは静かにローラの横に立った。

　サーラ自身、姉と同じ思いなのだ。

　信しん頼らいしていた家臣に裏切られ、戦いくさ奴ど隷れいとして売られようとしていた自分達に人間としての自由と尊厳を与あたえてくれた老ふけ顔の青年。

　その命はマルフィスト姉妹にとって絶対のものだ。

　それこそ、自らの命を躊ちゆう躇ちよなく犠牲に出来る程に……

「今いま頃ごろ亮真様は……」

　サーラの声に含ふくまれた微かすかな憂いを感じ、ローラは視線を改めて隣となりに立つ妹へと向ける。

「恐おそらく……ムーアと一騎打ちをされている頃ころかしら？」

　ローラに何か確信がある訳ではない。

　事前の打ち合わせでもそこまで言げん及きゆうはしていないのだ。

　だが、高い武名を持つグレッグ・ムーアの首を取る事が出来れば、この戦いくさが終わった後の論功行賞で更さらなる恩賞が見込める。

　それは、ウォルテニア半島の発展と自分の基き盤ばん造りに積極的に動こうとしている亮真にとって実に魅み力りよく的てきな話だ。

　金にしろ資源にしろ権利にしろ、全てにおいて今の亮真には足りてはいない。

　御子柴亮真の性格から考えれば、この機会をむざむざ見捨てるとは思えなかった。

「やはり……私達も向かった方が？」

　不安と憂いに満ちた言葉。

　どれほどムーアが強かろうとも、数の勝負に持ち込めば殺す事は不可能ではない。

　だが、ローラは静かに首を横に振った。

「必要ないわ……本当に勝算がないのであればあの方は決して勝負をしない。それはサーラも分かっているでしょう？」

　亮真はシモーヌや伊い賀が崎さき衆から事前に多くの情報を集めていた。

　そこから浮かび上がったのは、御子柴亮真がグレッグ・ムーアよりも弱いという事実だ。

　何しろ、ムーアは最高で第四のチャクラであるアナーハタまで目覚めさせる事が出来るのだから。

　武法術を会え得とくしたとはいえ、幾いく多たの戦場を潜り抜けてきたムーアと比べれば、術者としても戦士としても亮真は大きく見み劣おとりする。

　そして、ムーアの持つ法剣の性能。

　いかに御子柴亮真が異世界人という特性を備えてはいても、実戦経験や武具の差までは埋うめる事が出来ないのだから。

　だから、サーラの心配は正しい。

　それはローラとて理解している。しかし、それでもなおローラは亮真の勝利を疑いはしなかった。

　いや、信じようと必死なのだ。

「私達はただ自分の役目を完かん璧ぺきに成せば良いの」

　心の奥から絞しぼり出だすような声。

　心配でない筈はずがない。戦いと言うものに絶対がない事をローラは知っている。

　それは亮真を信頼しているとかしていないとかいう問いとは無関係な問題。

　大切な人間の側にいたいと思うのは自然な心だった。

　しかし、その一方で自分達に与えられた仕事の重要性もローラは十分に理解している。

　それは主人の身を案じると共に、主人の信頼に応えたいと言う思い。

　その葛かつ藤とうがローラの言葉に滲にじんでいた。

「幾いくら奇き襲しゆうを受けて指揮系統が混乱しているとはいえ、時間が経たてば混乱はやがて鎮静化してしまう。オルトメアの兵士達を生かしていては危険なだけよ。余計な心配をせずに自分の仕事に専念なさい」

　その目に浮かぶのは鋼の意思。

　だが、微かに肩が震ふるえているのをサーラの目は見逃さなかった。

（お姉様……）

　言いたい事は幾らでもある。

　だがローラの心中を察し、サーラはもう一度だけ中央塔とうへと視線を向けると静かにその場を後にした。

　自らの役目を果たす為に……




　ローラとサーラの視線が中央塔へと向けられていた丁度その頃、亮真とムーアの戦いもまた序じよ盤ばんの睨みあいを終え、勝負は佳か境きようへと差さし掛かっていた。

　鈍にぶい銀色の光が亮真の顔を照らす。

　伊賀崎衆の中でも指折りの鍛冶が打った鉈なた以上の厚みを誇ほこる戦場刀。

　鬼哭と名付けられたそれは、歴史に名を刻む様な名工の作り出した刀と比ひ較かくしても何ら遜そん色しよくのない出で来き栄ばえだ。

　亮真は乾かわいた唇を舌で軽く湿しめらせると、刃を己おのれの巨きよ体たいに隠すかの様に脇わき構えに構える。

（飛斬のムーアか……）

　目の前に立ちふさがる騎士が持つ、もう一つの異名を思おもい浮かべ、亮真の目に歓かん喜きの色が浮かんだ。

　安全策を取るのであれば、背後を固めるエルネスグーラの騎士達に襲わせれば良い。

　だが、それでは旨うま味みがない。

　ムーアを討ち取ったという事実は変わらないが、その過程によって得られる成果は格段に変わってくる。

（たまらねぇ……ぞくぞくと背筋が痺しびれる……）

　戦場ではこのような形で一騎打ちに持ち込める機会はまず無いと言って良いだろう。

　だから、ムーアの提案はまさに渡りに船と言える。

　ムーアの体から発せられる空気は、亮真の祖父である御子柴浩こう一いち郎ろうに通じるものがあった。

　それは強者特有の匂におい。

　事実、ノティス砦の守備隊長であるグレッグ・ムーアは、大剣の使い手として近きん隣りん諸国にまで届く高い名声を誇っていた。

　これを討ち取ったとなれば、その戦功は計り知れない。ルピスに対してもウォルテニア半島開発の為に更なる条件を求める事も出来るだろうし、御子柴亮真の名は一気に大陸中を駆け巡るだろう。そういう意味から言えば、この一騎打ちはまさに絶好の機会とも言えるのだ。

　だが、そんな計算された理由とは別に、亮真は自分の中から湧わき上がってくる高こう揚ようを感じていた。

「うぉぉぉぉおぉ！」

　ムーアの口から雄叫びが迸り、頭上に剣を高々と振り上げた。

　その気き魄はくがビリビリと部屋の空気を震わせる。

　十分に練り込まれたムーアの生気が、大剣の刀身に刻まれた術式を起動させる。

　両者の間は未だ十メートル以上間合いが開いていたが、ムーアはその場から動く事なく刃を一気に振り下おろした。

　すると次の瞬間、振り下ろされた大剣の軌き道どうに沿って三日月状の透とう明めいな何かが亮真へ向かって放たれる。

　本能的にそれに合わせるように振りぬかれた刀。

　亮真の手に衝しよう撃げきが走り、肩から血が飛び散った。

「クッ……」

　刀で衝撃を緩かん和わしていなければ、亮真の腕は肩から切断されていたかもしれない。

　左ひだり肩かたから感じる鈍い痛み。

　しかし、亮真の目に宿る戦意は些いささかも衰おとろえはしなかった。

（こいつが水の法剣の威い力りよくか。事前に情報を集めていなければ防げなかったかもな）

　刀身についた水すい滴てきを見て、亮真は心の中で呟つぶやく。

　切断加工用ウォーターカッター。

　昔、テレビの教育番組で見た知識が脳のう裏りに蘇る。

　高い圧力を掛けた水が小さな穴から飛び出し、その勢いによって鉄すらも切断する事の出来る技術。

　正確な事は不明だが、恐らく基本的な原理はこれと同じはずだ。

　ただし機械とは違い、ムーアの手にした剣に圧縮機能が付いている訳ではない。

　水を貯ためておくタンクの様なものを身に付けている訳でもない。

　ムーアの生気と剣に施ほどこされた付ふ与よ法術。この二つだけで成り立っているのだ。

　そういう意味では、かなり使い勝手の良い攻こう撃げき方法だろう。

（剣の振り下ろしに合わせて高速で水が飛んでくるのか……要は、刀身が飛んでくるみたいなもんだな……）

　高速で飛来する水の刃。

　イメージ的には斬撃自体を飛ばしているのと大して変わりはしないが、その威力は絶大だ。

　何せ、広い間合いを保ちながら一方的な攻撃が可能な上に、文法術の様に詠えい唱しようを必要としないのだ。一瞬の間が生死を分ける戦場において、そのアドバンテージはかなり大きい。

　剣の延長として使える上に、横に剣を薙なげば対集団戦においても驚きよう異い的てきな威力を発揮するだろう。

　だが、欠点がない訳ではない。

　水刃自体のスピードは速いが、ムーアの剣を振るうという動作が起点となるため、飛来するタイミングを察する事が出来る。

　腕の振り、足の位置などを注意すれば生身の力だけでも十分に防ぐ事が可能だった。

（確かに厄やつ介かいな武器だ……だが、剣の軌道に沿って放たれるだけなら対応は出来るな……まだだ、まだ武法術を使わなくても捌さばける……）

　背中越ごしに後ろへ視線を向けながら、亮真は刀を中段に戻もどし次の攻撃に備える。

　脇構えからでは、高速で飛来する水刃の対処に不利だからだ。

（水の斬撃が効果を最大限に発揮するのは、あいつの体を基点として恐らく半径二十メートル以内ってところか）

　それは予想でありながらも、確信に満ちている。

　なぜなら、最初の一いち撃げきで亮真の肩を切きり裂さいた水刃は、周囲を遠巻きに囲むエルネスグーラの騎士が身につけた鉄の鎧に弾かれていたからだ。

　水に掛かった圧力と速度が、自然の法則によって減げん衰すいされるという良い証しよう拠こだろう。

　日本で使われるようなウォーターカッターに比べれば大分射程距きよ離りが長いようだが、それでも本当の意味でこの大地世界がファンタジーならば、ムーアの繰り出した水の斬撃はその威力を衰えさせる事なく、エルネスグーラの騎士の体を切り裂いたはずだ。

　そして、水の斬撃が純じゆん粋すいに水だけで構成されているのも問題だった。

　粉状の研けん磨ま剤ざいや小さな石でも混ぜていれば話は変わるのだろうが、純粋な水だけでは切断力が限られてしまう。

　生身の体を切断するには十分でも、分厚い鉄の鎧を斬きるには威力が足りないのだ。

　それは、斬撃とぶつかった刀の刀身が折れ飛んでいない事からも分かる。

　だが、勿もち論ろん無傷で済んだという訳ではない。

　刀身に刻まれた刃こぼれに舌打ちをしながら、亮真はムーアの心理を読もうとする。

（間合いには注意だ……おそらく法剣の特性を生かし遠えん距きよ離りでこっちを牽けん制せいする気だ）

　亮真の目がムーアの動きを探さぐる様に睨みつけた。

　そんな亮真の予想通り、水刃による初撃を防がれたムーアは小さく舌打ちをすると、再び大きく剣を頭上へと振り上あげた。

　そして再び剣から繰り出された水の刃が亮真へ向かって放たれる。

　一撃目、二撃目、三撃目。

　息もつかせぬ連続攻撃が亮真を襲う。

　唐から竹たけ割りから、右切り落とし、左切り落としへと繋げるムーア。

　大剣が空を斬り裂き唸うなり声ごえをあげる。

　次々と繰り出される斬撃を刀で防ぎながら、亮真は何か予感めいた物を感じた。

（さっきと同じか？　いや、単調すぎるな……）

　振り下ろしによる斬撃のみでは単調で避けやすい。

　それを態々繰り出してきたのはなぜだろうか？

　その疑問の答えは直すぐに現れた。

　三撃目の剣が振り下ろされた瞬しゆん間かん、一度振ふり下ろされた刀身がそのまま止まらずに下から上へと跳はね上がる。

　丁度〆の様な軌道を描いたのだ。

　最初と同じつもりでいたら、恐らく亮真の無防備な胴どう体たいは横から薙ぎ払はらわれていただろう。

　連続して繰り出された水刃を刀で打ち落とし、亮真は再び油断なく中段の構えに戻る。

（縦から横……成なる程ほどな。これが狙いか）

　単調な攻撃を繰り返し、突然タイミングの違ちがう攻撃を繰り出す。

　ほんの少し油断していれば、今頃亮真は死んでいた。

　睨み合う両者。

　周囲を取り囲むオルトメアとエルネスグーラの騎き士し達たちも固かた唾ずを呑んで勝負の行方ゆくえを見守る。

（さぁて、このまま守りを固めても勝負には勝てないか……思った以上に不利な勝負だったかな？）

　亮真が勝つにはムーアとの間に横たわる間合いを詰める必要がある。

　逆にムーアにすれば、水刃の遠えん距きよ離り攻こう撃げきを主しゆ軸じくに亮真の体勢を崩くずし隙すきを狙う方だろう。

　そして、最後の一撃は恐らく斬撃ではなく……

（こいつの狙いは最速のアレだろうな……いや、逆に勝機はそこか）

　亮真の脳裏に浮かんだのは、剣という武器の中で最も速い技。恐らくそれに全てを賭かけてくると予想していた。

　だが次の瞬間、このまま遠距離戦を望んでいるという亮真の予想を覆くつがえし、ムーアが一気に間合いを詰つめる。

　第三のチャクラであるマニプーラが高速で回転し、ムーアの体に人ならぬ速力と筋力を与えた。その速度は人の領域を超こえたまさに獣。

　次の瞬間二人の間に激しい火花が飛び散り、けたたましい金属音が広間に響ひびき渡る。

　一瞬、亮真の巨体が宙に浮いた。

　弾だん丸がんの様な勢いを殺すために自ら後方へと飛んだのだ。

（危ねぇ危ねぇ。遠距離に意識を向けさせておいて一気に間合いを詰めるか……やるねぇ）

　不敵な笑みを浮かべる亮真の頬ほおから一筋の血が垂れ、口の中に錆さびた鉄の味が広がった。

　間合いを詰める際に放たれた水刃。それが亮真の頬を掠かすめたのだ。

　遠距離攻撃を牽制として、一気に間合いを詰め接近戦に持ち込む。詠唱時間と言う隙が必要な文法術ではなかなか難しい戦い方だ。

　そして、亮真の手にした刀に刻み込まれた斬撃の跡あと。

　剃刀かみそりの様な鋭するどさを誇っていた刀身に細かい刃こぼれが見える。

（完全に鬼哭を制御出来ていない以上、武器の性能ではこっちが不利か……まともに打ち合えば刀身が折れ飛ぶな）

　伊賀崎衆から託された鬼哭は、古今無双の業物と言える厚重ねの戦場刀だが、ムーアの手にした法剣とは違い付与法術の恩恵がない。

　より正確に言えば、御子柴亮真という男が真なる主と認められるまで、鬼哭がその真価を発揮する事は無いのだ。

　つまり、今の鬼哭は耐たい久きゆう性せいだけなら普ふ通つうの刀と何も変わらない。

　当然ながら刃こぼれは起きるし、場合によっては刀身がへし折れる事も有り得るだろう。

　まぁ、鞘に納めておけば自然修復はするだけ普通の武器よりマシではあるが、それでも壊れないという訳ではない。

　それに対して、ムーアの持つ法剣は違う。

　血ち糊のりなどによって刃が鈍る事はなく、持ち手の生気を使う事で強度を飛ひ躍やく的てきに高めている。

　亮真自身も法術を使う事が出来るが、共に武法術の使い手ならばどうしても術者としての経験はムーアに劣おとってしまう。

　そして、今の攻こう防ぼうでムーアは亮真の刀に付与法術が施されていないことを悟さとったはずだ。

（まぁ良いさ、要は弱ければ弱いなりに戦い方を考えれば良いだけさ）

　手にした武器の性能の差。そして、斬り結むすんだ瞬間に感じたムーアと自分との間に存在する法術者としての力量の差。

　単純な強い弱いという視点で見れば、亮真はムーアに及およばない。

　確かに、力が強い人間の方が価値を得やすいのも事実だ。だが、弱い人間が必ずしも勝てないと決まっている訳ではない。

　寝込みを襲う、味方の数を増やし集団戦に持ち込む、相手の家族を人ひと質じちに取る、毒を使う。

　倫りん理り観かんや周囲の評判などを考こう慮りよしないのであれば、弱者が強者に勝つこと自体は不可能ではない。

　仮にそこまで腹をくくらなくとも、自分が諦あきらめさえしなければ道は必ず見つかるものだ。

　その事を祖父に幼いころから教え込まれてきた亮真の心は怯ひるむという事を知らない。

（武器の差と武法術を使っていないことを悟り、こいつは嵩かさにかかって一気に攻め込んでくるだろう……そろそろ苛いら立だってくるころだしな。次の一撃が勝負……か）

　数秒後にやってくる最後の瞬間。

　その瞬間こそが亮真に与えられた勝機だった。

　激しく刃が打ち合わされ剣戟の音が広間に鳴なり響いた。

　そして、数秒後には重なり合っていた二つの影かげが共に後方へと飛び退すさる。

　いったい幾いく度ど繰くり返されたのだろう。荒あらい息遣いと共に、二人の肩が大きく上下する。

「予想以上に手て強ごわい……」

　ムーアは油断なく中段に構える亮真の構えを睨みながら小さく呟いた。

　法剣の能力を最大限に生かした水刃による遠距離攻撃は思った以上に成果を上げる事が出来ず、接近戦に持ち込もうとしても上手くいなされてしまう。

（こんな戦せん闘とう法があるとはな……これがこの男の、異世界人の戦い方か……）

　それは大いなる勘かん違ちがいではあったが、長い戦歴を誇るムーアも正面から一対一で異世界人と刃を交えた経験はない。

　ムーアの戦い方はまさに剛ごう。

　鍛きたえ抜ぬかれた全身の筋力を武法術によって強化し敵を叩たたき潰つぶすという単純にして明快な戦い方であり、ムーアにとってもなじみ深い。

　筋力を最大限に使う剛の闘法は大地世界の騎士達が使う戦闘法として一いつ般ぱん的てきなものだ。

　それに対して亮真の戦い方は己の肉体の力を最大限に使う剛とともに、脱だつ力りよくや相手の力を利用する柔じゆうの闘法を加えた剛ごう柔じゆう一体の闘法。

　亮真には剛に対しても柔に対してもこだわりがない。それは彼かれにとって戦いとは敵を殺す事だけが目的だからだ。

　時には剛に出て力を使って防ぎ、時には体の力を抜き柔によって捌く。

　両方を上手く混ぜ、力の緩かん急きゆうを上手く利用しているのだ。

　それは剛に対して柔の戦い方。剛対剛による勝負にどっぷりと浸つかってきたムーアにとって初めての感覚だった。

　柔法はその性質上どうしても、敵の力の流れを見み極きわめコントロールする為に高い技術と集中力を要する。目の前の敵以外にまで意識を割さかなければならない戦場という特とく殊しゆな環かん境きようで、この困難な作業を完璧にこなしきれる人間は限られていた。

　おそらく、亮真の師である御子柴浩一郎であってもそれは難しいかもしれない。

　無論、ムーアはそのような事情を知る由もないが、亮真の戦い方が今まで自分が経験してきた戦い方と大きく違う事は肌はだで感じている。

（まぁ良い。俺おれはするべき事をするだけだ）

　勝利を得る為に、ムーアは一つずつ得られた情報を検証し勝利への方程式を組み立てていく。

（このまま水刃で奴やつの体力を削けずるか？　いや、連刃すら防いだのだ。多少のかすり傷は負わせる事は出来ても致ち命めい傷しようは無理だな……生気を無む駄だ遣づかいするだけだ）

　かすり傷でも敵に傷を与えられればまったく無意味ではない。どんな小さな傷一つでも、数が多ければ出血量が増え、その結果敵の体力は低下していく事となる。

　だが、そのかすり傷一つを敵に与えるのと引ひき換かえに膨ぼう大だいな生気を消費する訳にはいかない。

　戦闘でも商売でも最も大切なのは費用対効果。

　つまり、経費や投下資本に対してリターンがどれだけ見込めるかという事に直結するのだ。

　ムーアの目が、手に握にぎりしめた愛剣をチラリと見る。

　詠唱も必要としない付与法術は確かに便利ではあるが、決して無敵で万ばん能のうの技術と言う訳でもない。

　特にその生気の消費量は、戦闘を行う上で大きな問題だった。

　それは、歴戦の戦士であり第三のチャクラであるマニプーラまでフルに回転させて戦っているムーアにとっても決して無視は出来ない問題だ。

　いや、チャクラと言うエンジンを三台も稼か働どうさせながら、更に法剣にまで生気を注ぎ込むのだ。いかにムーアが豊富な生気量を誇ろうとも何時いつかは必ず枯こ渇かつしてしまう。

　どれほど高性能の自動車であろうと、ガソリンと言う燃料がなければただの置物になり下がってしまうのと同じだ。

（ならば接近戦に持ち込むか？）

　だが、その考えをムーアは自ら否定した。

（いや、奴がこのまま防ぼう御ぎよに徹てつすれば、そう簡単に致命傷を与える事は無理だ。仮に接近戦に持ち込んだとしてもズルズルと勝負を引き延ばされるだけ。そうなれば俺の生気が切れた瞬間に全てが終わってしまう）

　確かに、総合的な強さで言えばムーアは御子柴亮真よりも強い。

　しかし、一対一という限定された殺し合いにおいては必ずしもその評価は正しくないだろう。

　ムーアの強さの根幹は武法術という技術に習熟しているという点。

　逆に言えば生気を枯渇させた瞬間、ムーアはごく普通の騎士に戻ってしまう。

　それでもムーアが弱いという事にはならないが、武法術を使って仕留める事が出来なかった亮真を、武法術を使わずに殺せる筈がないのだ。

　ムーアの前に居るのは人の智ち謀ぼうと獣けものの肉体、そして鋼の意志を兼かね備そなえた人の形をした獰猛な肉にく食しよく獣じゆう。

　一瞬でも隙を見せれば、その瞬間、目の前の獣は嬉き々きとして喉のど笛ぶえを噛かみ切ろうと襲い掛かかってくる。

（恐らく、技量だけなら向こうが上か……）

　武法術を使っているムーアと使っていない亮真。

　認めがたい現実だが認めない訳にもいかない。

　戦いとは常に現実の積み重ねだから……

　しかし、それは当事者である二人にしか分からない事だ。

「「「「うぉぉぉぉぉおお！　ムーア様に勝利を！　我が祖国オルトメアに栄光を！」」」」

　後ろから浴びせられるオルトメア兵士達たちの叫さけびがムーアの耳に木霊こだました。

　一方的に攻撃しているようにしか見えない今の状況ならば、オルトメア兵士達の士気が高まるのは当然と言える。

　敵である亮真に対しムーアは無傷。

　周囲が勝利を確信しても不思議ではなかった。

（チッ。馬ば鹿か共が勝手な事を……）

　チラリと視線を周囲に向け、ムーアは小さく吐はき捨すてた。

　普ふ段だんならばその声せい援えんは喜ぶべき事だ。

　確かに背中に浴びせられる声援はムーアの体に力を与える。

　しかし外目からはともかく、実際に攻めあぐねていると感じているムーアにとって、何も分かっていない無責任とさえ言える周囲の声に、苛いら立だちと煩わずらわしさを感じた。

　そして、徐じよ々じよに大きくなる足の違い和わ感かんがさらにムーアの心をざわつかせる。

（微び妙みように踏ふん張ばりが利かん……連刃が防がれたのはこの為だな……やはり、今少し完治には時間が必要だったか……）

　特に連撃を繰くり出そうとする時この足の踏ん張りが特に重要となるのだが、それが上手くいかないのだ。

　小さな違和感。それが何時までも体のどこかに巣くい何時までもムーアの体を蝕むしばむ。

　それを庇かばうために本来の型から外れた身体運用を行い、それが更に体のバランスを崩し違和感を大きくしていく。

（やはり、接近戦……しかないか）

　一度は自ら除外した戦法だが、他に手がないのであれば致いたし方かたなかった。

（ならば……）

　温存してきた最後の手札を切るしかない。

　それはムーアにとって大きな代だい償しようを払う。そして、一度使ってしまえば切り札は切り札とはなりえない。

　しかし、ムーアは決意した。

　武法術で強化しているとはいえ、大剣を振り回まわすには下半身の踏ん張りが最も重要となる。

（もう少しだ……何とかもう少しだけ持もち堪こたえてくれ……）

　疼うずく足へと微かに視線を向け、ムーアはゆっくりと手にした大剣を振り上げた。

　限界まで研とぎ澄すまされた殺気と殺意が風となってムーアの体から放たれる。

　上段に大きく振りかぶられたムーアの大剣が、ランプの光を反射し煌きらめいた。

「死ねぇぇぇっぇぇえええ！　御子柴！」

　ムーアの口から雄お叫たけびが迸ほとばしる。

　その瞬間、ムーアは自らが起動できる最高位である第四のチャクラを回転させた。

　長期戦は不利と見て、賭けに出たのだろう。

（初撃、上段からの袈け裟さ切り）

　武法術によって強化された体。それは脳の思考速度や反射神経にまで恩おん恵けいを齎もたらす。

　極限の集中によって引き延ばされる一瞬という名の時間。

　左上から右下へ向けて軌き跡せきを描くムーアの大剣に大量の生気が注ぎ込まれ、今までの物とは倍近くも違う大きな水の刃が生み出される。

　そこから更に刀身が止まる事なく振りぬかれた大剣。

（二撃、右薙）

　今度は刀身が跳ね上がり、再び生み出された水刃が亮真の右の脇わき腹ばらを襲った。

（ちっ……やはり防がれたか……）

　亮真の手に握られた肉厚の刀。その刀身が飛来した水の刃を切り裂き打うち砕くだく。

　今までならこれで終わりだ。

　しかし、今回は違った。

　ムーアは小さく舌打ちをすると、全身にさらなる力を込める。

　この勝負の中で一度として見せなかったパターンの三撃目。

　決して多用は出来ないが、ムーアは大剣を使って振り下ろし以外の三連続攻撃を可能としている。

　元々、大剣という武器は重量と長さの関係で、一度勢いがついた大剣を切り返す事は容易ではない。

　その上、ムーアの持つ大剣は特注品だ。

　全長一・五メートル近い全長の上、戦場での使用を考え通常の二倍近い肉厚な刃を誇る大剣。

　その重さは十キロを超える。

　確かに、持ち上げるだけならばそれほど困難と言う様な重さではないが、これを武器として戦うとなれば話はとたんに変わる。

　一般的な片手剣の重量が一・五キロ前後。両手で使う大剣の平均的な重さが倍の三キロから五キロといったところに対して、ムーアの持つ大剣は実に三倍近い重さを誇った。

　その上、大剣を勢いよく振れば遠心力がかかりその分だけ重量は何倍にも増加する。

　たゆまぬ努力の積み重ね。一つの武器を効率良く使うというのは、如何いかに鍛え上げられた強きよう靭じんな肉体を武法術で強化していようと難しいのだ。

　ムーアの目に亮真の脱力した姿が映し出される。

　連続で飛来し特大の水刃を防ぎ切り緊きん張ちようが緩ゆるんだように見える。

（馬鹿め、油断したな！）

　それは、時間をかけた刷り込み。

　今まで振り下ろしや薙ぎ払いしか見せていないこの状況下では、御子柴亮真にとって致命傷とも言うべき奇襲となる筈だった。

（喰くらうがいい！）

　遠心力によって重くなった大剣がムーアの手に食いこんだ。

　慣性の法則を無視し、無理やり全身の筋力を使って勢いづいた大剣を止めたのだ。

　一いつ斉せいに苦痛と悲鳴を上げる全身の筋肉。

　無む茶ちやな身体運用によって千切れていく筋肉線せん維い。

　特に全すべての土台となる足や腰こしの負担は大きい。

　だがムーアはその苦痛を無視する。

　強く噛み締しめ過ぎたせいか、ムーアの口の中に錆びた鉄の味が広がった。

　ムーアの持つ技の中で最速の技。

　引き絞られた体全身ごと敵へぶつける突つき技わざだ。

（終撃……刺突！）

　己の全てをこの一いつ瞬しゆんに賭ける。

　その思いで体に残っていた生気の全てをアナーハタへと注ぎこんだムーアは、全身の力を溜ためる為ために僅かに腰を落とした。

　そして次の瞬間、異様な金属音と共に赤い火花が飛び散り二つの人ひと影かげが交差する。

　十数メートルという間合いを一瞬に駆かけ抜けた二つの影。

　静せい寂じやくが大広間を支配した。

（何……だと）

　首筋から流れ落ちる生暖かい何か……

　気道と食道を完全に切り裂かれたのだ。

　喉のどの奥おくから熱いものが込み上げ、ムーアの唇くちびるから赤い血が零こぼれ落おちる。

　全身の力が抜け、ムーアは思わず大地へ倒たおれ込んだ。

（そうか、こいつ……武法術を……）

　ムーアは確かに見たのだ。

　それは、御子柴亮真が武法術を使う事が出来ないならば、決して起こりえない光景。

　人ならぬ速度をもって間合いを詰めた御子柴亮真。その手にした刀が、渾こん身しんの力を込めて突き出した己の大剣を下から擦り上げる様に弾はじき飛とばし、首筋を切り裂いたその瞬間を……

　そして理解する。

　御子柴亮真の狙ねらいの全てを……

　悠ゆう然ぜんと自分を見下ろす御子柴亮真の口元に浮うかんでいる笑えみの意味を……

「殿でん下か……申し訳……」

　薄うすれる意識の中、最後の力を振り絞りムーアは己の不ふ甲が斐い無なさをザルーダの地で戦うシャルディナに詫わびた。

　それがただの自己満足に過ぎないと理解していても……







第五章　表裏







「貴き殿でんか、オルトメアの使者というのは……今まで見たことのない顔だな。確か須す藤どうとか申したか？」

　重苦しい沈ちん黙もくに包まれた執しつ務む室しつ。

　深く椅い子すに腰かけたユリアヌス一世は、目の前の跪ひざまずいた中年の男へ憐れみと嘲ちよう笑しようの入り混じった視線を向ける。

　それは、今まで耐たえ忍しのんできた弱者にとって、最高の瞬間だった。

　逆転した立場。

　強者としての余よ裕ゆうと優ゆう越えつ感かんが、ユリアヌスの心を甘あまく溶とかしていく。

「はい、陛下。ご尊顔を拝し恐きよう悦えつに存じます」

「それで、この度は一体どのような御ご用ようかな？　また、我が国くにへ降こう伏ふくを勧すすめにでも来られたか」

　痛つう烈れつな皮肉がユリアヌスの口から洩もれた。

　オルトメアの後方補給基地であるノティス砦とりでが、御み子こ柴しば亮りよう真まの手によって完かん膚ぷなきまでに破は壊かいされたという報がもたらされたのはつい数日前のことだ。

　その結果、ウシャス砦に攻せめ寄よせていたオルトメア帝てい国こく軍は、食料や物資の補給線を絶たれザルーダ国内に孤こ立りつしていた。

　それはつまり、オルトメア侵しん攻こう軍ぐんの数万もの将兵が袋ふくろの鼠になったという事を示し唆さしている。

　いかに大軍と言えども、本国と切り離はなされたという事実は重い。

　指揮官クラスならばともかく、学のない徴ちよう兵へいされた農民や、機に聡さとい傭よう兵へい達たちが動どう揺ようするのは目に見えていた。

　そんな状じよう況きよう下で、オルトメア帝国がユリアヌスへ降こう伏ふく勧かん告こくの使者など送ってくるはずがない。

　あり得ない降伏勧告。

　それをユリアヌス自身が口にしたという事実が、何よりも痛烈な皮肉となって須藤の耳に響いた。

　もっとも、須藤にはユリアヌスの心の動きなど手に取るように読み切れている。

　この程度のことで怒りを感じることはない。

　須藤はゆっくり顔を上げると、目の前に座すわる哀あわれな道どう化け師しへ向かって口を開く。

「とんでもございません。降伏勧告など……」

　須藤はとんでもないと言う表情を浮かべ顔を横に振った。

「では、何をしに参られた？　まさか茶飲み話に来たわけでもあるまい。今の貴殿らにそのような余裕があるとは思えんからな」

　言葉の端はし々ばしに見みえ隠かくれする驕おごり。

　ユリアヌスの言葉に、須藤は思わず苦笑いを浮かべる。

　それはたった一度の勝利。

　だが、この勝利が意味するところを知らない人間はいない。

　今まで、主導権を握ってきたのは常にオルトメア帝国側だった。

　何時何処どこを攻めるか。その選せん択たく権けんを握れるかどうかは戦の趨すう勢せいを大きく左右する。

　そういう意味では、ノティス砦が落ちた今、オルトメア帝国とエルネスグーラ王国を盟主とした四カ国連合の攻こう守しゆは入いれ替かわったといえた。

　最終的な決着はまだついていないが、取り敢えず窮地は脱したと見て良いだろう。

　そんな隠し切れない喜びを必死でこらえようとするユリアヌスの姿に、須藤は込みあがってくる笑いを必死でかみ殺す。

（馬鹿な男だ……まさに道どう化け。自分の力で得た勝利でもあるまいに……）

　確かに、ザルーダ王国に希望の光が灯ともったという一面は存在する。

　オルトメアにひたすら領土を蚕食され続けていたザルーダ側の現状を考えれば、今回の後方遮しや断だん作戦は起死回生の一手といえた。

　だが、それが今目の前にある問題の全てを解決してくれるわけではない。

　解決する問題が存在する一方で、より一層解決が困難になる問題も山積している。

　何よりも、ザルーダ王国自体の力で状況を打開した訳ではないと言う事が何よりも致命傷。

（さて、それではザルーダの置かれている立場と言うものを認にん識しきしていただきますかねぇ）

　確かに形勢は逆転し、今現在オルトメア軍は窮きゆう地ちに立たされてはいる。

　だが、それはしょせん一時的なものにすぎない。

「本日はこの不幸な戦を終わらせたいと思い参上した次し第だいです」

　須藤は一つ一つ区切るようにゆっくりと口を開く。

　まるで聞き分けのない幼子を窘たしなめるかのように。

「何だと？」

　須藤の言葉の意味が分からず、ユリアヌスは眉まゆを顰めた。

「端たん的てきに申し上げれば、我わがオルトメアはザルーダ王国との和わ睦ぼくを望んでおります」

　須藤が和睦という言葉を口にした瞬間、ユリアヌスの傍かたわらに立つグラハルトの体から殺気が迸った。

　冷たい吹雪のような殺意が須藤の肌を叩く。

　とは言え、これはあくまでも無意識のレベル。

　本気で怒りを感じたのならば、殺気ではなく剣が飛んでくるだろう。

　玉座に座るユリアヌス一世の顔にも怒りの色はない。

　あるのは、困惑とこちらの意図を読もうという意志だ。

（この場で怒いかりを露あらわにして詰め寄って来るほど馬鹿ではないか……）

　事前にある程度情報を集め予想が出来ていたとはいえ、グラハルトもユリアヌスも須藤が思った以上に冷静だった。

（ユリアヌスといい、このグラハルト・ヘンシェルという男といい、思った以上に悪くない。これなら十分に交こう渉しようの余地はあるな）

　攻め込んできたオルトメア帝国側から告げられた突とつ然ぜんの和睦交渉。

　一方的に攻め込まれ国土を蹂じゆう躙りんされてきたザルーダ王国の人間であるグラハルトの心の奥おく底そこに怒りが湧き上がって来て当然だろう。

　それでも表面上は無表情を貫つらぬけるのは、グラハルトの強い自制心によるもの。

　感情的になっても何の意味もないということを理解している証拠だ。

　それはつまり、交渉の余地があると言う事を暗示している。

（激情に駆られて切りかかられては交渉もくそもないからな）

　話さえできれば、須藤は己の勝利を確信していた。

「失礼、貴殿の言葉の意味が分からん。一体どういう事かな？」

「そのままの意味でございます、陛下。オルトメア帝国はザルーダ王国との一時的な和睦を望んでおります」

　瞳ひとみに浮かぶ揺ゆらぎのない光。

「本気……のようだな」

　須藤の言葉が偽いつわりでないことを察し、ユリアヌスは深いため息をついた。

　その心に浮かぶのは呆あきれ。

　他国を侵しん略りやくしておきながら、形勢が不利と見たらすかさず和睦交渉を行うという恥はじ知しらずな態度にユリアヌスは怒りを通とおり越こして呆れてしまった。
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「貴殿は今回の戦いくさがどのようにして引き起こされたのか分かっているのかな？」

「勿論でございます陛下。我が国が貴国に攻め込んだことが発ほつ端たんでございます」

　ユリアヌスの問いに須藤は悪びれることもなく平然と答えた。

　それは予想された言葉。

　この程度のことで動揺するような柔やわな神経では外交交渉など出来るわけもない。

　大切なのが傲ごう慢まんなまでの自信だ。

「それが分かっていながら、和睦をオルトメア帝国側から切り出だすとは……」

　須藤の瞳に映る揺らぎのない強い意志の光。

　ユリアヌスの心にもやもやとした何かが生じた。

　それは、須藤の態度から感じた一いち抹まつの不安だ。

「恥知らずが……」

　思わず零れたのだろう。

　隣となりに佇たたずむグラハルトの口から小さなつぶやきが須藤の耳に響く。

「貴殿は我が国がそんな話に耳を傾かたむけると本気で思っているのかな？」

　数すうヶか月げつ前ならばユリアヌスはこの話に飛びついただろう。

　しかし、戦の天てん秤びんはザルーダ王国側へと大きく傾いているのだ。

　わざわざこのタイミングで和睦を受ける必要性をユリアヌスは感じなかった。

　だが、須藤はユリアヌスの言葉に動揺することなく、笑みを絶やすことなく口を開く。

「えぇ、貴国の置かれている立場をご理解いただければ、必ずや承しよう諾だくいただけるものと確信しております」

「どういう意味だ？」

「どうもこうもございません。私としては貴国へ助け船を出しに来たつもりなのですが？」

　須藤の傲慢なまでの態度と言葉にユリアヌスは一いつ瞬しゆん怒ど鳴なりつけることを忘れ絶句する。

　一国の王を前にこれほど傲慢な態度をとる人間がいるとは……

　それでも、ユリアヌスはこの目の前で悠然と笑みを浮かべる無礼な男を切れと命じることが出来ない。

　それは、臆おく病びような愚ぐ者しやの生存本能とも言うべき予感だった。

「そもそも陛下は勘違いしておられませんか？　……ご自分が優位に立ったと」

　須藤の唇が吊つり上がり厭いやらしい笑いが浮かぶ。

　それは嘲笑。

　己の立場を弁わきまえぬ愚者への憐あわれみだ。

「違うと言うのか？　オルトメア帝国軍は本国から切り離されもはや袋の鼠ねずみ。その上、我が軍の奇き襲しゆうによって補給も滞とどこおりがちだった事を考え合わせれば、今そなたの軍に備び蓄ちくされている物資とて底が見え始めているはずだ」

　須藤の強気な態度にユリアヌスは一抹の不安を感じながらも、精せい一いつ杯ぱい平静を保とうとした。

「食しよく糧りようもなく、替えの武具とて満足に揃そろえられまい？　それでは如何に大軍であろうと張り子の虎とらよ」

「確かに、それは事実ではあります。陛下のおっしゃられるように、わが軍はいずれ立たち枯がれることでしょう。ですが、その事を指して陛下が自らを優勢とお考えであるならば、それは幻想としか申せません」

（正念場だな……）

　交渉という名の流れ。その分水点に差さし掛かったことを須藤は肌で感じた。

「そもそも陛下は今回の戦をどのように終わらせるおつもりなのでしょうか？　我がオルトメアを本気で滅ほろぼせるとお考えなのですか？」

「何だと？」

　言葉の意味が分からず、ユリアヌスは眉を顰める。

「そのままの意味でございます、陛下。戦を終わらせる方法は三つ。敵を完膚なきまでに打ち破り根絶やしにするか、敵に負け首をはねられるか、さもなければ戦の途と中ちゆうで交渉し和睦するかのどれか……さて、陛下は今回の戦をどのような形で終わらせるおつもりですか？」

　勝つか、負けるか、さもなくば引き分けか。

　本当はもう少しそれぞれにバリエーションが存在するものの、端的に言えばこの三つの状況しかありえない。

「それは……」

　須藤の指し摘てきにユリアヌスは言葉を詰まらせた。

　それは己おのれのビジョンのなさを指摘されたからだ。

　先日、ノティス砦とりで陥かん落らくの報告を得たエレナ達ザルーダ王国軍は、軍を後方へと引き始めたオルトメア帝国軍と矛ほこを交え少なくない損害を敵に与あたえている。

　戦の趨勢は確かにザルーダ王国側へと傾き始めていた。

　しかし、それはあくまでも今回の戦という限定的なものでしかない。

　ザルーダ王国内には独立心旺おう盛せいな貴族が割かつ拠きよし、王家直ちよつ轄かつの近衛騎き士し団だんや親衛騎士団は少なくない損害を出し、その戦力を低下させているし、頼たのみの綱つなである隣りん国ごくの援えん軍ぐんは、決してオルトメア帝国領への侵しん攻こうなど認めはしない。

　彼等は本音では、こんな手伝い戦などサッサと終わらせ、直ぐにでも本国へ帰りたいのだ。

　こんな状況下でオルトメア帝国内への逆ぎやく侵攻作戦など出来る筈はずもなかった。

　そうなれば、残された結論は二つ。

　ザルーダ王国が滅びるその日まで不毛で勝機のない戦を続けるか、何所どこかで見切りをつけ和睦交渉に持ち込むか。

　そういう意味から言えば、今まで降伏勧かん告こくの使者しか訪おとずれる事のなかったこの場に、停戦の使者が訪れたと言う事は大きな前進と言える。

「お立場をご理解いただいたところでもう一度お聞きしましょう、陛下。勝算なき戦をこのままお続けになりますか？」

　それは悪あく魔まの誘ゆう惑わく。

　悠然と笑みを浮かべる須藤の言葉に、ユリアヌスは無言のまま頷うなずくより術がなかった。




　その日、ザルーダ王国の首都ペリフェリアを熱ねつ狂きようが覆おおい尽つくしていた。

　いや、これはなにもペリフェリアだけの話ではない。ザルーダ王国の各地で似たような光景が繰り広ひろげられている事だろう。

　つい先日までこの王都を覆い尽くしていた暗雲が晴れた証しだろう。

　王都の中央を貫く大通りの両りよう脇わきには、びっしりと人が立ち並んでいる。

　彼らは老ろう若にやく男なん女によの区別なく、母親に手を引かれた幼子も杖つえを手にした老人も目の前を行進する兵士達に向かってひたすら手をふりつづけ、口々に歓かん声せいを上げた。

「万ばん歳ざい！　ザルーダ王国万歳！」

「陛下に神の祝福を！　我が国に栄光を！」

　人々は満面の笑みを浮かべながら大通りへと立ち並び、口々に勝利の言葉を口にする。

　つい先日、一年以上も続いたオルトメア帝国との戦が、和睦という形で終わりを告げたのだ。

　それは、今まで戦時特例として課せられていたさまざまな税が元に戻り、徴兵された夫や息子むすこが帰ってくるという事。

　かつての穏おだやかな生活へと戻れるという希望を彼らにもたらすのだ。

　しかし、そんな歓声で沸わき立つ城下街の雰ふん囲い気きとは無む縁えんの人間がいた。

　一人はこの国の国王であり、今回の決断を下した男。

　彼は今、自らの執務室に設置された長なが椅い子すに深く腰を下ろし、天を見上げていた。

「正しい判断だと思うか？」

　深くうち沈しずんだ声。

　自らの決断に自信が持てていない証拠だ。

「分かりません……」

　ユリアヌスのすがるような視線を受け、グラハルトはゆっくりと首を横に振ふった。

「とりあえず時を稼かせいだ……それだけは事実です」

「時……か」

　オルトメア帝国軍はザルーダ国外へ退去を始めている。

　一時的とはいえ、今後の交こう渉しよう次し第だいでは数年の時を稼ぎだすことも可能だ。

　損そん耗もうした騎士団の再建に必要な時間をひねり出すことも可能だろう。

「限られた時間を無む駄だに出来ぬな……」

「御ぎよ意い」

　ユリアヌスの言葉にグラハルトは深く頷いた。




　ここは、王都ペリフェリアの中央に建てられた王城の一室。

　御子柴亮真と彼に率いられた襲しゆう撃げき部隊は、ノティス砦を攻こう略りやくしたのち突とつ然ぜん訪おとずれたザルーダ王国の使者に和睦の一件を告げられ、ペリフェリアまで兵を引いていた。

（何も知らずに浮かれてやがる）

　亮真は窓の外に広がる城下町へ嘲笑に満ちた視線を向ける。

　無知は幸せなり。まさにこの言葉は至言と言えた。

（気の毒なこった）

　自分たちがどれほど危険な状況に置かれているかわかってはいないだろう。

　彼らは目先のことしか見えないし理解できない。薄い氷の上で遊んでいる子供と同じようなものだ。

　何時かは必ず奈な落らくの底へと落ちる。

（だが、先が見えるってのも厳しいもんだ……な）

　亮真の脳のう裏りに、ザルーダ王国国王ユリアヌス一世の顔が浮かんだ。

　未来を予測できるというのは必ずしも良いことばかりではないのだ。

　いくつもの事象をつなぎ合わせ未来を予測できる人間はごく一ひと握にぎりしかいない。

　そして、予測ができたからと言って、災わざわいを避さけられるとは限らない。

　万ばん全ぜんの準備をしても予想外の出来事はいくらでも起こり得るし、ましてや今のザルーダ王国に万全の体制を整えるだけの余力はないのだから。

（後は爺じいさんの手腕次第だが……まず、無理だろうな）

　一いち縷るの望みをかけて停戦を承諾したようだが、既すでにオルトメア帝国側はユリアヌスの動きに対して先手先手を打っているはずだ。今いま更さらユリアヌスがどう動こうと、大勢にはさしたる影えい響きようを及ぼせはしないだろう。

　現実的に考えて、ザルーダ王国の国力や状況が悪すぎる上にそれを改善するための時間が圧あつ倒とう的てきに足りない。そして何より、オルトメア帝国は既に勝利を見み据すえているからこそ停戦交渉を提案してきたのだろう。

　亮真の予想ではザルーダ王国に属する貴族の中にはかなりの数の裏切り者がいる。それもかなりの有力者がだ。そうでなければ説明がつかない。

（今後の交渉次第だが、戦せん端たんが再び開かれるまで粘ねばって数年と言ったところか……）

　オルトメア帝国はこれから本格化する交渉をのらりくらりと引き延ばし、再び戦争の準備が整ったところで交渉を打ち切る筈だ。

　そして、万全の体制で再度ザルーダ王国へと侵攻してくるだろう。

　オルトメア帝国にとって今回の停戦交渉はあくまでも侵攻軍の壊かい滅めつを避けたかっただけの事でしかなく、本気でザルーダ王国と停戦しようと考えての話ではないからだ。

　そうなった時、目の前で歓声を上げる民たみ達たちは一斉に手のひらを返し、ユリアヌスの決断に対して怨えん嗟さの声を上げる事だろう。

　敵国の真意も分からない愚王として。

　勝手に期待をし、その期待通りの結果が得られなければ手のひらを返して罵ば声せいを浴びせられる。

　個人的に嫌きらいな人間ではないからだろう。

　ユリアヌスの行く末を思い浮かべた亮真の瞳に憂いの色が宿っていた。

（まぁ仕方がない。打てるだけの手は打った。それに、俺の目的が最低限達成出来た今、これ以上この国の行く末にかかわるべきではない……な）

　民は純じゆん粋すいに戦の終結を喜び歓声を上げているが、事はそれほど単純ではない。

　亮真の脳裏にはこの国の行く末が浮かんでいた。

　しかしそんな亮真の思いは次の瞬しゆん間かん、背後から聞こえてきた能天気な会話の所為で霧む散さんしてしまった。

「今まで飲んだことのない風味だけれども、随ずい分ぶんと良い茶葉を使っているわね。産地は何処どこかしら？」

「はい、リスノルス産と聞いております」

「中央大陸の？」

　エレナの問いにサーラは静かにうなずくと、手にした陶とう製せいのポットを差し出す。

「亮真様のお気に入りなのでセイリオスより運んできていたものです。お代わりはいかがでしょう？」

　エレナは空になったカップの底を見つめながら黙だまり込んでいたが、小さく唇を吊り上あげる。

「茶葉の持つほのかな渋しぶみが香かおりと相まって何とも言えず良いわね……そうね、頂くわ」

　そんなエレナへ、今度はローラが手にした皿をそっと差し出した。

「あら？　これは」

「亮真様からお聞きして作ったお菓か子しでマカロンといいます。とても美味おいしいですよ」

「まぁ、そうなの？　面白おもしろい形をしているわね」

　そういって一つ摘みしげしげと見つめるエレナは、ゆっくりとマカロンを口へと運び味わう様に咀そ嚼しやくする。

「これは……わざと砂糖の量を抑おさえているのね」

「はい、そういう風に作るのが亮真様の故郷では一般的らしいですよ」

　より正確に言えば、無理に砂糖の消費量を抑えているわけではない。

　何よりも大切なのは甘さのバランスを崩くずさないこと。

「へぇ……悪くないわね亮真君」

「えぇ、材料をそろえるのにかなり苦労はさせられましたがね」

　エレナの言葉に亮真は苦笑いを浮かべた。

　甘い物と言えば果物や乾燥ドライ果物フルーツが一般的な大地世界アースにおいて、料理人の手によって作られる砂糖を使った菓子は、上流階級に属する人間しか口にすることの出来ない贅ぜい沢たくな食べ物だ。

　そして、そういった上流階級に属する人間ほど自らの権けん威い付けのために、惜おしみなく砂糖を使う様に料理人たちへと命じる。

　それは普段の食事にしても同じこと。

　味やバランスよりも、自らの財力や政治力を誇こ示じする為の道具になってしまっているのだ。

　その結果出来あがるのが、日本人の目から見ると実に鈍どん重じゆうでくどく野や暮ぼったい味の砂糖の塊かたまり。

　一口目は食べられても、二口三口と口に運ぶ毎ごとに飽あきてしまう。

　酒も飲めるが甘いものも嫌いではない亮真にとって、実に歯がゆい思いをしてきたのだ。

（飛鳥あすかに感謝だな……）

　無理やり調理につき合わされたときは不満しか感じなかったが、こうなってみるとあの又また従妹いとこには感謝するしかない。

　亮真はサーラからお茶の入ったカップを受け取るとエレナの前のソファーへと深く腰を下ろす。

「これで戦はひとまず終わり……ね」

　目を伏ふせながら、エレナがゆっくりと口を開いた。

「えぇ、十分満足のいく結果だと」

「そうね……」

　亮真の言葉にエレナは押おし黙る。

　ひとまずは、オルトメア帝国軍を国境まで引かせたのだ。援軍の将としては十分な実績を上げたと言える。

　たとえそれが、ほんの一時の時間稼ぎにしか過ぎないとしてもだ。

「停戦の使者が状況の説明に来た後、私もエクレシアと少し話をしたの……」

「何か言ってましたか？」

「本国と連れん絡らくを取りつつ、今後の動きを見極めると言っていたわ。まぁ、彼かの女じよもオルトメア帝国側の思おも惑わくは分かっているようだけれども……正直手の打ちようがない」
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「増ぞう援えんは？」

　亮真の問いにエレナは静かに首を横に振った。

「ミスト王国にも決して余裕があるわけではないから……はっきり言ってこれ以上の援軍は無理の様ね」

　ザルーダ、ローゼリア、ミスト。この東部三ヶか国こくと呼ばれる国の中で最も安定した強国は中央大陸との交易が盛んなミスト王国だ。

　だが、豊かであるがゆえに敵も多い。

　南部との国境線は常に一いつ触しよく即そく発はつの緊張状態が続いているし、ミスト王国の最大戦力が海軍であることを考えると、ザルーダ王国へ派は遣けんできる兵の数は多くないのだ。

　その上、本国から遠く離れた異国での戦。

　援軍の必要性を認識しているからこそ軍を差し向けはしたものの、決して戦を好んでいるわけではない。

　そういう意味からいっても、今回の停戦は決してミスト王国にとって損な話ではないのだ。

「そうなると、やはり……」

「えぇ、私も急いでローゼリア王国へ戻もどるわ……急いで兵を補ほ充じゆうし次の戦に備えないとね。ルピス陛下の改革がどれくらい進んでいるかが問題だけど……」

　ザルーダへ援軍に赴おもむいてから半年以上の時間が過ぎている。

　それだけの時間を稼げれば何らかの成果をルピスが得ていても不思議ではないはずだ。

「まぁ、碌ろくな事にはなってないと思いますがね」

　亮真のそっけない言葉にエレナは黙ったまま苦笑いをうかべる。

　エレナ自身、改革が進んでいるとは思っていなかったのだろう。

「どのくらい猶ゆう予よがあるかは、ユリアヌス陛下の手腕次第……ね」

「後の事はみなさんにお任せしますよ。俺おれは十分に役割を果たしましたし、これ以上ウォルテニア半島を放置するわけにはいきませんからね」

　これ以上自分をまきこむな。

　そんな伏ふく線せんを張ろうという亮真の言葉にエレナは探さぐる様な視線を向けた。

「私の思っていた以上に余裕ありそうだけれども？」

「嫌いやだなぁ、余裕なんてあるわけがないじゃないですか。ぎりぎりですよ。正直に言って」

　そういいつつも、亮真は軽く微笑ほほえみを浮かべる。

　余裕はない。

　その言葉に嘘うそはなかった。

　ただし、それは真実でもない。

　ただそれだけの事だ。

　予定通りならば、既に本ほん拠きよ地ちであるセイリオスの街の初期開発は終わりを告げようとしているはずだ。

　後は、少しずつ時間をかけて半島全土を勢力下に治めていけばよい。

　そういう意味では亮真には余裕がある。

　だが、その余裕は出来れば自らの領地であるウォルテニア半島の発展のために使いたいのだ。

（それに……これ以上この戦に関かかわっても得られるものは少ないからな……）

　この想おもいが亮真の中に強く存在している。

　今回の寡か兵へいでの援軍で仁義にあつい将であるという評判も得ることが出来たし、戦略家としても周辺諸国に名を売ることができた。

　そして何より、エルネスグーラやミストといった有力な国々とのパイプが持てたのはかなり大きな成果といえる。

（評判、コネ、実利……）

　もっと上を狙えない訳ではない。

　極きよく端たんな話、亮真は本当の意味でザルーダ王国を戦に勝利させる手段が思いつかないわけではないのだ。

　だが、亮真はそれを行おうとは思わない。

　問題なのは手間と実利。そして、予想は出来ても予言は出来ない不確定な未来像。

　それこそ、どこでどんな落とし穴が待ち構えているかは神ならぬ亮真に見通すことなど不可能。

（まぁ、流石さすがにこれ以上狙うのは欲張りってもんだ）

　当初の予定通りの成果を手にした今、これ以上の利は逆に害となる。利は人から妬ねたみを買う最大の理由だから。

　そういう面からいっても、ここで手て仕じ舞まいにしたほうが正解だろう。

　個人的な思いだけで言えば、亮真はルピスなどよりも余程強い親近感をユリアヌスに感じている。

　だから、出来れば何とかしてやりたいと思うのだが、流石にこれ以上の助力は難しいだろう。

「まぁ、良いわ……確かにこれ以上は亮真君に負担を掛かけられないから」

　そんな亮真の想いをくみ取ったのか、エレナは小さくため息をつく。

　エレナ個人としては、再び起こる戦を前に少しでも使える手て駒ごまを手元に置いておきたいと言うのが本音だ。

　だがウォルテニア半島の領有化も完全に終わっていない亮真の負担を考えれば、これ以上の無理は言えなかった。

（あの子も亮真君の様に、もう少し政治を理解してくれれば良い将になるのに……）

　自らの側近として手塩にかけて育てている金きん髪ぱつの青年の顔がエレナの脳裏に浮かんだ。

「どうかしましたか？」

「えぇ……クリスの事で少し……ね」

「クリス？　あぁ、エレナさんの側近の彼かれですか」

　亮真の顔に苦笑いが浮かんだ。

　エレナがなぜ顔を曇くもらせたのか察したのだ。

「今回の停戦を聞いて、さぞ激げき怒どしたんじゃないですかね？」

　おどけた口調で肩かたを竦すくめて見せた亮真にエレナは小さく頷く。

「えぇ、私にも散々噛かみついたわ」

「ほぉ、それはそれは……相当お怒りですな」

　女性に見まごうばかりの美び貌ぼうの青年。

　その美しい顔を般はん若にやのように歪ゆがませエレナに食くって掛かるクリスの姿が脳裏に浮かび、亮真は唇を吊り上げて笑った。

「まぁ、仕方がないでしょうね。現場指揮官としては正しいと思いますよ？　エレナさんはご不満の様ですが」

　亮真が提案した今回の包囲殲せん滅めつ策は膨ぼう大だいな時間と労力を費やした一いち撃げき必殺の秘策だったのは事実だ。

　この策を実行するために、一体どれほどの血が大地に流れた事だろう。

　それは、二度目は通用しないたった一度きりの勝機。

　それを、この戦の当事国でザルーダの国王が、援軍にやってきた国々に了りよう承しようも取らずに勝手に停戦した。それも、いざこれから包ほう囲い網もうを絞しぼり上げオルトメアの侵攻軍を撃げき滅めつしようとした矢先に……だ。

　当然か当然でないかと言えば、クリスが激高するのは当然と言える。

　しかし、所しよ詮せんそれは一現場指揮官としての判断基準でしかない。

　正しい選せん択たくとは立場によっていくらでも変わってくる。

　山の麓ふもとと山頂では見える景色が違ちがうのと同じように……

「当然よ。それではあの二人と何も変わらないわ……」

　それはクリスに期待を寄せている証あかし。

　エレナは将来的に自分の後こう継けい者しやとしてローゼリアの軍事を任せたいとすら思っている。

　自らの娘むすめを殺されたエレナにとって、苦楽を共にした側近が残した孫は息子のように感じるのかもしれない。

　だからこそ、自分で答えを見つけてほしいのだ。

「まぁ、仕方がないでしょう。何しろ、クリスさんは不ふ遇ぐうの期間が長かったみたいですからね。意味はお分かりでしょう？」

　ローゼリア王国騎き士し派の長であった今は亡なきアーレベルグ将軍。

　長きにわたって彼に疎うとまれ続け貧びん乏ぼうくじを引かされ続けて来たクリスとしては、自己の正当な評価や手て柄がらというものに飢うえている。

　なまじ優すぐれた智ち謀ぼうを持つために、周囲の評価が低いことが我が慢まんできないのだろう。

　それは彼の美貌と相まって彼のコンプレックスになっている。

　周囲から侮あなどられたくない。周囲に自分を認めさせたい。そんな思いがクリスの心の中に渦うず巻まいているのだ。

　亮真はそんなクリスを野心家だとは思わない。

　誰だれでも人から正当な評価を受けたいものだから……

「えぇ……そうね」

　亮真とクリスを比べるべきではない事は、エレナも十分に分かっている。

　クリスも剣けんの腕では騎士団の中でも十指には入ってくるし、頭のキレも悪くない。優ゆう秀しゆうか優秀ではないかで言うならば、クリスはまさにローゼリア王国の次世代を担になうエリートの一人と言ってよいだろう。

　だが、若さゆえか荒あらが目立つ。

　特に人間の心の動きの読みが甘い。そして、国という物に対しての理解も……

（そう、そして私はどうしてもこの子とクリスを比べてしまう。それがクリスをさらに焦らせている原因の一つである事も理解しているのに……）

　しかし、ローゼリアの置かれた状況を考えればどうしても思ってしまうのだ。

　この目の前で薄うす笑わらいを浮かべる凡ぼん庸ような顔立ちの青年が自らの傍らにいてくれればと……

　深いため息を一つつくと、エレナは手にしたカップを飲み干した。




　西方大陸南西部にその国は存在した。

　荘そう厳ごんなる大理石を基調とした神しん殿でんを中心に発展した都市国家。

　南部諸王国と三大強国の一角であるキルタンティアとがしのぎを削けずる国境にありながら、長い年月をこの国は独立を維い持じしながら生き残ってきた。

　周辺国の国境線がいかに変わろうと、この地には何の影響もない。

　中央部の覇は者しやであるオルトメア帝国すら、港こう湾わん都市欲ほしさに南部の一角を攻め落としはしたものの、この地に手を付ける気はない。

　ただ静かに眠ねむり続ける巨獣。しかし、ひとたび眠りから目覚めれば、かの獣けものの牙きばは大陸全土をやすやすと切きり裂さくだろう。

　その都市の名は聖都メネスティア。

　光神メネオースを祀まつる神の城であり、西方大陸全土に根を張はり巡めぐらす光神教団の本拠地である。

　だが神殿とは言いつつも、そこは絶対不ふ可か侵しんの聖域ではない。

　戦乱の世にあって権威や抽ちゆう象しよう的てきな神権のみでは教団と言えどその身を守ることが出来ないのだ。

　深い堀ほりと高い城じよう壁へきに守られた白はく亜あの城。そして何よりも、かの地を守る為ために警備の任に就ついている衛兵達たちの目は鋭するどく険しい。

　分厚い鉄の鎧よろいを着こみ、手にした斧槍の穂ほ先さきが鋭い光を放っていた。

　そして、神殿を中心に放射状に広がる町のいたるところを巡じゆん回かいする彼らの目に宿る光はぎらぎらとした欲望に満ち満ちている。

　神に仕えし者が持つはずの慈じ悲ひや慈じ愛あいとは無縁な人間達。

　そして、そんな光を宿すのは兵士達だけではない。

　彼らはまるで飢えた狼おおかみの群れに等しい。

　神の祝福を得たと勘かん違ちがいし、己の行動の全すべてが神に許されると勘違いした愚ぐ者しや達たちの群れだ。

　彼らは己の欲望を満たすための道具として神の御名を叫さけぶ。

　そして都市の中央にそびえたつ神殿の奥おく深ふかくで、この都市で最も高貴とされる人間が、玉座にも似た豪ごう奢しやな椅子にゆったりと腰こしを据すえ、手にしたグラスを弄もてあそびながら楽しげに部下からの報告へと耳を傾けていた。

　白を基調とし金糸をあしらった豪奢な法ほう衣え。その衣ころもが放つ光こう沢たくは絹。

　それは傍らに立てかけられた宝石をちりばめた錫しやく杖じようと共に、男の地位を如によ実じつに表している。

「ほぉ、オルトメアがザルーダより兵を引いたと？」

「はい、聖下……ノティス砦を破壊された上に守備隊の長であったムーアが討うち取とられたとの事です」

「兵の損害は？」

「密みつ偵ていの知らせによれば、後方を遮断された後すぐにオルトメア側が停戦交渉へと持ち込んだため、包囲殲滅自体は免まぬがれました。しかし、それでもエレナ・シュタイナーとエクレシア・マリネールの二人に率いられた軍に襲撃されおおよそ一万程度は損害が出たと」

　目の前に跪く老人の言葉に男は唇くちびるをつり上げ笑う。

　その笑えみは正に悪魔の嘲笑。

　大たい抵ていの人間はその表情を見ただけで怖気を感じ体を震ふるわせることになる。

　だが、主の悪意に満ちた笑みを見ても老人は能面のように眉ひとつ動かしはしなかった。

「なるほど……一万か。オルトメアの国力を考えれば致ち命めい傷しようとは言えぬが……」

「ノティス砦を失い貯蔵していた物資の全てを灰にされておりますゆえ」

「まぁ、軍を引いたのは正解だろう……両国共にな」

「はい」

「ザルーダの王もしぶとい男の様だな」

「暗あん愚ぐな王という噂うわさでしたがなかなかどうして」

　老人の言葉に、男は満足げに頷いた。

　それは目の前に跪いた老人が使える人間であるという証しよう拠こだからだ。

　オルトメア帝国軍の包囲殲滅を目前にしての停戦。その上、交渉を行う前にオルトメア帝国軍を国外へ無傷で帰してしまっている。

　その部分だけをみればユリアヌスは正に愚王としか言えない。

　表面上、オルトメア帝国に国土を一方的に踏ふみにじられ、何も得る物もなく敵軍を帰国させたとなれば当然と言えた。

　普ふ通つうの人間ならば、少しでも損害を補てんするために賠ばい償しよう金きんをオルトメア帝国側に求めるだろう。

　だが、そこに落とし穴がある。オルトメア帝国側が仕し掛かけた罠わなだ。

　そもそもザルーダ王国とオルトメア帝国の国力差を比ひ較かくした場合、交渉が無意味という事に多くの人間は気が付いていない。

　どんな約束も交かわしただけでは意味はない。約束事とは違い約やくした場合の罰ばつ則そくがあって初めて効力を発揮する物だ。

　一番理解しやすいのは法律だろう。

　法は警察力という物理的な力があって初めて意味を持つ。

　法を破った人間を探し出し、刑けい罰ばつを与える存在。それがあって初めて人は法を守ろうとする。

　法だけが存在しても意味がないのだ。

　そして、それは交渉事でも同じだ。

　確かに交渉は両者がその約束事を守るということを前提としている。

　だが、両者の立場に圧倒的な差があった場合どうだろう？

　親子の関係、教師と生徒、社長と新入社員そして、大国と弱小国。

　それぞれスケールは違うが、本質は何も変わらない。

　今回の場合で言えば、オルトメア帝国とザルーダ王国の国力は大人と子供だ。

　仮にオルトメア帝国とザルーダ王国の間で何らかの交渉が成立したとして、果たしてザルーダ王国にそれをオルトメア帝国に履り行こうさせるだけの力があるかどうか。

　強者と弱者の間に約束事が成立しないという訳ではない。

　オルトメア帝国にとってザルーダ王国という存在が必要ならば交渉の余地は十分にある。

　だが、今回の場合は違う。

　オルトメア帝国にしてみれば無理にザルーダ王国の顔色をうかがう必要はないのだ。

　玉座に座すわる男は、手にしたグラスをゆっくりと回しながら思考を進める。

（まず無理だな。そして、その事にユリアヌスは気が付いた。どんな交渉をしようと最後は力で踏みつぶされると）

　長い時間を掛け、多額の賠償金を仮にオルトメア帝国から得る事が出来たとして、それが実際に払はらわれるかどうかは全くの別問題。

　多くの人間はその事に気が付かない。

　交わされた約束とは必ず守るものであり守られるものだと無む邪じや気きに信じているから。

「交渉を開始する前に、とにかく国内からオルトメアの軍を引かせる……か。ふむ、悪くない判断だな」

「はい、交渉の間中ずっとザルーダ国内にオルトメア軍が居い座すわっていては軍備の再編にも手間取るでしょうし、国内に対してオルトメアの軍を引かせたという明確なアピールにもなります」

「貴族達の中に希望を感じ、力を貸す人間が出るかもしれないと？」

「少なくとも、オルトメアが国内に駐ちゆう留りゆうしているよりは可能性があるかと」

　無論、オルトメア側に多くの貴族達が靡なびいている状じよう況きよう下でどこまで効果があるかは不明ではある。

　だが、どんな形にせよオルトメア帝てい国こく軍を引かせたという事実は、一つの確固たる成果として貴族達を説得する武器の一つとなるはずだ。

「ザルーダにすればわずかでも希望の光を感じる展開だな」

「はい、あのまま戦を続けていればザルーダの敗北は免れますまい。仮に包囲殲滅策が成功したとしても、オルトメアが黙っている訳がありません。それに、あの策では総大将であるシャルディナを打ち取ってしまう可能性がありました」

「うむ、本来ならば歓かん迎げいするべき展開なのだろうが」

　敵軍の大将首を取れば本来ならば戦は終わる。

　だが、今回で言えばそれは次の戦の到とう来らいを早めるだけにすぎない。

「ザルーダの立場で考えれば決して上策とは言えません。勿もち論ろん、あのまま手をこまねいていても結果は同じですので選択の余地がないからこその包囲策でしょうが……」

「愛まな娘むすめであり皇族の一人が打ち取られたとなれば、皇こう帝ていは国内事情を放置しザルーダ攻略を最優先にするだろうからな」

「はい、恐おそらく数ヶ月も経たずに第二陣じんが編成されていたはずです。しかし、それではザルーダ側の準備が間に合わないでしょう。それに対して対策を考えていた可能性はありますが、オルトメア側が停戦を申し込んできた以上、無理に固こ執しつするより最終的に勝機があると考えたのだと思われます」

「目先の勝利に拘こだわらず、最終的な勝利に向けて時間稼ぎを選択した……うむ、悪くないな」

「はい、悪くはありません。ただ……」

「ザルーダの王が必死で生き残ろうとすればするほどこの戦は長引く。そして、それは連中の目もく論ろ見みどおりの展開と言う訳か」

「はい、この戦が始まってから西方大陸全体の物価は天てん井じよう知しらずに高こう騰とうを続け、手の者が調べた限りでも連中の息のかかったかなりの数の商会が利益を上げております。恐らくですが、今回の停戦も連中の手の者が裏で動いたのではないかと……」

「まるで腐ふ肉にくにたかるハゲワシだな」

　にやにやと笑みを浮うかべた男の口から痛つう烈れつな皮肉が飛び出す。

　だが、確かに戦を食い物にして己の利益を図はかる人間にはお似合いの言葉ではあった。

「聖下のおっしゃるとおりかと」

　まさかザルーダ王国へこれ以上抗こう戦せんするなと使者を出すわけにもいかないし、出したところで意味はない。

　二人にとってザルーダ王国の存続はそれほど重要ではないが、ザルーダ王国の国王であるユリアヌスにすれば自国の存続こそが最優先なのだから。

　長い沈ちん黙もくが広間を支配した後、男はおもむろに口を開く。

「何か策はあるのか？」

「ございます」

「ほぅ」

「聖下は城じよう塞さい都市イピロスに拠きよ点てんを構えるクリストフ商会と言う名を耳にされた事は？」

　老人の言葉に男は無言のまま首を横に振る。

　光神教団を治める教皇の耳に一地方に存在する小さな商会の名前など入るはずがないのだ。

「そのクリストフ商会とやらがどうしたのだ？」

「連中と同じ手法を使い、今回の戦いくさで巨きよ額がくの利益を上げております」

　老人の言葉を聞き男の眉み間けんがピクリと動いた。

「連中の仲間か？」

「それは現状では分かりかねますが、その商会と裏で手を組んでいると思われる貴族がおります」

　そこまで聞けば、男は老人が何を考えているのか手に取るように理解出来た。

「なるほど、その貴族を揺ゆさぶり反応を見る……か」

「はい、連中の仲間ならば動向を監かん視しすれば良いですし、万が一連中の仲間でないとすれば」

「良い駒こまになるか」

「はい」

「良いぞ良いぞ。それで行くとしよう」

　男は両手を叩たたいて笑い声をあげる。

　玉座の間に男の狂くるったような笑い声だけが響ひびいた。







エピローグ







　夜の帳とばりに包まれたレンテンシアの街。

　その郊こう外がいに佇たたずむ屋や敷しきの一室では、二人の男が互たがいに盃さかずきを交わしていた。

　時刻は深夜０時を既に回っている。

　大地世界アースの常識から考えれば、とうの昔にベッドの中に潜もぐり込んでいる様な時間だ。

　だが、旧交を温め合う二人にとっては、未いまだに宵よいの口くちですらない。

「まさか、そんなお前が帰き還かんした事に因ってそんな揺り返かえしが起こるとは……な」

　御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうの口から今までの経けい緯いが語られ、劉大人は静かにため息をついた。

　正直にいえば、半世紀も前に死んだと思われていた旧友との再会は心底喜ばしい事だ。

　とは言え、今聞いた浩一郎の話を思えば、とても手放しでは喜べない。

「孫に姪めいか……」

　その言葉に浩一郎は静かに頷く。

「まぁ、息むす子こ夫ふう婦ふだけならば偶ぐう然ぜんという可能性も考えられるがね。流石にこうも身内が呼ばれるとなれば、偶然では済まないだろうよ」

　そして悲し気な表情を浮かべると、浩一郎は静かに盃を傾かたむけた。

（まぁ……そう考えるのが当然か……）

　そんな浩一郎の姿に、劉大人は心の中で頷く。

　基本的に、大地世界で行われる召しよう喚かんの術式は、ゲームの設定にある様な召喚術の様にそう何度も続けて行えるような代しろ物ものではない。

　そもそもとして、大地世界全体を見回しても、召喚の術式を使える程ほどの腕うでを持つ高位の文ぶん法ほう術じゆつ師しは限られている。

　その上、術者には重い負担を強しいるし、なにより召喚の儀ぎ式しきに必要な触しよく媒ばいがかなり希少だ。

　それら全ての条件を揃そろえるとなると、個人ではまず無理だろう。

　それを何とかするとなると、商人なら相当な大おお店だなでも店を傾ける覚かく悟ごが必要だろうし、貴族でも余よ程ほどの大貴族が相当な無理をして何とかといったレベル。

　基本的には国家が主導して行うしかないと考えて良いだろう。

　そう考えると、西方大陸を始めとして、中央、北方、東方、南方の五大陸全てを含ふくめた大地世界全体で見ても、年間を通して呼び出だされる地球人の数は数百人程度と考えて良い。

　その上、呼び出す対象は基本的にランダム。

　地球上に存在する七十億もの人間の中の数百人だ。

　ソーシャルゲームで例えれば、確定要素のない高額ガチャをひたすら引き続ける様な物だろう。

　にもかかわらず、御子柴浩一郎に関わり合あいのある人間が続けて召喚されるとなれば、そこに何らかの因果関係を疑うのは当然の事。

　となれば、原因として考えられるのは、御子柴浩一郎の地球への帰還だけだ。

「まさに呪のろい……だな」

　初めに浩一郎から話を聞いた時、地球への帰還が出来る事を知った劉大人は正直に言って天にも昇のぼる心地ここちだった。

　何せ、もう決して見る事のない故郷の景色を再び目にする事が出来るかもしれないのだ。

　それに、もし仮に劉大人自身は帰還する事が叶かなわなかったとしても、組織の仲間達には希望を与あたえてやる事が出来る。

　そうなれば、今の組織を覆おおうこの大地世界への憎ぞう悪おが幾いくらかでも薄うすまる事だろう。

　しかし、仮に地球への帰還が叶うとしても、自分の身内や親しい人間にそのしわ寄せがくるとしたらどうだろう。

　余程の事情でもない限りは、地球への帰還を諦あきらめる。

　その無念さと絶望はどれほどだろうか。

　そう考えれば、劉大人の呪いという言葉は正せい鵠こくを射ていると言える。

　まさに呪いだ。

「そうだな……」

　そう言うと、浩一郎は盃の酒を一息に飲み干す。

　浩一郎にしてみれば、酒でも飲まなければやっていられないというのが正直な心境だろう。

　何せ、自分の所為で息子夫婦はおろか、孫や姪までもこの地じ獄ごくの様な世界へ引きずり込んでしまったのだから。

「それで、お前はどうしたいんだ？」

　劉大人は浩一郎へ優やさしく尋たずねた。

「まずは飛鳥あすかを取り戻す……」

　その言葉に、劉大人は片方の眉まゆを吊つり上げて見せた。

「ほぅ……孫や息子夫婦ではないのかね？」

　その問いに、浩一郎はゆっくりと首を横に振った。

「息子夫婦の方は今更どうしようもないだろう。探すにしても手て掛がかりがなさすぎる。孫の方は儂の全てを仕込んであるから問題はない」

　聞きようによっては実に冷たい言葉だ。

　だが、それが浩一郎の偽いつわらざる本心。

　何せ、息子夫婦が大地世界へと召喚されたのは今から二十年近くも前の事なのだ。

　確かに家伝の武芸は仕込んで来たからそれなりに戦えるだろう。

　だが、息子にはあくまで常識の範はん囲いでしか仕込んでいない。

　孫である亮りよう真まもしばしば口にしていたが、浩一郎の持つ技術や知識の多くは、戦乱の時代であればこそ生きる物。

　逆に言えば、平和な現代日本ではヤクザの様な裏うら街かい道どうを進まない限り不要なのだ。

　しかし、この大地世界では話は全く変わって来る。

　武道で言うところの残心をするくらいならば、容よう赦しやなく相手を殺す事を選ぶべきなのがこの大地世界の掟おきて。

　仮に息子夫婦が生きているとしても、過去の浩一郎と同じ様に人間性が変わってしまう程の地獄を味わってきた筈はずだ。

　確かに、早くそんな地獄から助け出してやりたいという気持ちはある。

　だが、今の浩一郎には今いま更さら手て遅おくれな息子夫婦を助ける事よりも優先すべき人間がいるのだ。

　その時、部屋の扉とびらが軽く数度叩たたかれた。

「誰かな？」

「鄭です。ご報告が」

　その声に劉大人は小さく頷うなずく。

「鍵かぎは掛かっていないよ。お入り」

「失礼いたします。こちらが調査結果となります」

　何時いつもの様に皴しわ一つない燕えん尾び服ふくで身を固めた鄭が一礼する。

　その手には、数枚の書類が握にぎられていた。

「それが結果かね？」

　劉大人の問いかけに、鄭は小さく頷くと、手にしていた書類を差し出す。

「ふむ……」

　小さく頷いた後、劉大人は胸のポケットに入れていた眼鏡を掛けた。

「流石に、寄る年波には勝てんのでね」

　そう言って笑うと、劉大人は手にした書類に目を走らせる。

　一枚、二枚、三枚。

　全ての書類を読み終わると、劉大人は小さくため息をついた。

「姪の名前は、桐生きりゆう飛鳥といったかな？」

「あぁ、そうだ」

　浩一郎の答えに、劉大人は大きく頷く。

「成なる程……確かに数すうヶか月げつ前から聖都に居るようだな……だが……」

　そこで劉大人は言葉を切った。

　そんな劉大人の態度に、浩一郎は悲しげな視線を向ける。

「力を貸せないと？」

　事実、その可能性は常に浩一郎の脳のう裏りにこびりついていた。

　如何いかに元は組織の幹部だったとはいえ、既すでに半世紀もの時が流れている。

　過去の友情に縋すがるより他に手段がなかったとはいえ、拒きよ絶ぜつされる可能性は十分にあったのだ。

　しかし、そんな浩一郎の問いに、劉大人はゆっくりと首を横に振ふった。

「馬ば鹿かをいうな。お前の身内の為なら、どんな事でもしてやる。そして、私の意志は組織の意志と同じだ。異論は挟はさません」

　そう言うと、劉大人は怒おこったように盃を呷あおる。

　そんな劉大人の様子を見て、浩一郎はその真意を悟さとった。

（組織の助力は約束して貰もらえた。それにも拘かかわらず、飛鳥を助け出せないという……）

　となれば答えは一つしかありえない。

「まさか、お前達の力でも連れ出すのは難しいか？」

　その問とい掛けに、劉大人はゆっくりと頷く。

「残念ながら、現状ではかなり難しいだろう……厄やつ介かいな人間の庇ひ護ごを受けている上に、聖都の第一城じよう郭かくの中で暮らしているらしいからな」

　そう言うと、劉大人は手にしていた書類の一枚を浩一郎へと差し出す。

（成る程……ここに書かれている事が全て事実ならば、確かに組織の力をもってしても連れ出すのは難しいだろうな）

　組織の力は確かに絶大だ。

　それこそ、西方大陸の覇者たらんと野望に燃えるオルトメア帝国はおろか、大陸に割かつ拠きよする全ての国と戦っても五分の戦が出来るだけの力がある。

　しかし、残念な事にこの西方大陸には組織に匹ひつ敵てきする組織がある。

　光神教団というその組織の起源は古く、その力は絶大と言えた。

　とは言え、如何に光神教団であっても、組織の力をもってすれば人間の一人や二人、聖都メネスティアから連れ出す事など訳はない。

　それが分かっていたからこそ、浩一郎は組織の経営する酒場で茶ちや碗わん陣じんなどという古ふる臭くさい符ふ牒ちようを使って見せたのだ。

　だが、光神教団の影えい響きよう力りよくは既に浩一郎の知る五十年前とは比べ物にならない程増大している。

　その分、組織も力を付けてはいるが、両者はほぼ互ご角かくと言って良いだろう。

　その上、飛鳥は今、光神教団の保有する十の正規騎き士し団だんの一つを率いるロドニー・マッケンナの庇護を受けているらしいのだ。

「ロドニー・マッケンナという男と異母兄妹きようだいのメネア・ノールバーグと組織は過去に色々とあってな。組織も痛い目にあっているのだ」

「腕うで利ききか？」

　浩一郎の問いに劉大人は深く頷く。

「二人共、鄭と同じかそれ以上だ」

　その言葉に、浩一郎は思わず天を仰あおいだ。

　劉大人の側近として仕えている鄭の事は既に色々と聞きき及およんでいる。

　組織の誇ほこる最高の戦力である【猟りよう犬けん】の部隊長を務めたほどの人材と互角となれば、その腕うで前まえは推おして知しるべしだ。

　浩一郎とて、鄭を相手に手加減はまず不可能。

　戦うとすれば本気の殺し合いになる。

　そんな男に匹敵するか、それ以上の手て練だれが飛鳥の近くにいるのだ。その上、飛鳥が暮らすのは警備が最も厳しい第一城郭の中。

　余程の手練れでも簡単には忍しのび込めない。

　劉大人の言葉通り、確かに連れ出すのは難しいだろう。

「勿論、全面戦争を覚悟するのであれば可能かもしれんが……」

　その言葉に、浩一郎は首を横に振った。

　如何に桐生飛鳥が最愛の姪であるとは言え、その救出の為に戦争を起こして欲しいとは流石に浩一郎でも頼たのめない。

　それに、そもそもとして組織と光神教団が正面からぶつかり合えば、それは本当の意味で大陸全土を火の海にしかねない大事。

　そうなった場合に、聖都メネスティアが戦渦に巻き込まれないという保証はどこにもない。

　いや、敵の本拠地なのだから、巻き込まれないと考える方が無む茶ちやな話だ。

　となれば、そこで暮らす飛鳥の安全など風前の灯ともし火びでしかない。

「少なくとも、聖都メネスティアから出て貰わなければ打つ手はないな……」

　その言葉に、浩一郎は力なく項うな垂だれる。

「だが……ひょっとすると近いうちに機会が巡ってくるかもしれんぞ」

　次に放たれた劉大人の言葉に浩一郎は顔を勢いよく上げた。

　そんな浩一郎の態度に劉大人は笑い声を上げる。

「まるで娘を案じる父親の様だな」

「からかうな」

　ふてくされた表情を見せる浩一郎の顔を見ながら、劉大人はもう一度笑い声を上げた。

　そして、一ひと頻しきり笑うと表情を一変させた。

「ところで一つ尋ねるが、お前の孫の名は何と言ったかな？」

　突とつ然ぜん変わった話題。

　そんな劉大人の態度を訝いぶかしみながらも浩一郎が答える。

「亮真……御子柴亮真だ」

　その答えを聞いた瞬しゆん間かん、劉大人は椅い子すに深くもたれかかり、万ばん感かんの想いをもって天を見上げた。

「そうか……やはり須す藤どうからの報告は正しかったか……」

　小さく口の中で呟つぶやくと、劉大人は鄭から受け取ったもう一枚の紙を浩一郎へと差し出した。

「これは？」

　そう言いながら書類に書かれた文字へと目を落とした浩一郎の表情が一変した。

「それは、大陸中央で活動する組織の仲間から齎もたらされた報告書だ」

　そう言うと、劉大人はもう一度深いため息を漏もらす。

　浩一郎の手に握られた書類に書かれているのは、ザルーダ王国へ侵しん攻こうしたオルトメア帝国軍の撤てつ退たいと、そこに行き着くまでの経緯だ。

　そして、その中にはローゼリア王国からの援えん軍ぐんとして派遣された御子柴亮真という名前がはっきりと明記されている。

　さらにもう一枚の紙には須藤秋武が調べ上げた御子柴亮真という男の情報が赤せき裸ら々らに記き載さいされていた。

　まるで食い入る様な目で書類を読み続ける浩一郎の姿に劉大人は静かに首を横に振る。

　組織を束ねる長の一人として、御子柴亮真という男は文字通り頭痛のタネだ。

　何せ、今は亡きオルトメア帝国の首席宮きゆう廷てい法術師であるガイエス・ウォークランドを殺害して以降、悉ことごとく組織の思おも惑わくを邪じや魔ましてきたのだ。

　幸いな事に、現場責任者である須藤の機転に因って計画の大おお幅はばな修正こそ発生してはいないものの、本来であれば抹まつ殺さつの対象になっても不思議ではなかった。

　だがそれは同時に、御子柴亮真という男の異常なまでの実力を如実に表しているとも言える。

　少なくとも同じ地球から召喚された同どう胞ほうとして、また一人の男として、裸はだか一いつ貫かんでのし上がった御子柴亮真という男に尊敬の念すら抱かずにはいられないのだ。

「お前の孫はまさに怪かい物ぶつだな……」

　そう言うと、劉大人は自分を落ち着ける様にと、机の上に置かれた煙草たばこの入った箱へと手を伸のばした。

　そして、箱の引き出しから愛用のキセルを取り出すと、火皿に刻んだ煙草の葉を詰つめ込み　指先に灯ともした法術の火を近づける。

　どれほどの時間が過ぎ去っただろう。

　浩一郎は、静かに顔を上げた。

　その顔に浮かぶのは、己おのれの教育が間ま違ちがってはいなかったという自負だろうか。

　手塩に掛けて育てた最愛の孫の行方ゆくえが分かり、浩一郎としても嬉うれしくない訳がないのだ。

　しかし、浩一郎が亮真に対して己の持つ知識と知ち恵えの全てを叩きこんだ現代の戦人だ。

　ある意味、この程度の事は出来て当たり前とすら言えるだろう。

　しかし、亮真は自分の力で何とでも切り抜ぬけられるだけの物を持っているが、飛鳥はそういう訳にはいかないだろう。

　彼かの女じよは良くも悪くもごく普通の高校生なのだから。

「それで、これと飛鳥の救出とどう関係するのだ？」

　今すぐにでも孫の下へと駆かけ付つけたくなる気持ちを必死で抑おさえながら、浩一郎が尋ねた。

　そんな浩一郎に向かって劉大人は旨うまそうにキセルを吹ふかす。

「近いうちに光神教団からローゼリア王国へ使者が派は遣けんされる」

　その言葉の持つ意味が分からなかったのだろう。

　浩一郎は思わず首を傾かしげる。

「つまり、お前さんの孫がオルトメア帝国相手に大暴れした事で、光神教団の上層部が重い腰を上げたのよ」

　まぁ、それはそれほど不自然な事ではないだろう。

　表向きは西方大陸の安定を願う光神教団にしてみれば、急速に名を上げた御子柴亮真という男を確かめようとするのは当然と言える。
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「派遣されるのは法王の側近であるローランド枢すう機き卿きよう。そしてその護衛を任されるのは……」

　その言葉を聞き、浩一郎はニヤリと笑う。

　ここまでくれば、結論など聞くまでもない事だったから。







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。

　一巻目からご購入いただいている読者の方々、四ヶ月ぶりです。作者の保利亮太と申します。

　このあとがきを書いている段階で、すでに今年も三月に入ろうかと言ったところでしょうか。

　今回はＨＪノベルスで再度出し始めてから、初めて原稿を落としそうになりました。

　予定では昨年の年末にプロットを出し、一月半ばでイラスト指定を終わらせ、後半で原稿の提出だったのですが、私が体調を崩したのと、書き下ろし部分が多いせいで筆が進まない進まない……。

　今回、皆様のお手元に無事届けられたのは奇跡と言っても過言ではないでしょう。

　最後に、九巻の出版にあたりご助力いただきました編集の皆様を初めとした関係者各位へ、この場をお借りして御礼申し上げます。

　特に今回は、ご迷惑をおかけし申し訳ございませんでした。

　次巻は十巻の節目という事も有り頑張りますので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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